
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ：三泊四日






　夏休み。

　それは学生にとって大事な四十日間。

　去年の俺はその四十日間をすべてバイトに使ってしまったけれど、今年はもうそんなことはしなくてよくなった。

　純粋に楽しむことができる、高校生らしい初めての夏。

　興奮しないと言ったら、さすがに噓うそになってしまう。

「よいしょっと……」

　トランクの中に服を入れた俺は、それをゆっくりと閉じた。

　冬ふゆ季きに貸してもらったこのトランクの中には、三泊四日分の荷物が入っている。

　こんな風に準備をしたのは、中学の修学旅行以来だろうか。

「……一応もう一回確認しておくか」

　俺は再びトランクを開き、中身を確認する。

　服、水着、体調を崩した場合に備えた薬類、歯ブラシセットにパスポート。

　事前に冬ふゆ季きと話し合って決めた荷物がすべて入っていることを確認して、俺は改めてジッパーをしめた。

「ハル君、準備は終わりましたか？」

「ああ、今終わった」

「そうですか。私も今さっき終わったところなので、少しリビングでゆっくりしませんか？」

「分かった、すぐ行く」

　俺はトランクを廊下の分かりやすい位置に移動させ、リビングへと向かった。

　冬ふゆ季きはすでにソファーの上でくつろいでおり、ボーっとテレビを眺めている。

　俺はそんな彼女の隣に腰掛け、身を寄せた。

「楽しみですね、ハワイ」

「ああ、本当に。冬ふゆ季き、ありがとう。まさか俺に海外旅行のチャンスが訪れるなんて夢にも思ってなかったよ」

「ハル君が行きたいと言えばどこにだって連れて行きますとも。私はあなたのための東とう条じよう冬ふゆ季きなのですから」

　冬ふゆ季きの頭の重みが、肩にかかる。

　上目遣いで俺を見る冬ふゆ季きは、ため息が出るほど可か愛わいらしい。

　いまだに俺はこんなに魅力的な女の子が自分の恋人であるということが信じられなくなってしまう時がある。

　こればかりは東とう条じよう冬ふゆ季きという存在があまりにも幻想的であることが原因だろう。

　しかしこうして触れ合っている時間は、すべてを忘れることができた。

　彼女の体温が、匂いが、鼓動が、東とう条じよう冬ふゆ季きという存在がちゃんとここにいるということを証明してくれるから────。

「どうかしました？」

「いや、幸せだなぁと思って」

「私も同じ気持ちですよ。大好きな人と寄り添い合える……これ以上の幸せを、私は知りません」

　俺の首元に顔を埋める冬ふゆ季き。

　お返しとばかりに、俺も彼女の髪に顔を近づける。

　ふんわりと香る、俺と同じシャンプーの匂い。

　遊園地での一件を経て、冬ふゆ季きと俺はお互いに益ます々ます積極的になっていた。

　密着している時間が増え、どこか落ち着いた雰囲気を醸かもし出だすようになった。

　焦あせりとか、そういう不安が消えたからだと思う。

　俺たちは決して引き裂かれないという確固たる自信が、ここにはあった。

「そういえば、冬ふゆ季きはハワイにはよく行くのか？」

「うーん……そうですね、何度か行ったことはありますが、毎年恒例とか、そういう頻度ではありません。特にこうして経営者と学生という二足の草鞋わらじを履くようになってからは、旅行自体にそこまでの魅力を感じなくなってしまっていましたから」

「そうだったのか」

「ハル君と恋人になっていなかったら、きっと今年もハワイに行くなんて発想は出てこなかったでしょう。一人で行ったってやりたいこともありませんしね」

　冬ふゆ季きは一人旅が好きなタイプではないし、俺もそこは同じだから気持ちが分かる。

　一人で何かをするよりは、心を許せる誰かと同じ楽しみを共有したい。

「しかしハル君が隣にいてくれるだけで、見飽きたハワイの海だって新たな魅力を放つというもの！　三泊四日、思いっきり楽しみましょうね！」

「ああ、そうだな」

　出発まであと半日ほど。

　俺たちは夕方のフライトで、ハワイへと飛び立つ。

　時差があるから、到着はちょうど朝方になるらしい。

　それまでの時間を、俺たちはゆっくりと過ごした。











■01：プライベートジェット






　予定時間になり、俺と冬ふゆ季きは日ひ野のさんが運転する車に乗り込んだ。

　今回の旅行には、いつも通り日ひ野のさんがボディーガードとして付き添ってくれることになっている。

　ぴったりとついてくるというわけではないが、常に助けに入れる位置にはいてくれるらしい。

　初めての海外で不安が多い中、ボディーガードという存在がいるのは本当にありがたい。

　もちろん彼女が真に守らなければならないのは俺ではなく冬ふゆ季きであるため、頼り過ぎるのもよくないのだが────。

「ハル君はまだ英語は喋しやべれないですよね？」

「え？　ああ、まあ」

　まだ、というか、今後も喋しやべることができるようになるとは思えないけど。

「ならば現地の人とのやり取りは私にお任せください。こう見えて五ヵ国語は喋しやべることができるので！」

　こう見えてというか、冬ふゆ季きならそれくらいの知識があってもおかしくないとは思っていた。

　そもそも英語に関してはたまに彼女の仕事中に部屋から声が漏れてくることがあり、流りゆう暢ちように喋しやべることができるというのは知っている。

「……とはいえ、最近では翻訳アプリを使えば買い物くらいは簡単ですけどね。観光地ですし、翻訳の時間くらいは待ってもらえますし」

「便利な世の中だなぁ……」

「私の会社でも高性能翻訳アプリを作ろうかと思っているのですが、これがまた難しくて。技術的にはまったく問題ないのですが、私が入れたいと思っている機能をすべて含めると容量が大きくなり過ぎるんですよね」

「どんな機能を入れたいと思っているんだ？」

「イヤホンを耳につけておくことで、聞こえてきた声をすべて特定の言語に翻訳できる機能です。似たようなアプリはすでにありますが、ほとんどラグがない状態で聞き取れるアプリはまだないような気がしまして」

「それはすごいな……」

「────って、すみません。こんな仕事の話ばかり」

「いや、いいよ。あんまり冬ふゆ季きの仕事の話とか聞いたことがなかったから、なんだか新鮮だったし」

「うう……恥ずかしいです」

「でも、すごく楽しいんだな、仕事が」

「……はい」

　照れ臭そうに笑う冬ふゆ季きを見て、思わず俺も笑顔になる。

「自分でアイデアを出すのも楽しいですし、社員の意見をまとめ上げて一つの仕事を進めていくのもとても楽しいんです。この世に生きた証あかしを残していっている気分になると言いますか……ちょっと大おお袈げ裟さですけど」

「……」

　やっぱり、東とう条じよう冬ふゆ季きはどこまでも尊敬できる人間だ。

　もはや一生暮らしていけるだけの財産を持ちつつも、決して向上心を忘れない。

　自分に成せることを考え、実行し続けている。

　かっこよくて、眩まぶしい。

　果たして俺は、この世を去るまでに何を残せるだろうか？







「もうすぐ空港です。お二人とも、降りる準備をお願いいたします」

「ええ、ハル君も」

　日ひ野のさんの指示に従って、俺と冬ふゆ季きは車を降りるため手持ちの荷物を確認した。

　スマホや財布、忘れ物がないことを確認して、俺たちは車が止まるのを待つ。

　やがて見えてきた景色は、開けた空港の敷しき地ちだった。

「それにしても、まさか俺の初めての海外旅行がプライベートジェットで始まるなんて想像もしてなかったな……」

「ふふっ、ハル君の初めてをいただくんですから、とびっきり特別な仕様にしないともったいないじゃないですか」

　そうでなくてもすでに特別な旅行であることは間違いないのだが、せっかく冬ふゆ季きが用意してくれたものだし、野暮なことは言わないでおく。

　俺たちはこれから、東とう条じようグループお抱えのプライベートジェットでハワイへと飛び立つ。

　さすがに飛行機自体は冬ふゆ季きの持ち物ではなく両親の物であるらしいが、諸もろ々もろの手配はすべて冬ふゆ季きがやってくれた。

　そもそも、何な故ぜ俺たちがハワイへ行くことになったのか。

　きっかけは、夏休み二週間前にあった。





◇◆◇






「夏休みに旅行？」

「はいっ！　私たちが恋人になってから初めての夏休みですし、大きな思い出を一つ作っておきませんか？」

「おお……！」

　思わず声が漏れるくらい興奮した。

　旅行の思い出なんて、家族と暮らしていた頃だって数えるほどしかない。

　それは俺の家が決して裕福とは言えない暮らしだったという要因がもっとも大きいが、純粋に両親がそこまで旅行好きではなかったことが挙げられる。

　花が好きだった母のために季節ごとに出かけることはあったが、旅行と呼べるほど遠出したかと問われればそうではなかった。

　だからこそ、この冬ふゆ季きの提案は今の俺に深々と刺さったのである。

「いいな、それ。すごく楽しそうだ」

「そうでしょうそうでしょう！　まだ旅行先は考えてませんが、期間は三泊四日くらいがいいかと。大変申し訳ないのですが、夏休みにも仕事はありまして……」

「それは仕方ないって。むしろ俺の方は時間的余裕ができるから、仕事以外の部分はサポートさせてくれ」

「そんな、ハル君は自由に過ごしてくれていいんですよ？」

「だったらそれこそ俺は冬ふゆ季きのサポートがしたいな。冬ふゆ季きが頑張っている中でのうのうと遊び惚ほうけるなんて、俺には難し過ぎる。……まあ、お節介なら控えておくけど」

「ま、まさか！　ハル君のサポートがお節介なわけがありません！　むしろ神様からの寵ちよう愛あいに匹敵する施しですよ！」

　言い過ぎ。

「でも気を付けてくださいね？　ハル君から応援されたら、張り切り過ぎて思わず日本の情勢を変えてしまうほどのプロジェクトを立ち上げてしまうかもしれません」

「まさかそこまでは……」

　────ないよな？

　冬ふゆ季きがあまりにも俺の想像を超えているため、どこまでが可能でどこまでが不可能なのかとても分かりづらいのだ。

　いやいやまさか、そんなことできるわけがないだろう？　と思っていると、「できますよ？」と簡単に言葉を返されてしまうことだってある。

　そしてこれまで、「できない」と言われたことはほとんどないのだ。

「ふふっ、さすがに言い過ぎましたが、それくらい仕事に没頭してしまう可能性があるということです。ハル君との時間を大切にするためにも、ほどほどにしてくださいね？」

「そこは俺がセーブするんだな……」

「はいっ！　ハル君は私にとってのエンジンですから！」

　そう言われて嬉うれしいと思えるようになった自分も、彼女と出会った当初とはずいぶんと変わったと言えるだろう。

　冬ふゆ季きが口にする俺を持ち上げるような言葉たちを、俺自身は信じることができなかった。

（まだ大した時間は経たっていないのに……もう懐なつかしい気持ちになるな）

「あ、あの……ハル君？」

「ん？」

「その、ハル君に触れてもらえるのは嬉うれしいんですけど……い、一応私にも心の準備というものが……」

「あ」

　愛おしさが募った結果、俺は気づかぬうちに彼女の頰にそっと手を添えていた。

　シミどころか小さな傷すらない冬ふゆ季きの頰はどこまでも滑らかで、いつまでも触れていたくなる。

　ただ俺としても無意識な行動には恥ずかしさを覚えるわけで……。

「ご、ごめん……！」

「いえっ！　ハル君が触れたいと思った時に触れてください！　これは常に心の準備をしておかなかった私の落ち度ですから！　いついかなる時でも、ハル君から求められたら素直に応える……それができなければハル君の恋人失格です！」

「お、おお……？」

「さあ、ハル君！　その猛たける欲望を私にぶつけてください！　どんなプレイだとしても応えてみせますから！」

　どうやら俺は冬ふゆ季きの中で野獣か何かだと思われているらしい。

　俺はそんな彼女が広げた手をゆっくりと下ろさせ、話を聞いてもらうために目を合わせる。

「いいか、冬ふゆ季き。俺には特別な性癖はないし、そんな猛たけり狂くるった欲望もないんだ」

「そ、そんな！　噓うそです！　高校生の男の子は毎日欲望を抑え込むので必死だと聞きました！」

「その歪ゆがんだ情報は何から仕入れたんだ？」

　まあ────あながち間違ってはいないかもしれないけれど。

　だけどもし俺がそういう男子たちと同じ存在だったとしたら、きっと冬ふゆ季きと共に暮らし始めた時点ですでに野獣と化している。

　何せ容姿端麗スタイル抜群の銀髪美少女と同じベッドで寝ているのだ。

　正直、自分でもよく持っている方だと思う。

　俺にだって、冬ふゆ季きに襲い掛かってしまいたくなる時は何度もあった。

　それでもいざという時に足を止めてしまう理由は、心の奥底に怯おびえながら潜む自分がブレーキをかけてしまうからである。

　鳴りを潜めていたはずの、あの時の自分。

　両親の遺体が横たわった霊安室で、あまりにも現実が受け入れられず膝から崩れ落ちた自分。

　冬ふゆ季きが俺から離れていかないことは分かった。

　彼女を信じることができるようになったおかげで、隣にいてとても安心するようになった。

　だからこそ、不意に彼女を失ってしまうことが恐ろしい。

　特に恐ろしいのは、やはり事故だ。

　身も心も繫つながった後で冬ふゆ季きを失うようなことがあれば────。




　きっと俺は、完全に壊れてしまうだろう。





◇◆◇






「……到着です」

　日ひ野のさんがそう告げると同時に、車が止まる。

　促されるままに外に出れば、目の前には真っ白な飛行機が佇たたずんでいた。

　俺の知っている飛行機よりはかなり小さい。

　なるほど、これがプライベートジェットか。

　自分の人生において、まさかこれを肉眼で見ることになるとは思っていなかった。

「早速乗り込みましょう」

「あ、ああ」

　俺はまだ現実味をまったく感じられていないのだが、冬ふゆ季きは慣れた様子でジェットへと近づいていく。

　荷物を引きずって慌ててその後を追うと、いわゆるＣＡさんが近づいてきて俺の方に手を差し伸べてきた。

「お荷物はこちらでお預かりいたします」

「え？　あ、はい……ありがとうございます」

　ＣＡさんは俺に優しく微笑ほほえみかけると、そのまま荷物を持って入口の階段とはまた違う場所へと向かっていく。

　おそらくあっちが貨物室になっているのだろう。

　それにしても、ＣＡさんにはやはり美人が多いのだろうか？

　俺の偏見だと思っていたのだが、こうして実際にその姿を見てしまうと、勝手なイメージが擦すり付つくのも仕方のないことかもしれないと思ってしまう。

「む、ハル君？　もしかしてＣＡさんに見み惚ほれていましたか？」

「い、いや、そういうわけじゃないんだけど」

　いつの間にか近くにまで戻ってきていた冬ふゆ季きの問いに対し、すぐさま否定する。

　確かに美人だとは思ったけれど、冬ふゆ季きがいる限り俺の気持ちが他の人に揺らぐことは決してない。

　冬ふゆ季き自身もそれを理解してくれているのか、不機嫌そうに膨らんでいた頰はすぐに萎しぼみ、俺をからかう時の意地悪な笑みを浮かべた。

「ふふっ、意地悪な質問をしてごめんなさい。ハル君の一番はずっと私ですもんね」

「ああ、その通りだ」

「……」

「？　どうした？」

「いえ、その……改めてはっきり言われると面食らってしまうといいますか、その、顔が熱くなります」

　頰を押さえて顔を背ける冬ふゆ季きからは、湯気が上がっているように見えた。

　普段はからかったり挑発してくる側の人間であるはずの彼女は、唐突な攻めに弱い。

　まあ俺も攻めるつもりで言葉を吐いたわけではないのだが、冬ふゆ季きとしてはそれがむしろ刺さりやすいようだ。

　いつもドギマギさせられている俺からすると、たまにこうして反撃できると少しだけ嬉うれしくなってしまう。

「ほ、ほら！　早く行きましょう！　皆さんを待たせてますから！」

「そうだな、行こう」

　いつの間にか緊張がほぐれていた俺は、冬ふゆ季きと共に飛行機の中に乗り込んだ。

　中の広さは想像以上で、俺たち二人では持て余してしまいそうなほど。

　近くに日ひ野のさんも待機してくれているとはいえ、それでもだいぶスペースが余っている。

　飛行機の座席らしい物がいくつか並び、それとは別に数人掛けのソファーと固定されたテーブルが置かれていた。

「向こうには寝室もあるので、眠くなったらそちらのベッドで寝ましょう。食事は申しつければすぐに持ってきてもらえますし、気分をすっきりさせたければシャワーも浴びられます」

「何でもござれだな、空の上なのに」

「海外に行くことも多いお父様の注文がこれでもかと反映されていますからね。丸二日この中で生活するとなると少々不便な部分は出てきますが、たった十時間もないフライトであれば快適さしかありません」

　初めての飛行機がこんなにも充実していていいものか。

　まだ普通の飛行機の中身すら知らないのに……。

　その後ＣＡさんの指示に従い、俺たちは座席へと座った。

　離陸の際は安全を確保するためにきちんとした席に座っていなければならないらしい。

　それから数分経たち、いよいよ出発の時間が訪れた。

　滑走路の景色が後ろへと流れていく。

　やがてプライベートジェットは、その機体を宙へと浮かせた。

「おお……！」

　こうして始まった空の旅。

　俺は機内の窓から外を見て、思わず歓声を上げる。

　夕方という時間帯によって生み出された、白い雲と青い空とオレンジ色の夕ゆう陽ひが混じり合った光景。

　テレビや写真では見たことがあったが、生で見ると感動もひとしおだ。

「ふふっ、喜んでいただけたようで何よりです」

「あ、悪い……ちょっとはしゃぎ過ぎた」

「構いませんよ。むしろもっと楽しんでいただけると嬉うれしいです。いくら声を出しても咎とがめられないのが、プライベートジェットのいい所でもあるんですから」

　冬ふゆ季きの微笑ほほえましいものを見る目に晒さらされ照れ臭くなってしまったものの、俺はお言葉に甘えてもう少し窓の外の景色を楽しむことにした。

　機体が完全に安定した後は、立ち歩いても問題ないそうだ。

　座席を立った冬ふゆ季きはテーブルの近くにあるソファーに腰掛けると、空いている隣をポンポンと手で叩たたく。

「ハル君、こちらからでも外は見られますよ。一緒に座りませんか？」

「ああ、分かった」

　誘われるがままに座席から立ち上がり、俺は冬ふゆ季きの隣に腰掛ける。

　近くの窓から見える景色に大した変化はない。

　しかし眼前に広がる夕ゆう陽ひと青い空のコントラストを眺めているだけで、不思議と俺の心は満たされていた。

「たまに見られるハル君の子供っぽいところ、私大好きですよ。あ、もちろんハル君のことは全部好きですけど」

「こ、子供っぽかったか？」

「ええ、とっても。でも私たちだってまだ子供と呼ばれる歳としなんですから、ちゃんとはしゃいでおかないと損ですからね」

「冬ふゆ季きに言われても説得力がないな……」

「そうですか？」

　すでに社会人以上に働いている人に言われても────と思ったが、俺は意外と冬ふゆ季きがはっちゃけている現場にいる気がする。

　特に冬ふゆ季きは俺のことになるとテンションを相当上げてくれるし。

「……気にせずはしゃいでいいのか？」

「むしろ気にせずはしゃいでください。ハル君が楽しんでいると、私も一層楽しくなりますから」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

「はい、思う存分どうぞっ」

　笑顔の冬ふゆ季きに甘え、俺は外の景色を存分に楽しむことにした。

　とはいえ決して数十分も眺め続けられるようなものではない。

　贅ぜい沢たくにも景色を見ることに飽きた俺は、窓から視線を逸そらし冬ふゆ季きの方を見た。

「ん……？　どうかしました？」

「あ、いや……」

　俺に気を遣って静かに本を読んでいた冬ふゆ季きの横顔の美しさに、俺は思わず言葉を失っていた。

　正直、外の景色なんてもはや目ではないくらいの魅力がそこにはある。

「もしかして疲れちゃいましたか？」

「そ、そういうわけじゃないんだけど……」

「それならよかったです。もう少し時間が経たたないと、寝るにしても途中で起きてしまうと思うので」

「確か、時差ボケを少なくするために機内で寝た方がいいんだっけ」

　事前に聞いていた冬ふゆ季きの説明によると、まずハワイと日本では十九時間ほどの時差があるらしい。

　例えば日本が四月一日の十九時だとすると、ハワイは四月一日の零時ということになる。

　日本からハワイまでは飛行機で八時間ほど。

　夕方に出発した俺たちの到着時間は、日本時間で言う深夜三時頃。

　それをハワイの時間に直すと、ちょうど朝八時くらいになる。

　少々ややこしい話ではあるが、何な故ぜこういうスケジュールを立てなければならないかと言えば、時差ボケというものが存在するからに他ならない。

　時差というものは人間の体内時計をかなり狂わせてしまうらしく、対策を怠ると不眠や倦けん怠たい感かんに襲われてしまう。

　太陽光を浴びるなどして治すことは可能だが、それでも数時間は苦しむ羽目になるだろう。

　楽しみにしていた旅行がそんな始まり方をするなんて、少々勿もつ体たいない話だ。

「機内で寝ておけば、起きたタイミングがちょうどハワイでの朝になるので、体内時計が大きく変わらないんですよね」

「……とはいえ、いつもと違う時間に簡単に眠れるはずもない、か」

「まあ難しいですよね。だから最初はゆっくり過ごして、後半で五時間くらい眠れたらそれでいいかと」

「分かった」

「あ、映画でも見ますか？　最新映画でもなければ大抵のものが見られるはずですけど」

　冬ふゆ季きがテーブルの上にあったリモコンを操作すると、突然天井から大きなモニターが下りてきた。

　俺はおかしくなってしまったのだろうか？

　徐々にこういうものを見てもそこまで驚かなくなってしまった。

「私は特に見たいものもないので、ハル君の好きにして大丈夫ですよ」

「……と言われても」

　冬ふゆ季きからリモコンを手渡され、操作を教えてもらいながら画面の中を動かす。

　家にあるテレビと同じように色んな配信サービスにアクセスできるようで、そのレパートリーは途方もない。

　これでは見たい映画を探しているうちにハワイについてしまいそうだ。

「ふふっ、もし見たい映画がなければ、夏休みの宿題でもしますか？」

「あ、その手があったか。……でも生あい憎にく俺は何も持ってきてないぞ？」

「大丈夫ですっ。数学の宿題に関しては問題集を見ながらノートに解いていくものなので、問題集と新品のノートさえあれば解けますから。実は何もすることがない時間ができることも考えて、あらかじめ持ってきておいたんですよね」

　そう言いながら、冬ふゆ季きは自身の荷物の中から数学の問題集とノートを取り出した。

「でもそれじゃあ冬ふゆ季きは問題が解けなくなるだろ？　一緒に一冊の問題集を見ながら解くのか？」

「いえ、私はもう問題集の中身はすべて覚えてしまったので、見なくても解けますから」

「……」

　もう何も言うまい。

　彼女の超人っぷりは今に始まったことではないのだから。

「それじゃあ始めましょうか」

　俺と冬ふゆ季きはそれぞれテーブルに向き合い、学生の宿敵である夏休みの宿題に取り掛かった。

　旅行中にこうして勉強しているのもおかしな話だと思うが、できることはできるうちにやってしまうのが冬ふゆ季き流。

　普段忙しい人間だからこそ、こうした隙間時間を大事に利用するのだ。

　そんな彼女の生活に合わせていれば、俺自身にも自然とそういう習慣が染しみつく。

　まだ俺は引っ張られているだけだが、少しずつ自分の時間の使い方が上う手まくなってきたような気がして、何だかこうしているだけでも成長が感じられて楽しい。







　それから俺は時々冬ふゆ季きのサポートを受けながら、順調に宿題を終わらせていった。

　集中して過ごす時間はあっという間で、気づけばすでに三時間以上が経過している。

　いまだ強い眠気は襲ってきていないものの、勉強疲れのおかげで眠ること自体はできそうだ。

　それは冬ふゆ季きも同じなようで、大きく体を伸ばすと小さく欠伸あくびをこぼした。

「ふぅ、そろそろシャワーを浴びてベッドの方に行きましょうか」

「切りもいいし、頃合いだもんな。シャワーは冬ふゆ季きが先に浴びてくれ」

　俺はそう促しつつ、テーブルの上に広げていた宿題たちを片付けようとする。

　しかしその手を、冬ふゆ季きが止めた。

「何を言っているんですか！　シャワーも一緒に浴びましょう！」

「い、いや……別にここで一緒に浴びる必要性はないんじゃ」

「駄目です！　節水ですよ！　節水！　飛行機の水は有限なんですから、できる限り節約しないとっ！」

　必死に捲まくし立たてる冬ふゆ季きの目には、ありありと下心という二文字が刻まれていた。

　しかし理論自体は大きく見当違いというわけではない。

　余裕があるとはいえ、何があるか分からない空の上で水を節約することは決して悪いことではないだろう。

　ただ、機内には俺たち以外にも人がいる。

　日ひ野のさんとＣＡさん。彼女らは俺たちが常に視界に入る位置に陣取っており、非常事態の際はすぐに対応できるように構えてくれていた。

　とてもありがたいことではあるのだが、冬ふゆ季きと一緒にシャワーを浴びるなんて話をしていると正直気まずい。

　ここはこちらから条件を提示して、何とか冬ふゆ季きに退ひいてもらうしかないだろう。

「い、今無理に一緒に入る必要はないだろ？　これからホテルに泊まるわけだし、そこでならずっと一緒でいいからさ」

「────本当ですか？」

「ああ、本当だ」

「ふふっ」

　冬ふゆ季きはにたりと笑うと、そっと俺の唇に人差し指を当てた。

「言げん質ち、取りましたからね」

「あ……」

「ではお言葉に甘えて、お先にシャワーを浴びてきますねっ」

　……やられた。











■02：プライベートビーチ






「ハル君、ハル君」

「ん……」

　体を揺すられ、俺は目を覚ます。

　目の前には冬ふゆ季きの顔。

　そして周囲には馴な染じみのない部屋の景色が広がっていた。

「少し寝ぼけているみたいですね。ほら、ゆっくり体を起こしてください」

「ああ……」

　ぼんやりとしていた意識が、徐々に鮮明になっていく。

　そうだ、ここは飛行機の中。

　俺たちはこのプライベートジェットで、ハワイへと向かっていたんだった。

「もうすぐ着くようですから、そろそろ降りる準備をしましょう。着陸の際はまた座席に座っていなければならないので」

「分かった」

　俺と冬ふゆ季きは寝室を後にして、それぞれ降りるための準備を始めた。

　荷物などを再びまとめて、寝る用の部屋着から私服へと着替える。

　そして座席へ腰掛けてから間もなく、飛行機は徐々に地上へと近づいていった。

「おお……！」

　窓から外の様子を窺うかがえば、そこには広大な海が広がっていた。

　そしてこれから俺たちが降り立つであろう島も見えている。

「ハル君、今日から三泊四日、思いっきり楽しみましょうね」

「ああ、楽しもう」

　初めての地、ハワイ。

　俺はこれから過ごすことになるであろう冬ふゆ季きとの時間を想おもい、心を躍らせた。







「ようこそハワイへ、冬ふゆ季きお嬢様、そして稲いな森もり様」

　飛行機から降りた途端、身なりの整った男性が俺たちの前に現れ、深々と頭を下げてきた。

　冬ふゆ季きお嬢様と呼んだということは、東とう条じようグループの関係者だろうか。

　髪色は金髪で、頭を下げる前に見えていた目は青みを帯びていた。

　かなり流りゆう暢ちような日本語ではあったものの、どうやら外国の人らしい。

「ありがとうございます。ハル君、こちらお父様が海外出張する際の世話役を担当してくださっている、ハワード・ウィルソンです」

「ご紹介に与あずかりました、ハワード・ウィルソンと申します。この度は冬ふゆ季きお嬢様の父上である東とう条じよう雪ゆき成なり様からの指示により、お二方のハワイ旅行のサポートを務めさせていただきます」

「あ……稲いな森もり春はる幸ゆきです。よろしくお願いします」

　世話役なんてものもいるのか……。

　慣れてきたとはいえ、さすがにこれは面めん食くらう。

「ホテルの予約やレストランの予約は、基本的にすべてハワードが済ませてくれます。必要な物があればすぐに用意してもらえますし、彼さえいれば海外の地でも困ることはほとんどありませんよ」

「それは本当に助かるな……」

「まあそういったものも自分たちで済ませるのが旅行の醍だい醐ご味みではあると思うのですが、何分急な話だったことと、せめて最初の海外旅行くらいはハル君に何一つ不自由なく過ごしてほしいと考えた結果、お父様にハワードを借りることになりました。何かあれば遠慮なく彼に申しつけてくださいね。それが世話役の仕事でもあるので」

　冬ふゆ季きの言葉に対して、ハワードさんは一つ頷うなずく。

「おっしゃる通り、お二人の雑務を引き受けるのは私の業務の一環でございます。ハワイにいる間は私の迷惑など考えず、いつでも遠慮なくお申しつけください」

「特に海外で体調を崩してしまったとなるとどうしていいか分からなくなることも多いので、そういう時こそすぐにハワードを頼りましょう。彼の連絡先も渡しておきますので、ハル君からも連絡ができるようにしておいてくださいね」

　瞬またたく間まに俺のスマホにハワードさんの連絡先が追加された。

　果たしてこの連絡先を利用する機会は訪れるのだろうか。

　……ないといいな。

「ではあちらに車の用意がございますので、ひとまずはホテルの方へと向かいましょう。この度の旅行では東とう条じようグループの傘さん下かのホテルを選ばせていただきました。観光客の皆様からはこの上ない評価をいただいておりますので、冬ふゆ季きお嬢様、稲いな森もり様にも満足のいくおもてなしをお約束いたします」

　ハワードさんに先導され、俺たちは空港の外に止めてあった車まで移動した。

　どうやら基本的な運転自体は日ひ野のさんの方に任せるようで、彼は俺たちとは別の車へ向かう。

「日ひ野の、ホテルまでの道は分かるね？」

「はい、問題なく」

「よし、では向かおう」

　日ひ野のさんとハワードさんの簡単なやり取りの後、俺たちを乗せた車はホテルへと向かった。

　途中海辺を走ることになり、俺は飛行機の中で散々やったように窓へ身を寄せる。

　そこには日の光を反射してキラキラと光る海と、砂浜が広がっていた。

　大勢の人間がそこを歩いており、観光地としての圧倒的な人寄せ能力を見せつけている。

「海、気になりますか？」

「ま、まあ……さすがに」

　これまで海なんてほとんど行ったことがなかったし、俺の知っている海はお世辞にも綺き麗れいとは言えなかった。

　しかしハワイの海は今遠目に見ていても透き通っているように見える。

　触れてみたいという気持ちは、正直どんどん強まっていた。

「ではホテルに荷物を置いた後はさっそく海の方へと行ってみましょう。実は私も新しい水着を買ったので、ハル君に早く見て欲しかったんです」

　笑みを浮かべながらそう告げた冬ふゆ季きは、何な故ぜかそのまま俺の耳元に口を寄せた。

「かなりえっちな水着を選んだので、楽しみにしていてくださいね？」

「ッ!?」

　一瞬前までの年相応の笑顔はどこへやら。

　俺の耳元から離れていく彼女の顔は、まさに妖よう艶えんという言葉がよく似合っていた。

「なんて、ハル君以外の人には見せたくないので、外に出る時は普通の水着の予定ですけどね。変にナンパでもされようものなら貴重なハル君との時間が減ってしまいますし」

「……安心したよ」

　ナンパを警戒するなんて、人によっては何と自意識過剰なのだと反感を買ってしまう可能性があるが、冬ふゆ季きに関しては本当にそういう状況になりやすいのだから仕方がない。

　ただ買い物をするために駅前に行けば、俺がトイレなどで少し席を外した隙に必ずと言っていいほど男から声をかけられている。

　時にはそれが女性の時もあったし、モデルやタレントのスカウトの時もあった。

　これらの話からたとえ普通のビキニを着ていたとしてもナンパは避けられないことが分かるが、まあ、あからさまな物を着るよりかはマシだろう。

　無理やり冬ふゆ季きを連れて行こうとする輩やからが現れても日ひ野のさんが守ってくれるし、俺だってあれから数多あまたの指導を受けてそれなりに護身術が板についてきた。

　対格差があり過ぎなければ、素しろ人うと相手に後れを取らない自信がある。

　ただそんな風に気合を入れていたとしても、大抵は冬ふゆ季き一人で何とかなってしまうのが複雑ではあるが────。







　日ひ野のさんの運転で進むこと十数分。

　俺たちは目的のホテルへと到着した。

　車の扉を開けて間もなくホテルの従業員たちが駆け付け、すぐに荷物を受け取ってくれる。

「お待ちしておりました、冬ふゆ季きお嬢様、稲いな森もり様。ようこそ、ハワイイーストホテルへ」

「出迎えありがとうございます。確かお部屋は最上階のスイートルームでしたよね」

「はい。冬ふゆ季きお嬢様には我がホテルにできる最上級のもてなしを体験していただきたく、諸もろ々もろ妥協のないプランを提案させていただきました。ホテル内のことでしたら、どんなことでも我々にご相談ください」

「ふふっ、ではお言葉に甘えさせていただきますね」

　冬ふゆ季きは当たり前のように従業員と会話しているけれど、俺はまだこの現実味のない状況に面食らっていた。

　まず目の前にあるホテル自体が、一般家庭で育った俺にとっては目の毒である。

　抑えきれない高級感とでも言えばいいだろうか。

　後で聞いた話だが、このホテルは芸能人や起業家、海外セレブの御ご用よう達たしらしい。

　設備から従業員たちの対応まですべてがその他のホテルと一線を画している。

　何事にも妥協なく、それが東とう条じようグループのモットーだと冬ふゆ季きは話していた。







　ホテルの中へと案内された俺たちは、先ほど話していたように最上階のスイートルームへと通された。

　最高級の部屋というだけあって、まず広さがおかしい。

　ワンフロアすべてが部屋になっていて、リビングに広がる前面の窓からはハワイの海が見渡せるようになっていた。

　奥にあるのはベッドルーム。ダブルベッドが二つ並べて置いてある。

　ＩＨが使われたアイランドキッチンに、ジャグジー付きの風ふ呂ろ。

　冷蔵庫の中にはペットボトルの水やジュースが入っており、簡単な食事なら作れるような食材たちまで入っていた。

　そしてさらに驚いたのは、大型のワインセラー。

　もちろん俺たちは飲めないが、どれも年季が入っていてかなり高級であることが分かる。

　冬ふゆ季きの解説によれば、このワインセラー自体が中身を劣化させないために常に一定の環境を保ち続ける機能を持っているらしい。

　これだけであればさほど驚かなかったのだが、何とここにあるワインは好きに飲んでいいんだそうだ。

　俺が一年間死ぬ気で働いても到底手が届かないであろうワインたちが飲み放題とは、恐れ入った。

「……さて、荷物も置いたことですし、今日のお目当ての海へと行ってみましょうか」

　荷物の中からタオルや着替えなどを用意して、俺たちはホテルの外へと出た。

　何気なく冬ふゆ季きに付き添う形で歩いていると、すぐにビーチが見えてくる。

　しかしホテルまでの道中で見たビーチよりは、だいぶ人数が少ない。

　ひょっとして穴場スポットだったりするのだろうか？

「あ、そういえば説明を忘れていましたね。私たちが泊まるホテルには宿泊者しか入れないプライベートビーチがありまして、外とは少し環境が違うんです」

「ぷ、プライベートビーチ……!?」

　プライベートジェットにプライベートビーチ。

　まだこの旅行は始まったばかりだが、今のところ何もかもが特別過ぎる。

「別荘の一つでも買えば自分たちだけのビーチが手に入ったりもするようなのですが、それはそれで寂しいのではないかと思いまして今回はほどほどに人の気配があるところにさせてもらいました。人目を気にせずはしゃぐことは難しいですが、ハワイの雰囲気は味わえると思います」

「ああ、確かにそれくらいでちょうどいいかもしれないな」

　こういうところでちゃんと同意を示しておかなければ。

　もし俺がこの場で二人だけのビーチがよかったとでも口走れば、冬ふゆ季きは本当に別荘を購入しかねない。

　金でどうにかなるものに関しては、下手なこと言えないのだ。

「実は敷しき地ち内ないであれば水着のまま移動しても大丈夫なんですよ。まあパーカーやタオルくらいは皆羽織りますけどね」

　そう言われて改めて周囲を見渡してみれば、ビーチの外でも水着姿で歩いている人はちらほらと見られた。

「部屋で着替えてそのまま海へ行くこともできたわけか」

「そうですね。ただビーチ以外でジロジロ見られてもあれなので、とりあえず今日のところは備え付けの更衣室を使おうかと」

　進む先にあったのは、男女で分かれたこぢんまりとした建物。

　中にはシャワーなどが備え付けてあるらしく、更衣室としての用途だけでなく帰かえり際ぎわに海水を落としていくこともできるようだ。

「ハル君、では後ほど」

「ああ、後で」

　俺と冬ふゆ季きは建物の前で別れ、中に入っていく。

　並べられたロッカーの一つを選んだ俺は、その中に荷物を詰め込んだ。

　そして一旦服をすべて脱ぎ、冬ふゆ季きと一緒に選んだ紺色の水着を穿はく。

　最後に貴重品も念のためロッカーの中に入れて、備え付けの鍵をかけた。

　聞いた話ではあるが、ホテルのグレードが高ければ高いほど、たとえ財布を適当な場所に置いておいたとしても盗まれる確率はかなり低いらしい。

　それはひとえに泊っている人間が誰もかれもお金持ちばかりで、人の物を盗む意味がないからだそうだ。

　俺たちと同じホテルに泊まっている人たちは、当然そういう立場の者ばかりだろう。

　とてもじゃないが、俺は冬ふゆ季きがいなければ一生こんなホテルには泊まることはなかったと思うし。

　だからといって無防備に置いておくことが推奨されるはずもなく、何が起きてもいいように鍵をかけておくことが一番だとは思う。

　知らない土地だからこそ念には念を入れた行動をとらなければ────。

（……何でこんなに緊張しているんだ）

　これまでの思考は、すべて自分の心を落ち着けるためのものだった。

　こんなにも心がざわつく理由は、冬ふゆ季きの水着にある。

　贅ぜい沢たくなことにこれまで何度も冬ふゆ季きの肌は見てきたつもりだが、シチュエーションが変わればそんな〝慣れ〟などどこかへ吹き飛んでしまうようで。

　新しい水着を着た冬ふゆ季きの姿を少し想像しただけで、足元がふわふわする。

　結局俺は取り繕うことすらできないほど冬ふゆ季きに惚ほれてしまっているということらしい。

「ハル君、お待たせしました」

　早めに着替えを終えて木陰で休んでいた俺の背中に、そんな声がかかった。

　反射的に振り返る。

　するとそこには、俺の想像を遥はるかに超えた女神が立っていた。

「どうでしょう、新調した水着は」

　色っぽさを含んだ魅力というのは、ある一定の基準を超えた瞬間に神聖なものに見えるらしい。

　女神という言葉がすんなり頭に浮かぶくらいには、彼女の姿は美しかった。

　一見単純な白のビキニに見えるが、胸元についているリボンがほどよく装飾の少なさをカバーしている。

　そしてわずかながらに露出を減らす役目を持っていることで、心なしかいかがわしさが軽減されていた。

　極めつけは、後ろで一つにまとめられた髪。

　普段下ろしてある髪が持ち上がっているだけで、大きく印象が変わり新鮮味を与えてくる。

「その……めちゃくちゃいいと思う」

「ふふっ、ありがとうございます」

　笑顔の彼女が俺の隣に立つ。

　あまりにも眩まぶし過ぎるその姿を見て、俺は自分の頰が熱くなるのを感じた。

「あら？　ハル君の顔がほんのり赤くなっているような気がします。もしかしてさっそく日焼けをしてしまったんでしょうか？」

「い、いや……そういうわけじゃ」

「これはいけません。早く向こうのパラソルの下で日焼け止めを塗らなければ！　さあ！」

　捲まくし立たてるように言いながら、冬ふゆ季きは俺の手を引く。

　絶対俺の体に日焼け止めを塗りたいだけだ。

　それは分かっているのだが、やたらと必死な冬ふゆ季きの力が強すぎてあらがえない。

「さあハル君！　ここに！」

　冬ふゆ季きに連れていかれたパラソルの下には、厚めのマットが敷いてありくつろげるようになっていた。

　宿泊客がレジャーシートなどを一々持ってこなくていいように、ホテル側が用意してくれているらしい。

　砂が積もってしまわないように従業員の人が定期的に清掃をして、いつでも快適に使える状況を作ってくれているようだ。

「一応言っておくが、日焼け止めくらいなら自分でも塗れるぞ？」

「駄目です！　それだと塗り残しがあるかもしれませんし、それでハル君の大事な肌に変な日焼け痕がついてしまったら可か愛わいい────じゃなかった、可哀想かわいそうになってしまいます！」

「……」

　相変わらず取り繕いきれていない。

　ただここで逆らう意味もない。

　こういう時、たとえ俺が冬ふゆ季きの要求を断ったとしても、結局泣き落とされて俺が折れるのだ。

　その流れがすでに一つのテンプレートとしてできてしまってからは、冬ふゆ季きからの要求はずいぶんとシンプルになった。

　冬ふゆ季きの生き方は、どこまでも合理的主義。

　決して卑屈になったわけではなく、あくまで客観的に考えた時に、冬ふゆ季きの人生において非合理的な選択は俺を恋人にしたことだと思う。

　だけどきっと、そこだけは理屈じゃなかったのだろう。

　今ならそう信じることができる。

「ほら、はやくはやくっ」

「分かったよ……」

　俺は苦笑しつつ、マットの上でうつ伏せになる。

　すると冬ふゆ季きは容赦なく俺の体の上に跨またがってきて、背中にそっと手を這はわせてきた。

「やっぱり一緒に暮らし始めた頃より背中がたくましくなっていますね」

「冬ふゆ季きの料理と日ひ野のさんのトレーニングのおかげかな」

　元々俺の体はだいぶ衰弱していたが、冬ふゆ季きの作る栄養バランスが完璧に整った食事によって大きく回復していた。

　そこに適度な運動が加わり、今は常に活力漲みなぎる生活を送らせてもらっている。

　体調が整っていると精神的にもだいぶ安定するようで、今後の生活に不安を覚えて眠れなくなるなんてこともなくなった。

「私としてはもっとプヨプヨしてくださってもまったく問題ないんですけど……こんなに引き締まった体を見せられたら、私を誘っているとしか思えませんし」

「べ、別に誘ってるわけじゃ……」

「ふふっ、冗談です。ですが目の毒なのは本当ですよ？」

　それは俺としても冬ふゆ季きに対して同じことが言えるのだが────。

「まるで彫刻のような綺き麗れいな筋肉のつき方……やっぱり今後もハル君の肌は私が守らなければ。他の女性から目を付けられても大変ですしね」

「そんなことにはならないと思うけど……」

「なりますよ」

「……」

「絶対に、なります」

　有無を言わさぬ声色に、俺の反論は簡単に押し潰された。

（まあ……そうだな）

　こんな俺でも、好いてくれる人はいる。

　可か愛わいい後輩の顔が頭に浮かび、俺はその姿に対して静かに感謝した。

　誰かの好きを否定することは、誰にだって許されることじゃない。

　それこそ、本人にだって。

「……っと、日焼け止めを塗らないとでしたね」

　俺の真上で、クリームを手の上に出す音がした。

　その直後、背中にひんやりとした感触が伝わる。

　体が火ほ照てってしまうほどの熱気の中にいるせいか、この冷たさが気持ちいい。

「気持ちいですか？」

「ああ……」

　ほどよくマッサージを混ぜてくれているおかげか、飛行機の中で凝り固まった背中がほぐれていく感覚があった。

　そうして背中から足にかけて日焼け止めクリームを塗ってもらった俺は、感謝を告げると共に体を起こす。

「じゃあ今度は前面ですね」

「そっちは自分で塗れるから」

「うっ……有無を言わさぬ目ですね……」

　俺がこういう態度を取った時は、もうこれ以上冬ふゆ季きはごねてこない。

　ここから俺が折れることは決してないと悟ってくれるからだ。

　もしこれが家やホテルの自室の中であれば自由にさせていたと思うが、プライベートビーチとはいえ人の目が多すぎてさすがに恥ずかしい。

「仕方ありません、ここは私が折れましょう」

「ああ、そうしてくれると助かるよ」

　冬ふゆ季きは大人しく俺の手に日焼け止めクリームを出してくれる。

　それを体の前面に塗った俺は、物欲しげにこちらを見る冬ふゆ季きの視線に気づいた。

「……もしかして、俺に塗ってほしい？」

「さすがハル君っ！　私の考えていることなんてお見通しってことですね！」

　いや、めちゃくちゃ顔に書いてあったけど────。

「塗ってくれますか？　自分で塗れないこともないのですが、万が一塗り切れていないと変な痕がついてしまうので」

「分かった。じゃあ選手交代ってことで」

　俺が寝ていたマットに、今度は冬ふゆ季きがうつ伏せで寝そべる。

「あ、上のビキニは後ろで結んで留めているので、そこは解いてもらえますか？　ちゃんと全体に塗らないと、どこかで紐ひものラインがズレた時にちょうど塗れてない部分だけが日焼けしてしまうので……」

「……解くのか、これを」

「はいっ」

　そう嬉うれしそうに言う冬ふゆ季き。

　俺の目の前には、彼女の言う通りビキニの結び目があった。

　それに手を伸ばした時、何だか本当にいけないことをしている気分になって、思わず指が震えだす。

　意を決して紐ひもの端を指で摘つまみ、するすると引っ張った。

　そうして露あらわになったのは、透き通るような美しい白い肌の背中。

　背中フェチ────というわけでもないが、これが冬ふゆ季きのモノだと思うと鼓動が激しくなってしまう。

「本当に綺き麗れいだな……冬ふゆ季きは」

「ふえ!?」

「あ」

　無意識に口から感想が飛び出したことに気づき、思わず口を押さえる。
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　しかしまあ、今更取り繕うようなことでもないだろう。

　別に噓うそを言っているわけではないし、人を褒めることは決して悪いことではないのだから。

「は、ハル君は本当にズルいです！　ここは私が肌を見せつけてからかうターンだったはずなのに！」

「よく分からないが……冬ふゆ季きでも思い通りにいかないことはあるんだな」

「ハル君が私のペースを乱しているんです！　前までのハル君なら完全に私が主導権を握れていたはずなのに、いつの間にか反撃されるようになってしまって……嬉うれしいやら悔しいやら」

　何やら冬ふゆ季きにとって俺の成長は複雑なものであるらしい。

　俺のことを甘やかしたいという癖がある以上、自分が受けに回るというのは彼女の思い描いていた図の中にない光景なのだろう。

「俺はただ本音をそのまま言っているだけなんだけどな……」

「それが一番効くんですよ……あんっ」

「……変な声出さないでくれ」

「だって、ハル君がいいところ触るから」

　こっちは普通にマッサージをしているだけなんだが……。

　それからもやたらと悩ましい声を漏らし続ける冬ふゆ季きに悪戦苦闘しつつ、俺は何とか彼女の背面にクリームを塗り切ることができた。

　起き上がった冬ふゆ季きは、俺と近くに置いておいた日焼け止めクリームを交互に見比べる。

「……前面はやってくれないんですか？」

「駄目です」

「うっ……でも厳しく言ってくれるハル君も素敵です」

　どういうやり取りなんだ、これは。

　結局冬ふゆ季きはすでに更衣室の方で日焼け止めを塗り終えていたようで、前面は着手せずに終わった。

　まあここで前面を塗ろうと思ったらさすがに人目が多すぎるし、その辺りはきちんと冬ふゆ季きは弁わきまえていたようだ。

　さすがというか何というか、色ボケっぷりを見せてもちゃんと頭の中は冷静なのが彼女のすごいところの一つである。

「ハル君は泳げる人ですよね」

「ああ、学校の授業でしか習ってないけど、中学での水泳の授業がかなり真面目だったからな」

　俺の中学は体育教師がやたらと力を持っている学校で、何な故ぜか水泳の授業にかなりの力を入れていた。

　泳げる者も泳げない者も強制的に泳がされ、遊びの要素など一切なく、クロール、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフライの四種目を決められた本数泳ぎ切る。

　授業時間内にそれができなかった者はその日居残りさせられるのが基本だった。

　どうしてそんなに力を入れていたのか、いまだに理由は分かっていない。

　幸い俺はそこまで泳ぎが下手ではなく授業中に余裕を持って泳ぎ切ることができていたが、苦手としている人たちはかなりあの授業を憎んでいた。

　まあ、さすがに俺でもその気持ちはよく分かる。

　ちなみに親友の雅まさ也やは泳ぎだけは大の苦手で、基本居残り組だった。

　曰いわく「水の中は俺の土俵じゃねぇ」とのこと。

「ある程度泳げるのであれば安心です。このビーチの海はそこまで深くないので、まったく泳げないなんてことがない限りは危険は少ないので」

「冬ふゆ季きは大丈夫なのか？」

「もちろんです。現役水泳選手ほどではないですが、泳ぎも自信はあります」

　冬ふゆ季きはこういう時にはったりは言わない。

　だから自信があることは本当なんだろうけど、問題なのは実際の泳ぎがどれだけすごいのかということ。

　体格的には俺が有利だと思うが、きっと実際に競争したら俺が負けるんだろうなぁ。

「ただこのビーチで本格的に泳ごうとする人は少ないですけどね。いても小さな子供くらいでしょうか？　基本皆肌を焼きに来ていたり、のんびり過ごしている方が多いです」

「……みんな落ち着いてそうだもんな」

　ざっと見渡した限り、中年の男性女性が多いように見える。

　それぞれがパラソルの下で優雅な時間を過ごしており、はしゃいでいる者の騒ぎ声なんてものは聞こえてこない。

「私たちものんびりと過ごしましょうか。無理にはしゃぎ回るのも私たちらしくはないですしね」

「そうだな」

　俺たちはどちらかといえば静かなカップルだし、お互いにこういう場所の空気は好ましいと思う者同士。

　だから無理やり場の空気に合わせることなく、自然と順応することができそうだ。

　ひとまず海に近づいた俺たちは、そっと足を水につける。

　海水の温度は、思いのほか冷たくはない。

　熱気によって火ほ照てった体にはちょうどよく、このまま体をつければきっと気持ちがいいはずだ。

　ゆっくりと沖の方へと進み、腰の少し下くらいまで水に浸つかる。

　そのまま真後ろに倒れるようにして身を投げ出せば、やはり思った通り、体にこもっていた熱がじんわりと水の中へと溶けだしていった。

　この感覚が、たまらなく気持ちいい。

「ふふっ、お楽しみいただけているようで何よりです」

「ああ、楽しいよ」

　海面に浮きあがった俺を見下ろしながら、冬ふゆ季きも楽しげに笑う。

　そのまま彼女と軽く泳いだ後、一旦陸に戻るために踵きびすを返かえそうとした。

　しかし────。

「────っ」

「ん？」

　俺はその足を止めて、後ろを振り返る。

「どうかしましたか、ハル君」

「……いや、何か声が聞こえた気がして」

「声？」

　誰かが遠くまで泳いでいったのだろうか？

　パッと見では沖の方に誰かがいるようには見えない。

「気のせい、か」

「大丈夫ですか？」

「ああ、問題ない」

　冬ふゆ季きと共に、改めて砂浜に足をつける。

　海水で冷えた体が、今度は強い日差しによってじんわりと温かくなった。

　この感覚もこの感覚でかなり気持ちがいい。

「飲み物でも買いに行きましょうか。熱中症や脱水症状にも気を付けないといけませんし」

「そうだな、大賛成だ」

　ビーチには売店も用意されており、食事や飲み物はそこで購入ができるようだ。

　そこに向かう途中、俺たちは二人の男女とすれ違う。

「Mary! Mary!」

「……メアリー？」

　砂浜を駆けながら、二人はそう叫んでいた。

　かなり焦あせっているようで、その表情はかなり必死なものになっている。

「Mary! Where are you!」

「メアリー、どこにいる、ですか。あの様子だと、子供とはぐれてしまったみたいですね」

　冬ふゆ季きの言葉を聞いて、背中に嫌な感覚が駆け抜ける。

　もしあの時、沖の方から聞こえた声が彼らの子供の声だったとしたら？

　一人で海に入り、波に攫さらわれたのだとしたら？

「従業員に捜させましょう。子供の足ならそう遠くには────」

「冬ふゆ季き！　海の方だ！　さっき聞こえた声は気のせいじゃなかったかもしれない！」

「っ！　それはまずいですね……！」

　冬ふゆ季きと共に海の方へと駆けていく。

　途中で彼女は俺の下から離れ、このビーチ専属のライフセーバーの方へと向かっていった。

　ありがたい。俺では彼らとコミュニケーションが取れない。

「確かこの辺りで……！」

　俺たちが歩いてきたルートをそのままなぞり、声が聞こえた辺りまで戻ってきた。

　何か見えないか、俺はここから目を凝らす。

　さっきは疑ってしまったが、最悪の未来を回避するために今度はそこにいるものだと考える。

　すると先ほどは見えなかったものが、ようやく見えてきた。

（あれは……浮き輪？）

　遠くの方。

　本当に目を凝らさなければ見えない距離に、白い何かが見えた。

　形状すら判別つき辛づらいが、浮き輪の上にお尻をはめた人に見えないこともない。

　俺なら特に危険もなく泳いで届く距離。

　しかし冬ふゆ季きがライフセーバーを呼びに行ってくれている以上、下手に動かない方がいい可能性も────。

（だけど、もしギリギリの状況だったら……？）

　わずか数秒が生死にかかわるなんてことはあり得ない話ではない。

　あまりにも危険な現場ならともかく、この距離を泳ぐくらいなら迷う必要もないだろう。

（ここで飛び込まなきゃ後悔する！）

　俺は自分を鼓舞し、水に飛び込むため足を踏み出した。

「今助けに行きますわ！」

「────え？」

　一瞬迷った俺を追い抜く形で、金髪の女性が水の中へと飛び込んだ。

　呆あつ気けにとられた俺の目の前で、女性は遠くに見える浮き輪に向かって泳いでいく。




　────不格好な犬かき泳ぎで。




「ごぼごぼごぼ……」

「お、おい！　あんた溺れてるぞ!?」

　まったく進んでいないかと思いきや、彼女は俺の目の前で海に沈んでいく。

　足がつってしまって溺れるとかそういう話以前に、まずちゃんと泳げてすらいなかった。

　ミイラ取りがミイラになるなんて言葉があるが、こうも綺き麗れいに体現されてしまうと対応に困ってしまう。

「ハル君！　ライフセーバーの人を連れてきました……って、どういう状況ですか!?」

「お、奥！　向こうの方に白い浮き輪が見えた！　もしかしたら流されて戻って来れないのかもしれない！　ライフセーバーにはそっちの対応を頼んでくれ！」

「わ、分かりました！」

　冬ふゆ季きが流りゆう暢ちような英語でライフセーバーに指示を出す。

　屈強な男性である彼はすぐに海へ飛び込むと、白い浮き輪の方に向かって泳ぎ出した。

　とりあえずあっちは任せて問題ないはずだし、ここで俺がやらなければならないことは────。

「待ってろ！」

　いまだごぼごぼごと藻も搔がいている女性を助けるため、俺も海へと飛び込む。

　そしてすぐに彼女の下へとたどり着いた俺は、その体を抱えるようにして海面へと浮き上がらせた。

「ごほっごほっ……」

「大丈夫か!?」

「は……はい……けほっ」

　顔を上げた彼女の目は、綺き麗れいな青色だった。

　歳としは俺と同じくらいだろうか？　日本語で会話しているが、顔立ちは冬ふゆ季きと同じように少々日本人らしくない。

「ゆっくり呼吸を整えて、落ち着くんだ。ここなら足がつくだろ？」

「あ……」

　足場があることに気づいた彼女は、何とかその場で立つことができた。

　俺は彼女を支えるために手を取り、砂浜へと引っ張っていく。

　そして完全に海から出た彼女は、気が抜けたようにぺたんと座り込んだ。

「泳げないのに飛び込むなんて、さすがに無茶だろ。危うくあんたまで……」

「……王子様」

「え？」

「あなたは私わたくしの王子様ですわ！」

「はぁ!?」

　跳ね上がるようにして立ち上がった彼女が、突然俺に抱き着いてきた。

　押し倒されそうになったところを何とか踏ん張り、俺は彼女を押おし退のける。

「な、何を言ってるんだあんたは！」

「あなたは私わたくしのことを命を張って助けてくださいました！　これはもう私わたくしの運命の相手で間違いありませんわ！」

　俺が腕を突っ張っているから近づけるはずがないのに、彼女は唇を突き出しながら無理やり迫ってくる。

　何というか、この有無を言わさぬ感じがやたらと恐ろしい。

　とはいえ相手が女性である以上は無理やり突き飛ばすことはできなかった。

「────何をしているんですか、あなたは」

「あんっ！」

　俺が困っていると、突然女性の体が真横に吹き飛んだ。

　ちらりと横を見れば、そこには突き出した足をゆっくりと下ろす冬ふゆ季きの姿がある。

　どうやら冬ふゆ季きが彼女のことを蹴り飛ばしたらしい。

　啞あ然ぜんとする俺の前で、冬ふゆ季きはため息を吐つく。

「はぁ……まさかこんなところでも会うなんて」

「し、知り合いなのか？」

「はい。一応……ライバルと言いますか、何と言いますか」

　人を足あし蹴げにする冬ふゆ季きなんて初めて見る。

　これは相当因縁の深い相手であることに間違いなさそうだ。

「何をするんですの!?　……って、あなたは東とう条じよう冬ふゆ季き！」

「お久しぶりですね、西さい園おん寺じさん」

　西さい園おん寺じと呼ばれた女性は急いで立ち上がると、冷たい視線を向ける冬ふゆ季きに対して人差し指を突き付けた。

「どうしてここに!?　もしや私わたくしを追ってこのハワイまで来たんですの!?」

「何を言っているんですか。ここは東とう条じようグループが関わっているホテルですよ？　東とう条じようの名を持つ私が利用していて何も不思議なことはないはずです」

「ああ、そうでしたわね」

「……はぁ」

　冬ふゆ季きは再びため息を吐つくと、俺の方へと視線を向けた。

「こちら、西さい園おん寺じ夏なつ海みさんです。西さい園おん寺じグループの社長、西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろう様のご令嬢でして、まあ……大企業同士ということで、ある意味私にとってはライバルのような存在ということですね」

「な、なるほど……」

「私としては別に無理に関わり合いたいとは思っていないのですが、何な故ぜかやたらと彼女の方から絡からんでくることが多くて。今会いたい存在かと問われれば、否と答えざるを得ないのです」

　秋あき本もと先輩と絡からんでいた時よりも嫌そうな顔をしている……。

　どちらかと言えば同どう族ぞく嫌けん悪おの部類だった秋あき本もと先輩に対し、この西さい園おん寺じ夏なつ海みさんに対しては本当に苦手だと思っているように見えた。

「東とう条じよう冬ふゆ季き！　出会ってしまったからにはさっそく勝負ですわ！」

「……何な故ぜわざわざ私とあなたが戦わなければならないのですか？」

「それはもちろん！　私わたくしが西さい園おん寺じで、あなたが東とう条じようだからですわ！」

「……」

　あー、なるほど。

　どうして冬ふゆ季きが彼女のことが苦手なのか理解できた。

「冬ふゆ季き、この人もしかして……」

「ええ、お察しの通りです」

　言葉にすることすら憚はばかられるような事実。

　この西さい園おん寺じ夏なつ海みという女の子は、おそらく〝アホ〟なのだ。

　それも、冬ふゆ季きが会話すらしたくないと思うくらいに。

　基本的には論理的な思考をする冬ふゆ季きに対し、この短い時間でも分かってしまうほどに西さい園おん寺じさんの思考はぶっ飛んでいる。

　冬ふゆ季きからすれば、理ことわりの外にいる存在ということだ。

　俺は秋あき本もと先輩の考え方をほとんど理解することはできなかったが、それは俺が秋あき本もと先輩と離れた位置にいる人間だからであって、それによってどうしても彼女とは深い仲になれそうもなかった。

　逆に冬ふゆ季きは近い存在であったからこそ、今となっては和解して仲のいい友人同士になっている。

　そういった前例のおかげで、すんなりと理解できた。

　冬ふゆ季きと西さい園おん寺じさんは、両極の存在。つまりは俺と秋あき本もと先輩の関係に近い。

「……ちょっと待ってくださいまし。先ほどからどうして東とう条じよう冬ふゆ季きが私わたくしの王子様と親しげに会話をしているのですか？」

「あなたの王子様ではありません。ハル君は私の恋人です」

「な、何ですって!?」

　おそらく思い込みも激しいのだろう。

　冗談でも何でもなく、西さい園おん寺じさんの顔は本気でショックを受けた時のものだ。

「……Excuse me.」

　そんな会話をしていると、海から上がったライフセーバーが俺たちに話しかけてくる。

　彼は腕に小さな女の子を抱きかかえていた。

　どうやら何とか助け出すことに成功したらしい。

　女の子はまだ少し怯おびえた様子で縮こまっており、だいぶ不安そうだ。

「よかった、助け出せたみたいですね。お手柄ですよ、ハル君」

「いや、ここは俺よりも……」

　俺は西さい園おん寺じさんに視線を向ける。

　彼女は何な故ぜ自分が見られているのか分かっていない様子だが、結果はともかく、お手柄なのは俺ではなく彼女であると思っていた。

　西さい園おん寺じさんの目にも女の子が沖に流されてしまっていたのが見えていたわけだし、一瞬でも迷った俺とは違い、彼女はノータイムで海に飛び込んだのだ。

　その勇気は素晴らしいものだと思う。

　────もう一度言うが、結果はともかくの話である。

「西さい園おん寺じさんは、自分が泳げないことを理解していた上で海に飛び込んだんですか？」

「確かに私わたくしは泳げませんが、そんなことは忘れてましたわ！　だって不安そうなこの子の顔が見えたんですもの！」

「……目がいいんですね」

「ええ！　私わたくしの数少ない自慢の一つですわ！」

　数少ないと自分で言うのか……というのは置いておいて。

　自分が泳げないことを理解していながら、西さい園おん寺じさんは迷うことなく少女を助けるために海に飛び込んだ。

　西さい園おん寺じさんとは違って泳げるはずなのにあの場で迷ってしまった俺とは、もはや大違いと言える。

「……ハル君？」

「ああ、いや……何でもない」

　冬ふゆ季きの心配の言葉にそう返した俺は、伏せた顔を持ち上げる。

　今優先すべきは自分の事なんかより、女の子をこのまま無事に両親のところへ帰してあげることだ。

　話をするのは、その後でいい。







「Mary!」

　しばらくして、女の子はライフセーバーによって両親の下へ届けられた。

　それを見送った俺たちは、改めて顔を見合わせる。

「それで、西さい園おん寺じさんは私のハル君をどうしたいのですか？」

「くっ……これでもかと所有権を主張されますのね……！」

　二人の間で、バチバチと火花が散っている。

　とりあえず分かることとしては、さっき溺れていたところを救出した際に西さい園おん寺じさんに気に入られたということ。

　冬ふゆ季きも少々悪いところが出てしまっており、時折姿を見せる冷徹な東とう条じよう冬ふゆ季きになってしまっている。

　八や雲くもに対して闘志を燃やしていた、あの時の冬ふゆ季きだ。

　もちろん俺の気持ちが移ってしまうということはあり得ないし、冬ふゆ季きもそれは理解してくれていると思うが、そういう問題ではないらしい。

『私のものに手を伸ばされたこと自体が許せないのです。独占欲が強すぎるのも考えものですね』

　そう言って苦笑していた冬ふゆ季きだったが、そんな彼女に愛されている自分をとても嬉うれしく思ったことを覚えている。

　大変言い方は悪いけれど、彼女の〝所有物〟になったことは、俺の人生においてもっとも大きな財産だ。

　それはこの先もきっと変わることはないだろう。

「ですが！　簡単に諦めるような女ではありませんわ！　東とう条じよう冬ふゆ季き！　王子様を賭けて私わたくしと勝負を────」

「夏なつ海みお嬢様、戯たわむれはその辺りで」

　勢いでタンカを切った西さい園おん寺じさんを、突然現れた存在が止める。

　この暑い中、ぴっしりと黒いスーツを着込んだ眼鏡の男性は、いつの間にか西さい園おん寺じさんの背後に立っていた。

　男性に気づいた西さい園おん寺じさんは、肩をびくりと跳ねさせた後、おそるおそる振り返る。

「つ、月つき村むら……」

「私が宿泊の手続きをしている間を狙って姿をくらましたのは良いい作戦でしたが、もう少々声を抑えた方がよろしいかと。波の音でもかき消せない声が遠くからでも聞こえておりました」

「くっ……まさかこんなに早く見つかるなんて」

　悔しげに顔を歪ゆがめる西さい園おん寺じさんを華麗にスルーし、月つき村むらと呼ばれた男性は俺たちの方へと向き直る。

「ご無沙汰しております、東とう条じよう冬ふゆ季き様。前回お会いしたのは、南なん郷ごうグループ主催のパーティーの際でしたか」

「ええ、そのはずです。あなたのことはよく覚えていますよ、月つき村むらさん。そこにいるじゃじゃ馬を見事乗りこなす使用人としての手腕は、目が肥えているはずの私でも唸うならされましたから」

「恐縮でございます。……失礼ながら、そちらの男性は」

「ああ、私の恋人……正確には婚約者です」

「なるほど。お初にお目にかかります。私、西さい園おん寺じグループに所属しております、月つき村むら夕ゆう真まと申します」

　綺き麗れいな所作でお辞儀をする月つき村むらさんを前にして、俺も慌てて頭を下げる。

「い、稲いな森もり春はる幸ゆきです。冬ふゆ季きの、その……婚約者をさせていただいてます」

　婚約者をさせていただいているとは何だか変な日本語になってしまったが、こういう自己紹介の現場に慣れていないのだから、多少は許してほしい。

「駄目！　駄目ですわ！　稲いな森もり様……いえ、春はる幸ゆき様は私わたくしの王子様なのです！　東とう条じよう冬ふゆ季きとの婚約なんて認めないですわ！」

「……夏なつ海み様、東とう条じよう様や稲いな森もり様に失礼な発言はお控えください。謝罪をするのは私なので」

「ううっ……私わたくしの使用人なら私わたくしの欲しいものくらい力ずくで手に入れてみせたらどうですの!?」

「あの東とう条じようグループのご令嬢から婚約者を奪うなどと……企業同士の戦争に発展するようなことは我々の一存では実行しかねます」

「ぐぬぬ……」

　企業同士の戦争なんてものがあるのか……。

　まあ、それはともかくとして。

「お二人とも失礼いたしました。夏なつ海み様はこの私が責任をもって連れて行きますので、どうぞこの後のバカンスをお楽しみください」

「むきー！　私わたくしは絶対に諦めませんわ！　待っててくださいまし！　私わたくしの王子様ぁ！」

　月つき村むらさんに引きずられるようにして、西さい園おん寺じさんは去って行った。

　残された俺は、冬ふゆ季きの様子をちらりと窺うかがう。

　その顔はだいぶ疲れた様子で、正直ここまで疲労を隠さない、いや、隠せない冬ふゆ季きは初めて見た。

「はぁ……本当に相変わらずでした」

「西さい園おん寺じさんとはどれくらいの付き合いなんだ？」

「幼少期から……ですね。正確には二歳と六ヵ月からだったと思います。歳としが同じことと、両親がずっと前から互いに高め合ってきたような友人かつライバル同士だったので、早いうちに会う機会がありました。おそらくそれ以前にも会っているとは思うのですが、覚えている限りで一番早い出会いはそれですね」

「えっと、その頃から……あんな感じなのか？」

「ええ、あんな感じでした。私には常に相手の思考を読もうとするというか、次の行動を予想しようとしてしまう癖がありまして……悪い癖だと思うのですが、そのおかげで仕事や人間関係が上う手まくいっているという自覚もあるので、これからも無理に直すつもりもありません。しかし無意識に読もうとしてしまうのも考えもので、理解できない存在のことも理解しようとしてしまうのです」

「その理解できない存在っていうのが、西さい園おん寺じさんなのか」

「はい……根本的に思考が合わないせいか、彼女の行動だけはどうしても読めないのです。だから話していると際限なく脳が動き続けてしまって、無駄にカロリーを消費してしまうんです」

　冬ふゆ季きはそこで再びため息を吐ついて、一旦言葉を区切った。

「悪い方ではないということだけは分かります。だからその……憎めないんですよね」

「それは何となく分かる」

　先ほどの様子を見るに、冬ふゆ季きは何度も何度も西さい園おん寺じさんに絡からまれているのだろう。

　それを本気で嫌がっているのなら……まあ、嫌だとは思っているんだろうけど、徹底的に会わないようにするか、会ってしまっても無視すればいい。

　しかし冬ふゆ季きはそうしようとはしなかった。

　つまるところ、冬ふゆ季きにとって西さい園おん寺じさんは〝嫌いじゃない〟存在ということだ。

「とはいえ、積極的に話したい相手とは言えませんけどね。何の生産性もなくわざわざ疲れることをするのは避けたいので」

「ははっ、俺としては秋あき本もと先輩の時以上に振り回されている冬ふゆ季きが見れて、少し嬉うれしいけど」

「もうっ！　私の恥ずかしい部分で喜ばないでください！」

　頰を膨らませる冬ふゆ季きもやっぱり可か愛わいい。

　────などと吞のん気きに考えていると、突然彼女の表情が変わった。

　その表情は、まるで俺を心配しているかのような……。

「ハル君、大丈夫ですか？」

「……何のことだ？」

「何のことかは私には分かりませんが、どこか変に感じられたので。具体的には笑顔の時に持ち上がる口角が、普段よりも三ミリほど低かったです」

「そんなところまで見てるのか……」

「ハル君のことは誰よりも近くで、誰よりも長く見ているはずですから。もしかするとハル君よりもハル君のことを知っているかもしれませんよ？」

「あながちそれは間違っていないかもな」

　俺は自分の胸の内を探るために、目を閉じる。

　自分の表情が少しおかしい理由、今のところそれは一つしか思いつかない。

「……さっき、西さい園おん寺じさんは遠くに流された女の子を見つけて、自分が泳げないのにもかかわらず真っ先に海に飛び込んだ」

　そしてその行動は、俺に想像以上に大きな衝撃を与えた。

「色々な考えが頭を巡って、俺は迷いなく飛び込めなかった……前までの俺なら、多分何も考えず女の子を助けに行っていたと思う」

「……」

「それができなくなった俺は、もしかして優しい人間ではなくなってしまったんじゃないかと……不安になった」

　冬ふゆ季きは俺の優しさを気に入ってくれたから、恋人に選んでくれた。

　しかしもし俺から優しさがなくなりつつあるのなら、いずれ冬ふゆ季きが好きな〝稲いな森もり春はる幸ゆき〟ではなくなってしまうかもしれない。

　それでも冬ふゆ季きは、俺を見捨てることはないだろう。

　これまで通り俺を甘やかして、一緒に過ごしてくれるはずだ。

　そんな生活の中で俺がもっとも恐れることは、自分の変化に気づけないこと。

　俺だって、ずっと冬ふゆ季きの好きな俺でいたいのだ。

「……優しさだけがハル君の魅力ではないですよ」

「え？」

「私は、ハル君の優しさだけを見て共に生きたいと思ったわけではありません」

　俺の不安を一蹴した冬ふゆ季きは、その指を俺の頰に添わせた。

「もちろん初めに惹ひかれた部分はハル君のその優しさですが、それ以外にもハル君にはたくさんの魅力があります」

「そう、なのか？」

「はいっ。素直なところとか、地頭がいいところとか、たまに寝癖がすごいところとか、気配りができるところとか、人の心に寄り添えるところとか、たまご料理が大好きなところとか……」

「も、もういいから！　分かったから！」

「あれ、もういいのですか？　まだまだ言い足りないのですが……」

　冬ふゆ季きは心底残念な様子でそう言った。

　褒めてもらえるのはとても嬉うれしいのだが、さすがに並べ立てられると照れ臭くて恥ずかしい。

「ハル君の好きなところはこれだけあるのですから、今更どこか一つが変わったところであなたに愛あい想そをつかすわけがありません。……それに、今は少し安心もしています」

「安心？」

「ハル君が海に飛び込もうとした時、女の子を心配していた気持ちに噓うそはなかったでしょう。だけど、それでもハル君がためらいを覚えたのは……」




　────自分がいなくなってしまうことを恐れたからではないですか？




「……あ」

　その言葉で、俺の中の靄もやは晴れた。

　そうだ、あの時俺は自分が溺れ死ぬことを恐れていたんだ。

　冬ふゆ季きともう会えなくなること、そして、冬ふゆ季きから大切なものを奪ってしまうこと。

　何かを失う苦しみは、俺には理解できてしまうから。

「自己犠牲の精神はとても尊いものですが、時にそれは残酷さを孕はらみます。自分の危険を顧みない行動は、誰かの大切な人を守ることはできても、自分を大切に想おもう誰かを悲しませるかもしれないのですから」

「……ああ、そうだな」

「人にはどうしても優先順位というものができます。それは恋人だったり、家族だったり、友人だったり、人それぞれです。きっとハル君は、ずっと自分のことを一番優先度が低い存在として置いていたんだと思います。だから、私が関わったことでハル君自身の優先順位が少しでも上がったのだとしたら、それはとても嬉うれしいことだなぁ、と」

　冬ふゆ季きの言葉は、すべてすんなりと俺の頭の中に入ってきた。

　この会話自体、あの女の子が無事保護されたからこそできる話ではある。

　もしあの子が命を落としていたり、昏こん睡すい状態に陥るようなことがあれば、その時俺は自分のことを責めていたはずだ。

　自分があそこで飛び込まなかったせい、そう思い込んでいたと思う。

　それでも俺は、いつの日か前を向いて生きていくことだろう。

　次第に心の傷も癒え、冬ふゆ季きとの人生を楽しむことができるようになっていることだろう。

　俺はいつの間にか、そういうことができる人間になっていた。

「生きてさえいれば、何とかなります。だからハル君は、もっと自分を大事にしていいんですよ？」

「……ありがとう、冬ふゆ季き」

「礼には及びませんよ。……結局、自分勝手なだけですから」

　そう言いながら冬ふゆ季きが目を伏せた理由を、俺はすぐに理解した。

　俺たちは今、自分たちさえ無事ならそれでいいと言っているのだ。

　だけどそれは人間の真理でもあると思う。

　これが成長なのか、それとも悪い方向に向かってしまっているのか、それは分からない。

　ただ、受け入れなければならない変化ではあるはずだ。

「……さて、これからどうしましょうか。一旦ホテルの方へ戻りますか？」

「そうだな、このまま海で遊ぶっていう雰囲気でもないし」

　さっきの事件の後、同じテンションのまま海を楽しむというのは少々難しい。

　滞在期間はまだまだ余裕があるし、ここらで一度気持ちをリセットするには相応ふさわしいタイミングだ。

「丁度お昼時ですし、せっかくなら外のレストランで昼食を取りましょうか。ハル君は何か食べたい物はありますか？」

「うーん、せっかくならハワイの名物を食べてみたいところだが」

「それならロコモコはいかがでしょう？　よく聞くハワイ料理の一つで、昼食にはもってこいかと」

「いいな、じゃあそれにしよう」

　実際に食べたことはないが、ロコモコの名前くらいは聞いたことがある。

　そしていざ昼食のことを考えると、途端に空腹を自覚してしまった。

　盛大に鳴り出した腹の音は周囲に響き渡り、冬ふゆ季きを驚かせる。

「ふふっ、ハル君の体は素直で可か愛わいいですね」

「……わ、悪い」

「謝らないでください。むしろ録音して毎日寝る前に聞きたいくらいの音でしたよ」

「絶対にやめてくれ」

「あら残念」

　悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた冬ふゆ季きを見て、やはり俺はこの人には敵かなわないのだと思い知らされた。

「あ、すみませんハル君。先にホテルに戻ってもらっていいですか？」

「え？　ああ、それは構わないけど」

「ありがとうございます。ちょっと確認したいことがありまして……」

　すぐ戻りますから。

　そう言い残して、冬ふゆ季きは砂浜を走っていった。











■03：ロコモコ






　着替えを終えてホテルへと戻った俺は、ロビーにて冬ふゆ季きのことを待っていた。

　すでに十分ほどここで待っているのだが、まだ彼女は戻ってきそうにない。

　その代わりといってはなんだが────。

「……」

　俺は横目で近くの柱の方を見る。

　そこには身を隠したつもりになっている西さい園おん寺じ夏なつ海みさんの姿があった。

　どうやら本人は気づかれていないと思っているらしく、先ほどからずっと俺から視線を外さない。

　別に見られていること自体はいいのだが、さすがにそろそろ気まずくなってきた。

　ただ懸命に隠れようとしている子に声をかけるというのもいかがなものかと。

　まるで子供が描いた拙い絵を褒めるが如ごとく。

　ここは変に絡からみに行かないことが正解と見た。

「ハル君！　すみません、お待たせしました！」

　俺の選択は正解だったらしい。

　息を切らした冬ふゆ季きがロビーに飛び込んできて、俺の下に駆け付けた。

　額に浮かんだ汗を拭った彼女は、改めて俺に向かって頭を下げる。

「だいぶ待たせちゃいましたよね、本当にすみません……」

「いや、全然大丈夫だ。それより用事は済んだのか？」

「はい……まあ」

　冬ふゆ季きの表情は決して明るいものとは言えなかった。

　その原因をこの場で聞き出そうとはしない。

　何か本当に大事なことがあれば、冬ふゆ季きは絶対に俺に共有してくれる。

　それをしないということは、冬ふゆ季きの仕事に関わることか、さほど重要なことではないかだ。

「じゃあお昼食べにいくか。ロコモコだっけ、確か」

「はいっ。せっかくならハワードに美お味いしい店を紹介してもらいましょう。口コミなどで選ぶよりも迅速に、かつ確実に美お味いしいお店を選んでもらえるはずですから」

　冬ふゆ季きがハワードさんから紹介されたお店は、ホテルから車で十分ほどの位置にあった。

　日ひ野のさんの運転で車に揺られ、俺たちはあっという間にその店にたどり着く。

　そこにあった店は、小さな個人営業のカフェといった外観だった。

　席も決して多いとは言えず、客も数名しかいない。

　しかし寂れているという感じでもなく、雰囲気はばつぐんにいい。

「Aloha」

「あ、アロハ……」

　流りゆう暢ちような挨拶をした冬ふゆ季きに合わせ、俺もおそるおそる挨拶の言葉を口にしながら店の中に入る。

　すると客と談笑していた中年の女性が顔を上げ、俺たちを歓迎するように笑みを浮かべた。

「Aloha! Perhaps the children who came here with Howard's introduction?」

「YES. Are seats available?」

「Of course!」

　女性はすぐに俺たちをテーブル席に案内してくれた。

　注文もあらかじめ決まっていたため、席についてすぐ冬ふゆ季きの口からそれらが店員さんの方へと伝えられる。

「さっきのやり取りはどんな内容だったんだ？」

「ハワードの紹介の子かと聞かれたので、そうですと言った後に席は空いてるか確認させてもらいました」

「へぇ……やっぱりかっこいいな、英語での会話がすんなり出てくると」

「ふふっ、ありがとうございます。よろしければ今度教えましょうか？　元々ハル君は英語が苦手っていうわけでもなさそうですし、そう時間もかからない内に日常会話くらいならできるようになるかもしれませんよ？」

「めちゃくちゃありがたいな。その内冬ふゆ季きの仕事の都合で海外に行く機会も増えるかもしれないし……」

「うーん……それは否定できませんね。結局やっていることはお父様と似たり寄ったりなので、同じように海外出張も増える可能性があります。でもハル君にとってそれが負担なら、家で待っていてくれてもいいんですよ？」

「そう言ってもらえるのはありがたいけど、やっぱりできるだけ冬ふゆ季きと一緒にいたいと思うし……ずっと留守番しているのは少し寂しいなって」

「うっ……！」

　突然ショックを受けたように心臓を押さえて蹲うずくまる冬ふゆ季き。

　前まではこうなった冬ふゆ季きを心配していたが、最近は慣れてきて変に駆け寄るようなことはしなくなった。

「な、なんて可か愛わいいことを言うんですか……！　破壊力があり過ぎます！　反則です！」

「別に大したことは言ってないと思うぞ……」

「ハル君の言葉はどれも国宝級に価値があるものなんです！　それを間近で浴びている身にもなってください！」

「褒められているのか怒られているのかどっちなんだ？」

「もちろんすっごく褒めてます」

「ならよかった」

「……くっ」

　突然悔しげに表情を歪ゆがめた冬ふゆ季きを見て、俺は首をかしげる。

「どうした？」

「最近のハル君、褒められてもあまり照れなくなってしまったなぁと思いまして」

「いや、別に照れていないわけじゃない」

「そうなんですか？」

「結局俺も冬ふゆ季きも不意打ちに弱いタイプだろ？　最近は冬ふゆ季きが俺を褒めようとしてくれている気配に気づけるようになったから、心の準備ができているだけだよ」

　本当に、嬉うれしくなくなったとかそういう話ではないのだ。

　冬ふゆ季きに対して段々慣れてきた俺は、その癖のようなものも分かるようになっていた。

　まだまだ簡単なものばかりだけれど、例えば俺を褒めようとする時なら、まずあからさまにテンションが上がって俺をジッと見つめ始める。

　その状態になったら、もう次の瞬間には誉ほめ言葉が口から飛び出すことが多かった。

「冬ふゆ季きが俺のことをよく見てくれている分、俺も冬ふゆ季きのことはずっと見ているつもりだ」

「それは……ふふっ、すごく嬉うれしいですね」

　冬ふゆ季きは頰を赤らめながら、先にテーブルに置かれた水の入ったコップの縁を指でつついた。

　照れ隠し……のようなものだろう。

「初めて異性として人を好きになったのは、本当にハル君が初めてなんです。それまでの私は、かなり冷めた人間でしたから」

「……」

「私は多少なりとも特別なものを持っている人間だと思っていますが、やはり一番の特別はこうしてハル君と一緒にいられることですね」

「っ……」

「あ、もしかして照れてくれましたか？」

「て……照れさせるために言ったのか？」

「いいえ、ちゃんと本心ですよ。少しだけ言葉は選んでますけどね」

　やっぱり、どう足あ搔がいても冬ふゆ季きには敵かないそうにないな。

　俺が自分の見事な負けっぷりに苦笑いを浮かべていると、店のドアが開かれる音が響いた。

　当然他の客が来たのだろうと大して意識もせずにいると、何な故ぜかその客は俺たちのテーブルの前で足を止める。

「きききき奇遇ですわね！　私わたくしの王子様！」

「……」

　いや、まあ、何となくそんな気はしていたけれど。

　俺と冬ふゆ季きが案内されたテーブルは四人掛けで、俺たちが座っている分とは別に二人分の席が空いていた。

　そのうち冬ふゆ季きの向かい側に座っていた俺の隣に、西さい園おん寺じさんは腰かける。

「こんなところで会ったのも何かの縁ですし！　共に昼食を食べましょう！　ここのお代はすべて私わたくしが持ちますので！」

「あの……西さい園おん寺じさん？」

「はい！　何でしょう！」

「すぐにこの店から離れた方がいいと思うんだけど……」

　西さい園おん寺じさんが俺の隣に座ってから、向かいの席からとてつもない冷気を感じていた。

　クーラーとは一線を画す刺すようなその冷気は、静かに笑みを浮かべる冬ふゆ季きの方から放たれている。

　言うまでもないだろうが、彼女の目はまったく笑っていない。

「西さい園おん寺じさん、気やすくハル君の隣に座らないでほしいのですが……」

「おーほっほっほ！　あなたに命令されたくらいで素直に言うことを聞く西さい園おん寺じ夏なつ海みではありませんわ！　私わたくしを追い出したいのであれば、力ずくでやってみせなさい！」

「……」

　冬ふゆ季きの肩がピクリと動く。

　その瞬間、俺の体からは冷や汗が噴き出した。

「ふ、冬ふゆ季き……駄目だからな？」

「……大丈夫です、ハル君。私もそこまで子供ではありませんから」

「そ……そうか」

　本当だろうか？

　完全に漏れていたけど、殺気が。

「それに、私がわざわざ追い出すようなことをする必要性もありませんし」

「え？」

　何のことか分からないでいると、突然西さい園おん寺じさんの首根っこが何者かによって摑つかまれた。

　彼女の背後に立っていたのは、使用人である月つき村むらさん。

　月つき村むらさんは冬ふゆ季きと同じ凍いてつくような笑みを浮かべており、西さい園おん寺じさんを見下ろしている。

「夏なつ海みお嬢様。私が用意した昼食の場を勝手にキャンセルしただけでなく、他よ所その方にご迷惑をおかけするとは一体どういった了見なのでしょうか」

「つ、月つき村むら……これは、その」

「言い訳無用でございます。お二人とも度々申し訳ございません。お嬢様は私が責任をもって連れて行きますので……」

「うー！　王子様との食事の時間がぁ！　王子様ぁ！」

　引きずられていく西さい園おん寺じさんに、俺は哀れみの視線を向けた。

　可哀想かわいそうだと思わないこともないけれど、俺だって冬ふゆ季きとの時間を邪魔されたくないわけで。

　彼女をここで庇かばう理由は、何一つとして存在しなかった。

　そして西さい園おん寺じさんがいなくなったのと入れ違う形で、店員さんがトレーを持って俺たちの下へとやってくる。

「Isn't that girl a guest?　（あの女の子は客じゃないのかい？）」

「Don't worry. Is it Loco Moco?　（ああ、気にしないでください。それがロコモコですか？）」

「Yes!　（そうよ！）」

　今の店員さんと冬ふゆ季きのやり取りは、何となく理解できた。

　俺たちの前に料理が置かれる。

　ライスの上に大きなハンバーグ、そしてその上から食欲をそそるデミグラスソースがたっぷりとかかっており、とどめとしてたまご二つ分の大きな目玉焼きが載せられている。

　大変見た目はシンプルだ。だからこそ安心する。

「「いただきます」」

　声を揃そろえて食前の儀式を終えた俺たちは、それぞれロコモコに手を付けた。

「っ！」

　相性が悪いわけがないライス、ハンバーグ、目玉焼きの組み合わせが、デミグラスソースの濃厚な旨うま味みによってさらなる調和を生み出し、俺を自然と笑顔にさせる。

　特にこのハンバーグとデミグラスソースが最高だ。

　ハンバーグはとにかくジューシーで、スプーンで食べられてしまうほどに柔らかく、中からはとめどなく肉汁が溢あふれてくる。

　デミグラスソースはとにかく濃厚で、コクが深い。

　すごく長い時間煮詰めているのだろう。料理は素しろ人うとな俺でも、お店側のたゆまぬ努力と工夫が感じられた。

「これは……本当に美お味いしいですね。ハワードを頼って正解でした」

「ああ、そうだな……度肝を抜かれたよ」

　海外の食事は日本人には合わないなんて噂うわさを聞いたことがあった。

　水が違うとか、そもそも人種が違って舌の造りも違うとか、色々理由は聞いたけれど、結局はその人の好みなのではなかろうか？

　少なくとも俺と冬ふゆ季きの口には、このロコモコは合っていたらしい。

「……そういえば、西さい園おん寺じさんはどうしてこの店に来たんだろうな。まさか俺たちを追ってきたなんてことは」

「そのまさかでしょうね。ずっと背後に気配はありましたし、朝あさ陽ひから連絡も受けていましたから」

　冬ふゆ季きがスマホのメッセージアプリを開くと、そこには日ひ野のさんから西さい園おん寺じさんが尾行しているという報告が届いていた。

「尾行をやめてくださいと言ったところで、どうせ西さい園おん寺じさんは『行きたいお店が一緒なだけですわ！』とか何とか言い訳してついてくるだけですからね。変に構う方が無駄なので、ハル君にも伝えず無視するつもりでした」

「な……なるほど」

　確かにめちゃくちゃ言いそうだ。

　今のモノマネもやけに再現度が高かったし、冬ふゆ季きは思ったよりも西さい園おん寺じさんのことをよく知っているのかもしれない。

「しかしながら、ハル君が目を付けられてしまった以上はさっきのような接触が増えると考えていいでしょう。あまりにもしつこいようでしたら、滞在するホテルを変えることも考えましょうか」

「そう、だな」

　正直あからさまに避けるということに対しての罪悪感はあるものの、俺も冬ふゆ季きと二人きりの時間を邪魔されたくはない。

　あんまり酷ひどいようであれば、冬ふゆ季きの言う通り拠点を変えるべきだろう。

「ただ、西さい園おん寺じさんが月つき村むらさんに私たちの居場所を探るよう命令すれば、多少の時間稼ぎくらいにしかならないと思いますけどね」

「確かにめちゃくちゃ優秀そうだったけど、そんなことまでできるのか？」

「月つき村むらさんの名前は、業界では広く伝わっているんです。今でこそ西さい園おん寺じ夏なつ海みのお目付け役ですが、数年前は西さい園おん寺じグループの社長である西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろうの秘書として働いていたそうです」

「日ひ野のさんの経歴に似てるな」

　確か日ひ野のさんも元々冬ふゆ季きの父親の秘書だったはず。

「ええ、名前や経歴も相まって、朝あさ陽ひと月つき村むらさんはライバルなどと噂うわさされるようなこともありました。私の立場としては朝あさ陽ひを持ち上げざるを得ませんが、実際優秀さにおいては互角だと見ています」

　冬ふゆ季きはそのままの意味で人を見る目がある。

　その人の人間性や持ち得る技術、得意なことから弱点まで。

　彼女の目はそれらすべてを見抜いてしまう。

　だから比くらべ難がたいというのは事実ということになるが、よく日ひ野のさんの世話になっている身としては必然的に派閥は決まっていた。

「……これはあまり大声で言えることではないのですが」

「？」

「業界の中でも一部の人間は、月つき村むらさんのことを〝終わった人間〟と呼んでいます」

「終わった、人間……？」

「西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろうは、月つき村むらさんを自分の秘書から娘の使用人に変えました。まあ……使用人という言い方は少し間違っているかもしれませんが、少なくとも会社の業務に関わることはできなくなったでしょう」

「じゃあ、今は完全に西さい園おん寺じさんの世話役に専念してるのか……」

　それは何とも────。

「勿もつ体たいない話だと思ったでしょう？　私も直接言うことはないものの、そう思っています」

「だ、だけど、西さい園おん寺じさんがいずれ経営者になればまた秘書として活躍できるんじゃないか？」

「彼女に経営者ができると思いますか？」

「え、あ、いや……」

　できるかなぁ。

　西さい園おん寺じさんは冬ふゆ季きよりも俺に似ている感じがしたし、そういう意味では経営者には向いていないと言える。

　何な故ぜなら俺自身がまったくそういう立場になれる気がしないからだ。

「正直、私の目は西さい園おん寺じさんを経営者の器ではないと判断しました。それに……三年前に西さい園おん寺じ家には男の子が生まれ、おそらくグループを継ぐのはその子になるだろうと言われています」

「西さい園おん寺じさんが社長にならないなら……月つき村むらさんをその弟につければいいんじゃないのか？　それかその、総そう一いち郎ろうさんの秘書に戻すとか」

「まったくの同意見ですが、西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろうにはそのつもりがないらしく、自分の下に戻すつもりもなければ、長男の方につけることもしないそうです。……経営者としての東とう条じよう冬ふゆ季きはその意図がまったく理解できませんし、有能な人間をもっとも活躍できる場所に置くことは常識であると考えているのですが……」

　冬ふゆ季きはそこで表情を緩め、小さく息を吐いて間を取った。

「それが父親としての我が子への情だとしたら、もう何も言えなくなってしまうかもしれませんね」

「……ああ、それなら仕方ないな」

　俺たちはまだ親心というものを理解できない。

　真の親心は、子供が生まれてようやく芽生えるものだと思っているからだ。

　だから今の話はただの予想でしかない。

　しかし、そうであってほしいとは、心の底から願っている。





◇◆◇






　ここはホテルのレストラン。

　豪華な料理が並んだテーブルの前には、一人の少女が座っていた。

　彼女はウェーブのかかった美しい金髪を指でいじりながら、隣に立つスーツの男に視線を向けた。

「……月つき村むら、どうして私わたくしの邪魔をするの？」

「私はお嬢様が健やかに、そして他ひ人と様さまに迷惑をかけることなく日常を送れるようサポートする役目をお任せいただいております故。あの場では東とう条じよう冬ふゆ季き様とその婚約者様にご迷惑をおかけすると判断したため、こうして本来昼食を取る予定だったホテル内のレストランの方へとお連れしたまででございます」

「私わたくしは王子様と昼食を共にしたかったのですわ！　ううっ……東とう条じよう冬ふゆ季きはずるいですわ」

「……」

　月つき村むらは小さくため息を吐つくと、懐ふところから一冊の手帳を取り出して広げた。

「我が社の者に調べさせたところ、稲いな森もり春はる幸ゆき様は夏なつ海みお嬢様や東とう条じよう冬ふゆ季き様と同じ年齢であり、極めて一般的な学生であることが分かりました」

「調べてくださったのね！」

「ええ、まあ。現在は東とう条じよう冬ふゆ季き様が購入なさったマンションで二人暮らしをされているそうです。どうやら学校もクラスも同じようですね。偶然にしてはかなり出来過ぎているようにも思えるので、もしかすると学校関係の部分は東とう条じようグループの手が回っている可能性もあります」

「くっ……それなら私わたくしも春はる幸ゆき様と同じ学校、そして同じクラスに転校いたしますわ！　東とう条じようグループにできることなら、西さい園おん寺じグループにだってできるはずです！」

「……それは可能かと存じますが、よろしいのですか？」

「え？」

「現在夏なつ海みお嬢様が通われている高校は、経営に西さい園おん寺じグループが深く関わっております。故に夏なつ海みお嬢様の成績がどれだけ悪かろうとも卒業することは容易でしょう。しかし一度外の学校に通うことになれば、真面目に勉強して、ちゃんといい成績を取る必要があります」

「うっ……」

「これまで我わが儘ままを言って勉強から離れていた夏なつ海みお嬢様にとっては、かなり現実味のない話かと」

「ちょ、ちょっと！　月つき村むらは私わたくしの味方ですわよね!?　どうしてそんな現実的な話ばかりするんですの!?」

「お嬢様の味方だからこそ、間違った道へ進んでしまわぬために止めようとしているのです」

「むぅ……」

　露骨に落ち込んだ様子を見せる夏なつ海みを見て、月つき村むらは再びため息を吐つく。

「仕方がありませんね……さすがに転校させることは難しいですが、ハワイ滞在中であれば稲いな森もり様とお近づきになれるお手伝いはいたしましょう」

「本当ですの!?」

「ええ、夏なつ海みお嬢様に諦め癖がついてしまうことは避けたいですしね。その代わり、しっかりプランを立てて行動しましょう。無謀なトライを繰り返せば、それこそただお二人に迷惑をかけるだけですから」

「そうですわね！　ありがとう月つき村むら！　一緒に考えましょう！」

「────はい」

　安心した様子で、夏なつ海みは食事を始める。

　故に彼女は気づけなかった。

　月つき村むらが自分をじっと見つめ、不敵な笑みを浮かべていることに────。











■04：コナコーヒー






　昼食を終えた俺たちは、再び日ひ野のさんの運転で移動していた。

　向かう先は、冬ふゆ季きが行きたいと言い出したとあるカフェらしい。

「すみません、私の我わが儘ままに付き合ってもらう形になってしまって」

「謝る必要はないって。俺は冬ふゆ季きの楽しんでいる顔が見られたらそれでいい」

　それに俺は、この旅行に関してはほとんど冬ふゆ季きやハワードさん任せになってしまっている。

　ハワイのことをほとんど知らないせいで、特にやりたいこととか、目的がないからだ。

　だからむしろこうしてやりたいことを前面に出してもらえる方が、俺としてはありがたい。

「それより、どうしてそのカフェに行きたいんだ？」

「コーヒーを飲みたいんです。そのカフェはかなりコーヒーの淹いれ方にこだわっていて、豆のブレンドなどもかなり特別なんだそうで。無類のコーヒー好きとしては、やはり一度は味わっておかなければならないかと」

「なるほど、そういうことか」

　冬ふゆ季きのコーヒー好きは俺もよく知っている。

　特に仕事中や二人でくつろいでいる時は常に自分で淹いれたコーヒーを飲んでおり、機材から淹いれ方、豆の種類までずいぶんとこだわっていた。

　俺はまだ味の判別など難しいことはよく分かっていないが、それでも冬ふゆ季きの淹いれるコーヒーが格別であることは理解している。

　聞くところによると、会社パワーでプロのバリスタの方に講師についてもらって、何度か講習を受けたこともあるそうだ。

「好きな物があるっていいな。冬ふゆ季きもいつも以上にソワソワしている気がするし」

「え、そんなに分かりやすかったですか？」

「ああ、相当楽しみにしているって感じが伝わってくるよ」

　自分では気づいていなかったようで、指摘を受けた冬ふゆ季きは照れ臭そうに頰を赤らめた。

「ま、まあ、ハル君の前では一切取り繕う必要なんてないですからね。私だってたまには年相応の────って、やっぱり駄目です！　恥ずかしいです！」

「ははっ、珍しく取り乱してるな」

「ううっ……初海外で少しは不安なはずのハル君から頼ってもらえるよう、カッコいいお姉さんスタイルでいようと思ったのに」

「……もう十分かっこいいよ」

　俺が冬ふゆ季きの頭に手を伸ばすと、彼女はその手に自分から頭を擦こすりつけてきた。

　手入れの行き届いた美しい銀髪は、容易たやすく俺の指を吞のみ込こむ。

　するすると指が通っていく感触は、触っている側からしても気持ちがいい。

　そして冬ふゆ季きの方も悪い感覚ではないようで、気持ちよさそうに目を細めていた。

「ハル君の手は温かいですね……」

「温かい？」

「体温……とは少し違うんですけど、この手に触れられていると、その部分からじんわりと幸せが広がっていくんです」

　冬ふゆ季きは自分の頭に乗っていた俺の手を取り、今度は頰を当てた。

「お父様やお母様に褒めていただけた時も、こうして撫なでてもらったり、抱きしめてもらうことがありました。この温かみは、その時の温度にすごく近いんです」

「ご両親と同じ温度か……」

「ふふっ、言葉にするのは少々恥ずかしいですが、きっとこの目に見えない温度こそが、愛というものなのかもしれませんね」

　たまに考えることがある。

　愛というのは、好きや嫌いと何がどう違うのだろう、と。

　例えば恋愛の〝好き〟という感情は、いつ〝愛している〟に変わるのか。

　少なくとも俺は、冬ふゆ季きに対して〝好き〟という感情を抱く間もなく、愛していると感じた。

　きっと俺たちは、普通の恋愛ではないものを経験している。

　だけど、それでいいのだ。

　一度きりの人生、特別なことが多い方がいいに決まっている。

「……ハル君は、私と子供を作るとしたら何人くらい欲しいですか？」

「え!?」

　予想だにしていない質問が飛んできて、俺の頭は一瞬にして混乱一色に染まった。

「少々生々しい質問だったでしょうか？　すみません」

「い、いや……いつか考えないといけないことだし……」

　冬ふゆ季きとの子供か。

　実は何度か妄想したことがある。

　冬ふゆ季きと夫婦になるということに現実味がなかった時とは違い、今はもうちゃんと考えなければならない。

　このまま行けば、高校卒業と同時に籍を入れる予定だ。

　あと一年と半分。受験の話もそうだが、決してまだまだ先の話とは言えない段階になってきている。

　おそらく夫婦としての生活が始まれば、子供のことを考える時期もすぐに訪れるはずだ。

　楽しい時間は、想像以上に過ぎるのが早い。

　────ともあれ、冬ふゆ季きの子供はきっとすごく可か愛わいいんだろうな。

「ハル君の子供はきっと可か愛わいいんでしょうね……」

「え……」

「溺愛し過ぎたらどうしましょう……いざという時厳しく𠮟ることができるでしょうか……！」

　今から不安そうな冬ふゆ季きを見て、俺は思わず吹き出すように笑ってしまう。

「な、何かおかしかったですか!?」

「ああ、いや……俺もちょうど似たようなこと考えてたから、何かおかしくって」

「似たようなこと？」

「冬ふゆ季きの子供なら、きっとすごく可か愛わいいんだろうなぁ、って」

　冬ふゆ季きは驚いた様子で目を見開く。

　そして優しい笑みを浮かべると、頰に添えられていた俺の手を絡からめ取とって恋人繫つなぎの状態になった。

「困りましたね……二人とも同じことを考えていたら、益ます々ます𠮟ってあげられなくなってしまいそうです」

「そうなるかもしれないな。……さっきの質問に戻るけど、もし子供を作るんだとしたら、俺は二人がいいかな」

「二人ですか」

「男の子、女の子で一人ずつ。俺は一人っ子なんだけど、たまに兄弟を羨ましく思う時があってさ。もちろん喧けん嘩かとか、いいことだらけではないだろうけど……それでも、万が一にも家に子供だけを残さないといけない時が来たら、少しは寂しくないだろうと思って」

「確かに、その考えは大切かもしれませんね。家族が一人増えるだけで、幼少期の寂しさはかなり薄れますし」

「そうそう……ん？」

　今の話、少しだけ引っ掛かる部分があった。

「もしかして冬ふゆ季きって、姉妹がいたりするのか……？」

「────言ってませんでしたっけ？」

「まったく聞いたことなかったな……」

「うっ……別に隠しているつもりも隠す必要もなかったんですけど、確かに言った覚えがありませんね」

　冬ふゆ季きは申し訳なさそうにしているけれど、俺はむしろ彼女のそういう部分に感謝していた。

　直接それを指摘するようなことはしない。

　しかし、家族を失った俺に対して、冬ふゆ季きが極力家族の話をしないことにはすでに気づいていた。

　もちろん話題に出さないと不自然なシチュエーションでは遠慮なく家族の話をしてくれていたが、それ以外でわざわざ自分から話題を振ってくるようなことは少なかったと思う。

　だから自然と触れないでいた内に、まったく話す機会がなかったと言われても頷うなずけた。

「私には妹が一人いて、今は中学二年生ですね。今は実家に戻ることが本当に少ないので会う機会はあまりありませんが、定期的にある家族の会食ではちゃんと顔を合わせます」

「へぇ……変な聞き方だけど、妹さんも冬ふゆ季きみたいに優秀なのか？」

「自分で言うのもなんですが、本当に優秀ですよ。ただ私とはかなり方向性が違いますが」

「方向性？」

「はい。私は経営関係や、勉学に長たけている自覚がありますが、妹は創作……いわゆるクリエイター系に長たけている感じですね」

　クリエイター系というのは、例えば絵、３Ｄデザイン、脚本など、そういったもののことを指すらしい。

　確かに冬ふゆ季きとは正反対だ。

「最近ではどこかの漫画雑誌の新人賞を獲とったそうですよ。高校は通信制にして、その雑誌の漫画家として連載するみたいですね」

「そういう界かい隈わいのことはよく知らないけれど、すごいってことは分かるな」

　漫画家というのはかなり過酷な職業というイメージがある。

　決められたスパンでストーリーと絵を仕上げ、読者に見せる。

　ずっと同じクオリティを維持するなんて相当難しいことだと思うし、粗を探されて批判されるなんてことも多いと聞く。

　ただ、俺はまだ冬ふゆ季きの妹がどんな子なのかは知らないけれど、何となく心配する必要はない気がしていた。

　それはきっと冬ふゆ季きの妹だからという大雑把な根拠のせいだと思う。

「今度ハル君が実家に来た時に、両親含めて紹介しますね。妹もきっとハル君のことを気に入りますし」

「そうだといいけど……」

「大丈夫ですっ！　私の血筋はみんなハル君のことが大好きですから！」

　冬ふゆ季きとご両親のメッセージのやり取りを思い出す。

　どういうわけか、俺はご両親から相当気に入ってもらえているらしい。

　ありがたいことではあるけれど、できれば俺の写真をこっそり保存するのはやめてもらえないだろうか？

　────やめてもらえないんだろうな。

「……お話の途中で申し訳ございません。冬ふゆ季き様、間もなく目的地に到着いたします」

「ありがとうございます、朝あさ陽ひ」

　日ひ野のさんの言う通り、すでに前方には大きなカフェの看板が見えていた。

　駐車場に車を止めてもらい、俺たちは降りて建物の方へと向かう。

　店内は想像以上に賑にぎわっていた。

　俺たちと同じ観光客や、地元の人たち。

　そんな彼らを包み込む、店内に染み付いた香ばしいコーヒーの香り。

「すごくいい雰囲気だな」

「そうですね。ここにいる人たちはみんな幸せそうです」

　そう言いながら、冬ふゆ季きは優しい笑みを浮かべた。

　コーヒーとチョコレートスコーンを注文した俺たちは、二人がけのテーブル席を陣取る。

　ちょうど窓まど際ぎわの席に座れたのは幸運だった。

　窓の外には、ハワイの自然がこれでもかと広がっている。

　遠目には山が見えており、近場には立ち並んだヤシの木や、ビーチが見えていた。

「わぁ……！」

　やがて手元に来たコーヒーを見て、冬ふゆ季きは歓声を漏らした。

　チョコレートスコーンの方は名前の通りではあるものの、甘いチョコレートとバターの香りが、ロコモコで膨れていたはずの胃袋にスペースを作り上げた。

「すごくいい香りですね……さすがはコナコーヒーの原産地」

「コナコーヒー？」

「ハワイ島の西部にある、コナ地区という場所で生産されているコーヒーのことです。火山エリアで栽培されていて、火山灰のミネラルを豊富に含んだ土壌で育つ高級な豆が使われているんですよ」

「そういうブランドものってことなんだな」

「はいっ！　コナコーヒーはブルーマウンテンやキリマンジャロと並ぶ世界三大コーヒーの一つなんです！　百年以上の歴史の積み重ねによって生まれた、かなり高級な豆でもあります！」

「へ、へぇ……」

「百聞は一見にしかず！　まずは飲んでみましょう！」

　説明自体は楽しく聞いていたものの、俺のように基本知識すらない人間には直接味や香りを叩たたき込こんでもらえた方が分かりやすい。

　俺はカップを口に運び、火傷やけどに気をつけながら一口含んだ。

「……あ、これ好きだな」

　俺があまりブラックを飲まない理由は、その苦味にある。

　強い苦味を感じると、少し気持ち悪くなってしまうのだ。

　しかしこのコーヒーの苦味はそこまで強くない。

　どちらかと言えば酸味が強く、具体的な意味は理解していないものの、これこそがコクが深い、というやつなのだろう。

　こう、何というか、まったく安っぽくないのだ。

　何重にも重なった風味というか、とにかく余韻が長い。

「気に入ってもらえて嬉うれしいですっ！　後で豆の方を取り寄せようと思っているのですが、家で飲むコーヒーがしばらくこれと同じものになっても大丈夫ですか？」

「ああ、大丈夫。このコーヒーならブラックのままでも飲めるし」

「苦味が抑えられているのが特徴ですからね。ミルクや砂糖を入れてももちろん美お味いしいですが、やはりそのままで飲むのが一番コーヒーそのものを楽しめると思うので」

　それは心の底から同意する。

　微糖を好んでいたけれど、目の前でブラックを飲む冬ふゆ季きにずっと憧れていた。

　普段以上に大人っぽく見えたことも要因だろうけど、やはり素のコーヒーの美お味いしさを楽しめていることが羨ましかったのだと思う。

「苦味が苦手なのであれば、こうして甘いものと一緒に食べるというのもおすすめです。逆に甘いものが苦手な方も、コーヒーの苦味でそれを中和することができるので試してみてほしいですね」

　途中から何もない方向に向かって解説し始めたけど、一体冬ふゆ季きは誰に向かって話しかけていたのだろう。

　何か触れてはいけないものに触れてしまう気がして、問いかけることはやめておいた。

　俺はスコーンを口に運ぶ。

　歯を立てれば口の中でほろりと崩れ、チョコチップの甘みとバターの香りが広がった。

　口の中の水分がかなり持っていかれてしまうが、コーヒーを口に含むことでそれをカバー。

　なるほど、これはまさしくベストマッチだ。

「幸せですね……」

「ああ、本当に」

　俺も冬ふゆ季きも、きっと他人にはあまり見せたくない顔をしていることだろう。

　美お味いしいお菓子、美お味いしいコーヒーを最愛の人と楽しむ時間。

　ここまでの条件が揃そろってしまえば、自然と頰が緩むというもの。

「日本に帰ったら、今度は私もコーヒーによく合うお菓子を作りますね」

「楽しみにしてるよ」

　こうして俺たちは、優雅な午後を過ごした。

　ちなみに、帰かえり際ぎわに冬ふゆ季きはもう一杯コーヒーをテイクアウトしていた。

　よほどここのコーヒーが気に入ったのだろう。
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「またお会いできましたわね！　私わたくしの王子様！」

「……」

　俺と冬ふゆ季きがホテルに戻ってきた途端、ロビーで待っていたであろう西さい園おん寺じさんが正面に立ち塞がってきた。

　周囲の人間から訝いぶかしげに見られようとも一切気にしていないそのメンタル。

　絡からまれている側としてはあまり褒めたくはないが、見習いたくはある。

「……何の用ですか、西さい園おん寺じさん」

「東とう条じよう冬ふゆ季き！　私わたくし、西さい園おん寺じ夏なつ海みは、あなたに決闘を申し込みますわ！」

「決闘？」

「春はる幸ゆき様を賭けた、女同士の真剣勝負です！」

「……はぁ」

　指を差された冬ふゆ季きは、一切取り繕わずため息を吐ついた。

「その決闘を受ける必要が、私にあると思っているのですか？　ハル君は私のものです。わざわざあなたにチャンスを与える意味もありません」

「あ、あら、これまであなたに勝負を挑んだ時はすべて真っ向から受けてくださったのに、ここに来て逃げるとは……私わたくしのライバルとして失望いたしましたわ！」

「……逃げる？」

　冬ふゆ季きの眉がピクリと動く。

　この流れ、すでに俺は前に経験していた。

「これまで私わたくしたちは様々な勝負を行ってきました！　徒競走やテニス、どの種目でもあなたには一歩及ばなかった！」

「一歩どころじゃなかったですけどね」

「茶々入れないでくださいまし！　とにかく、私わたくしは常にあなたに対して挑戦する側に立っていますわ！　そんな私わたくしの前から去るということは、いよいよ私わたくしに負けると思って恐ろしくなったに違いありません！」

「私が、あなたを恐ろしく思う……？　この私が、あなたを？」

　冬ふゆ季きの方から、底冷えするような冷気が漂い始める。

　秋あき本もと先輩との勝負の時に現れた、冬ふゆ季きのよくない癖。

　とにかく彼女は挑発に対してまったく耐性がないのだ。

　そもそも東とう条じよう冬ふゆ季きの辞書の中には逃げるという言葉がないし、常に自信に満みち溢あふれていることがそういった煽あおり耐性のなさに繫つながってしまっているのだろうけど、それにしても弱すぎるとは思う。

「この私わたくしが恐ろしいのであれば、どうぞ見苦しくここから立ち去りなさい！　今回の決闘は仕方なくなかったことにして差し上げますわ！」

「さ、西さい園おん寺じさん、あんまり冬ふゆ季きを煽あおるような真ま似ねは……」

　俺が止めようとした時には、すでに遅かったようで。

　突然後ろから肩を摑つかまれ、俺はおそるおそる振り返る。

「すみませんハル君、少し下がっていてもらえますか？」

「は……はい」

　凍いてついた微笑ほほえみを浮かべ、冬ふゆ季きは西さい園おん寺じさんの前に躍り出た。

　そのあまりの威圧感に、すでに西さい園おん寺じさんは涙目になっている。

　そんなに怯おびえるくらいなら、勝負を挑まなければよかったのに……。

「勝負の種目はなんですか？　まあ、どんなことでも負ける気はしませんが」

「種目は二つ！　つまり三本勝負ですわ！　一つ目は料理勝負！　二つ目は水着ファッションショーですわ！」

「料理勝負はともかく……水着ファッションショーとは？」

「お互いの水着姿を春はる幸ゆき様に採点してもらって、その点数が高い方が勝利という簡単な勝負ですわ！　勝負の鍵は、どれだけ春はる幸ゆき様の好みに合わせることができるか！」

「……その勝負内容で、よく私に挑んでこられましたね」

　まずい、冬ふゆ季きの背後に般はん若にやのビジョンが見え始めた。

　ただ怒る理由も分からなくはない。

　俺と冬ふゆ季きは恋人なのだから、十中八九お互いの好みは理解しているはず。

　そして万が一にも西さい園おん寺じさんの方が俺の好みを押さえていたとしても、勝負が俺の一存で決まるのであれば冬ふゆ季きを勝たせないはずがないのだ。

　どう考えても冬ふゆ季きが勝つ戦い。

　俺としては万が一の敗北の要素がなくなって安心しているが、冬ふゆ季きとしては明らかに自分を舐なめているとしか思えない勝負内容だと感じただろう。

「いいでしょう、完膚なきまで叩たたきのめして差し上げます」

「強気でいられるのは今のうちですわよ！　私わたくしには春はる幸ゆき様の好みを完璧に調べ上げたデータがあるのですから！　料理でも水着でも！　あなたと対等以上に渡り合ってみせますわ！」

「好みの、データ……？」

　ちらりと冬ふゆ季きが俺の方を見る。

　視線で問いかけられても、俺は何も知らない。

　首を傾かしげながら、心当たりを探す。

　しかしどこかで水着の好みについて発言した記憶もなければ、いわゆるアダルトな動画や写真を集めた記憶もない。

　というかそもそも自分の好みすらイマイチ理解していないのだ。

　西さい園おん寺じさんが調べ上げたというデータは、一体何のデータなのだろう────。

「舞台は一時間後、このホテルの調理場で行いますわ！　それまで敗北に怯おびえながら震えて準備を────」

「ちょっと待ってください。もう厨ちゆう房ぼうを借りる手続きは済ませたのですか？」

「それは東とう条じよう家であるあなたにお願いしますわ！」

「……ではもう一つ。勝負は二種目しかありませんが、一勝一敗になった時はどうするのでしょう。新しい種目で決着をつけるのですか？」

「どうせ私わたくしが二連勝するのですから、追加の勝負は考えておりませんわ！」

「……ポンコツめ」

「？　何かおっしゃいました？」

「いえ、何でも」

「ではまた一時間後に。厨ちゆう房ぼうの手配はよろしくお願いいたしますわー！」

　上機嫌で去っていく西さい園おん寺じさんの背中を、俺たちは訝いぶかしげな目で見送った。

　何と計画性のない決闘だろう。

　きっとさっき思いついてそのまま居ても立っても居られなくなったに違いない。

「はぁ……朝あさ陽ひに厨ちゆう房ぼうの手配を頼んでおきましょう」

「ああ、本当に手配はしてあげるんだな……」

「勝負を受けると言ってしまった以上、東とう条じよう冬ふゆ季きに二言はありませんから。それよりもハル君、西さい園おん寺じさんの言うデータに何か心当たりは？」

「ないな」

「ですよね。もしあったとしたら私が把握していないわけがありませんし」

　それはそれで反応に困るが。

「妄言である可能性が高いですが、まあこちらも念には念を入れましょうか」

「念には念をって、どうするんだ？」

「料理はまあいつも通り作ればいいだけなので置いておきますが……このホテルでは、水着のレンタルも行っているんです。だから水着自体は簡単に調達できるので、まずはそこに行きます」

「……なあ、冬ふゆ季き。そこで俺が好みの水着を選んで冬ふゆ季きに教えたら────」

「余裕で勝利をもぎ取れるでしょうね。それでも正直構わないのですが、どうせなら私なりにこれだと思うハル君の好みの水着を選んでみますよ。それで勝った方が気持ちがいいですしね」

　ふふふふふふと、不敵な笑みを浮かべる魔王モードの冬ふゆ季きを見て、俺の頭にはすでに西さい園おん寺じさんが悔し涙を流しながら泣き崩れる姿が浮かんでしまった。

　西さい園おん寺じさんから好意を寄せてもらえるのはもちろん嫌ではないけれど、あの性格を見る限り一時の感情で動いているように見えるし、早いところ諦めてくれた方が気苦労は少なくて済む。

　……それにしても。

　恋人である冬ふゆ季きすら知らない俺のデータとは、一体何のことだろう？

　勝敗についてはまったく心配していないが、唯一それだけが懸け念ねん事項だった。











■05：決闘






「よく来ましたわね！　そして厨ちゆう房ぼうの手配感謝いたしますわ！」

「ここまで来てお礼は律りち儀ぎに言うんですね……」

　あれから一時間後、俺と冬ふゆ季きはホテルの厨ちゆう房ぼうへと移動していた。

　高級ホテルということもあって、厨ちゆう房ぼうだけでもかなり広い。

　俺たちが借りている部分も全体の一部に過ぎず、このスペース以外ではコックたちが普段通り仕事をしている。

「食材はそこの冷蔵庫から自由に使っていいそうです。ただそもそもの話、ハル君のお腹なかの具合はどうですか？」

「そうだなぁ……」

　俺は自分の腹を擦る。

　これまで昼にロコモコを食べ、その後カフェでコーヒーとスコーンを腹に入れた。

　満腹で苦しい、というわけでもないが、主食になり得るものはもういらないといったところ。

「デザートなら入ると思う」

「それならテーマをデザートに絞りましょうか。西さい園おん寺じさんもそれでいいですよね？」

　冬ふゆ季きが確認すれば、西さい園おん寺じさんは一つ頷うなずいた。

「構いませんわ！　必ず春はる幸ゆき様が満足するデザートを作ってみせましてよ！」

「では時間ももったいないので、同時に調理を始めましょう。完成した順にハル君に食べてもらって、どちらも食べた後に勝敗を決めてもらいます」

「ふふふ……今日こそはあなたに吠ほえ面づらをかかせて差し上げますわ」

「あなたこそ、その妙な自信が粉々に砕けた時に泣きべそはかかないでくださいね。ハル君が同情してしまうかもしれませんので」

　まあ、それは否定しきれない。

「準備はよろしくて？」

「はい、いつでも」

「それでは……勝負開始ですわ！」

　二人は揃そろって調理に取り掛かる。

　この勝負はだいぶガバガバな状態で始まっているので、時間制限すら設けられていない。

　少なくとも冬ふゆ季きはそのことに気づいているだろう。

　だから常識的な時間の範囲で仕上げられるデザートを作ってくれるはずだ。

　しかし西さい園おん寺じさんの考えは分からない。

　勝負を挑んできたということはすでに何かしらの勝算があり、作る物も決まっている可能性が高いと思うのだが────。

「稲いな森もり様、こちらで紅茶でもいかがですか？」

「え？　ああ、ありがとうございます」

「いえいえ、こうしてお待たせしてしまっているのはこちらのお嬢様の我わが儘ままが原因ですので……」

　西さい園おん寺じさんの使用人である月つき村むらさんは、俺のために椅子と紅茶を用意してくれた。

　お言葉に甘えて椅子に腰かけた俺は、そのまま受け取った紅茶に口をつける。

「あ……これ美お味いしいですね」

「お気に召していただけたようで何よりです。それは夏なつ海み様も好んで飲まれる銘柄なんですよ」

「へぇ……」

　冬ふゆ季きのおかげでコーヒー派になったが、紅茶も素晴らしい飲み物だと思う。

　コーヒーにはコーヒー、紅茶には紅茶に合う物があり、優劣はつけ難がたい。

　冬ふゆ季きだってコーヒー派だと常々言っているが、一緒に食べるお茶菓子によっては紅茶を選ぶことだってある。

（────待てよ？）

　もしもこの紅茶が、相手側の戦略の一つだったとしたら？

　ちらりと月つき村むらさんの様子を窺うかがうが、彼はこれまで通り優しげな笑みを浮かべているのみ。

　その顔を見ると、これもただの善意だと思い込みたくなる。

　しかし、妙だ。

　彼からは、純粋な善意の匂いしかしない。

　まるでそれ以外の感情を押し殺して、隠しているかのような……。

（いや、さすがに疑い過ぎか）

　月つき村むらさんは優秀な人間だと聞いている。

　そんな彼が、西さい園おん寺じさんに入れ知恵していないわけがない。

　でなければ彼女のあの自信には説明がつかないからだ。

　故に色々と疑いながらこの場に来てしまったが、よく考えれば、そんな気にすることでもないかもしれない。

　どんな策があろうと、やはり冬ふゆ季きが敗北する姿は想像すらできないのだから。







「で、できましたわ……！」

　しばらくして、西さい園おん寺じさんは得意げにそう叫んだ。

　どうやら料理が完成したらしい。

　想像以上に早くて驚いた。まさか冬ふゆ季きよりも先に完成させるとは。

「春はる幸ゆき様！　どうぞ召し上がってくださいまし！」

「あ、ああ……ありがとうございます。いただきます……」

　目の前に置かれた皿に視線を送る。

　そこには、シャバシャバな白い液体がかかった黒い何かがあった。

　何を言っているのか分からないと思うが、俺にも具体的な説明ができなかったのだから許してほしい。

「い、一応先に料理名を教えてもらえますか？」

「パンケーキの生クリームがけですわ！」

「ぱ、パンケーキ……」

　なるほど、この真っ黒な何かはパンケーキか。

　そしてこの全体にかかっている液体が、生クリーム。

　パンケーキが黒いのは、当然火加減を間違えてまる焦げだから。

　生クリームが固まっていないのは、かき混ぜ不足。

　お世辞にも見み栄ばえがいいとは言えないが、味は────うん、挑戦してみよう。

「え……？」

　思わず驚きよう愕がくの声が漏れる。

　ナイフとフォークで食べようと思い、まずフォークでパンケーキの一部を押さえたのだが、まず先端がまったくケーキに刺さらない。

　焦げた部分の硬度が高すぎるのだ。

　しかしこうしていても埒らちが明かない。

　俺は思い切ってナイフを動かしてみる。

　すると〝ゴリゴリ〟という異音がして、パンケーキの一部が崩れた。

　切れたわけじゃなく、ボロボロになって崩れたのだ。

「……」

　スプーンで、すくうようにして口に運ぶ。

　嚙かめば嚙かむほど、ごりごりという音が口の中に響いた。

　しかも表面からは分からなかったのだが、中は生焼けでネチョネチョしている部分がある。

　そして、食べてはいけない味がする。

（でも……）

　ちらりと西さい園おん寺じさんの様子を窺うかがえば、彼女は俺に期待のこもった視線を向けていた。

　普段料理なんて全然しないであろう西さい園おん寺じさんが、俺のために頑張って作ってくれたこのパンケーキ。食べずに捨ててしまうことは簡単かもしれないが、俺の良心がそれを許さなかった。

（そうだ、このビシャビシャの生クリームでふやかすようにして食べれば……！）

　煎餅をヨダレで柔らかくしてから食べるように、俺は丹念にパンケーキを生クリームに浸した上で口に運ぶ。

　硬くなくなった────というわけではないものの、何とか食べられる硬度にはなった。

　生焼けの部分など食べにくいところはまだ多い。

　しかしこれなら完食もできそうだ。気合で。

「うっ……ごちそう、さまでした」

　俺は可能な限り表情を保ちながら、ナイフとフォークを置いた。

　助かった。もう少し量が多ければ完食は難しかっただろう。

「は、春はる幸ゆき様が……！　私わたくしの料理を食べてくださいましたわ！」

「さすがですね、夏なつ海み様」

「ええ！　月つき村むらのアドバイスのおかげよ！」

「は、ははは……お役に立てたようで何よりでございます」

　西さい園おん寺じさんに感謝された月つき村むらさんは、苦笑いを浮かべていた。

　やはり彼が西さい園おん寺じさんに入れ知恵したようだが、想定とはだいぶ結果が違っていたらしい。

「ハル君、大丈夫ですか？　お水は飲めますか？」

「あ、ああ……大丈夫。ありがとう、冬ふゆ季き」

　冬ふゆ季きからそっと水を受け取った俺は、口の中に残ったジャリジャリの焦げたちも含めて胃の中に流し込んだ。

　一応これでスッキリすることはできたが────。

「私のデザートも完成したんですけど、食べられそうですか？」

「問題ない。いつでも食べられるよ」

「……では」

　冬ふゆ季きは俺の前に、ボウルに入った液状の何かを持ってくる。

　このままだとただの白い液体にしか見えないのだが、一体これは何なのだろうか。

「私が作ったデザートは、アイスクリームです」

「え!?」

　あまりにも冬ふゆ季きが自信満々に言うものだから、思わず驚きよう愕がくの声が漏れてしまった。

　冬ふゆ季きには申し訳ないが、どう見ても固まっているようには見えず、本来のアイスからは相当かけ離れている。

　どう言葉をかけていいか分からず黙ってしまった俺の側そばで、似たような感想を抱いたであろう西さい園おん寺じさんが笑い声を上げた。

「おーほっほっほ！　あなたとしたことが珍しいミスですわね！　もしかしてアイスクリームを冷やし固める時間がなかったのでは？　それなら液状でも仕方がありませんわね！」

「そうですね、確かに冷凍庫で冷やし固めるにはまだまだ時間がかかります」

「ではどうする気ですの？　もうじき夕方ですし、さすがに日が暮れるまでは待っていられませんわ！」

「……そう急せかさずとも、ちゃんと今から完璧なアイスに仕上げてみせますよ」

「え……？」

　冬ふゆ季きは一旦俺たちの下から離れ、何やら大きな機材をキャスターを用いて運んできた。

　一見キッチン台のように見えるが、何な故ぜか真ん中の辺りに鉄板のような物が仕込まれている。

「本来は完成させてから提供すべきなのかもしれませんが、どうしてもこの工程はハル君に見ていただきたくて」

「見る……？」

「はいっ！　どうぞ、簡単なショーをお楽しみください」

　冬ふゆ季きは優雅なお辞儀を一つ見せた後、持ってきた機材のスイッチを入れた。

　そして鉄板部分に、ボウルに入った液体を流し込む。

「～♪」

　冬ふゆ季きは上機嫌気味に鼻歌を奏かなでながら、材料が詰まった冷蔵庫の中からいちごとブルーベリーを取り出した。

「やっぱり今は酸味があった方が、甘さ一色よりは食べやすいですよね」

　軽く水洗いしたベリーたちを、冬ふゆ季きは鉄板の上に置く。

　そして両手にヘラのような金属製の器具を持ち、ベリーをぐちゃぐちゃに潰し始めた。

　最初に流し込まれた液体とベリーが混ざり合い、白の中に赤と紫が溶けていく。

「な、何をしていますの……？」

「すぐに分かりますから、あなたも大人しく見ていてください」

　冬ふゆ季きはベリーの果肉と液体を手て際ぎわよく混ぜていく。

　果肉はほぼ完全に潰れており、徐々に液体の全体に散っていった。

　そしてここで、液体に変化が訪れる。

　徐々にドロドロになってきているというか、固形になりつつあるのだ。

「私が今使っているこの機材は、冷凍機なんです」

「冷凍機？」

「この鉄板部分の上に乗せた物は凍ってしまうほどに冷やされ、間もなく固まっていきます」

　こんな風に────。

　そう言いながら、冬ふゆ季きは液体の一部を鉄板の上で引き延ばす。

　するとそれはすぐに液体ではなくなり、鉄板にへばりついた。

「すごい……こうやって凍らせていくのか？」

「基本的にはこの繰り返しですね。しかし、ただ凍らせるだけで終わらないのがこのデザートの面白いところなんです」

　冬ふゆ季きはヘラを使って、固まり始めた液体を薄く鉄板全体に広げていく。

　そしてその形を長方形に整え、得意げに手の上でヘラをくるりと回してみせた。

「では、仕上げに移ります」

　冬ふゆ季きは長方形に伸びたアイスの一部にヘラをかけると、そのまま慎重に鉄板からアイスを引き剝がしていく。

　そしてヘラを一気に押し込めば、アイスはくるくるくると鉄板上で巻かれていった。

「おお……！」

　思わず声を上げてしまう。

　冬ふゆ季きが同じ作業を二度、三度と繰り返すと、鉄板の上には瞬またたく間まに巻物状態になったアイスが並んだ。

　それをトングで摑つかんだ冬ふゆ季きは、小さなカップの中に一つずつ並べていく。

「これこそが、いわゆる〝映えスイーツ〟の一つ、ロールアイスです」

　カップの中に並んだコンパクトに巻かれたアイスたちは、ベリーたちの色も相まってバラの花束を思わせた。

　これは見た目の時点ですでにテンションが上がってしまう。

「本当はここにミントやホイップクリームのトッピングをするのですが、それを用意しているとかなり時間が取られてしまうので、申し訳ないですがこれで完成とさせてください」

「十分だって……じゃあ、いただきます」

　カップとスプーンを受け取った俺は、アイスをすくって口に運ぶ。

　甘あま酸ずっぱいベリーの味と香りと、バニラの優しい甘み。

　口の中で溶けたそれらは、思わずガッツポーズしてしまいそうになるほど美お味いしかった。

「さすがにもう固形物はいらないのではないかと思ってアイスクリームにしてみたのですが、いかがですか？」

「ああ、めちゃくちゃ美お味いしいよ」

「ふふっ、よかったです」

　このアイスには、冬ふゆ季きの気遣いがふんだんに含まれている。

　味ももちろんだが、そういった優しさだってきっと重要なのだ。

　言うまでもなく、勝敗は確定した。

「……この勝負は、冬ふゆ季きの勝ちだ」

「くっ……やはり強敵ですわね、東とう条じよう冬ふゆ季き！　今回は惜しくも勝ちを譲ることになりましたが、次の勝負は決して譲りませんわ！」

　惜しくもという部分にはツッコミを入れたかったが、そうしたところできっと西さい園おん寺じさんは理解してくれないだろうし、ここは黙っておくことにした。

「次は水着対決、でしたよね」

「その通りですわ！　片付けを終えたら、砂浜に移動しますわよ！」

　まったくめげている様子もなく洗い物を始める西さい園おん寺じさん。

　このメンタルの強さは本当に素晴らしいと思うのだが、今の冬ふゆ季きにとっては厄介なことこの上ないだろう。

　次の勝負で完全に諦めてくれるといいのだが────。





◇◆◇






　それぞれの片付けが終わり、俺たちはビーチの方へと移動した。

「よく来ましたわね！　東とう条じよう冬ふゆ季き！」

「お二人とも申し訳ありません、夏なつ海み様のわがままに付き合わせてしまって……」

　そこにはすでに着替えが終わった様子で体にタオルを巻いている西さい園おん寺じさんと、その使用人の月つき村むらさんの姿があった。

　時刻はすでに夕方。

　ゆっくりと日は傾いており、じきにこの辺りも暗くなっていくだろう。

　その前には勝負もついているはずだ。

「見せる順番はどうしますか？」

「私わたくしはどちらでもいいですわ。あなたが決めてくださいまし」

「……じゃあ、私からで」

　冬ふゆ季きはレンタルした水着を持って、更衣室の方へと向かっていく。

　俺はまだ、冬ふゆ季きが選んだ水着を知らない。

　正直今日のお昼に見せてくれたビキニでも十分俺の好みではあるのだが、使い回しを良しとしないのが冬ふゆ季きの信条。

　待つこと数分、更衣室から出てきた冬ふゆ季きは、西さい園おん寺じさんと同じようにタオルを巻いていた。

　今のところ分かる変化としては、再び髪をひとまとめにしているということくらいだろうか。

「じゃあ……行きますよ、ハル君」

「あ、ああ……」

　妙な緊張感の中、冬ふゆ季きは自分の体を隠していたタオルを取り払った。

　俺の視線が吸い寄せられたのは、胸を隠すその黒い布。

　谷間の前で交差する紐ひもが左右の胸を中央に寄せており、普通のビキニよりも強調されているように見える。

　下はデニム生地のような水着で、ホットパンツのような形状だった。

　夕日に照らされたその健康的な白い太ももは、可か愛わいらしさと活発さをアピールしている。

　控えめに言って、可か愛わいすぎる。
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「どうでしょうか？　少し攻めた感じに仕上げてみたのですが」

「ああ……すごく似合ってるよ。めちゃくちゃ可か愛わいいと思う」

「ふふっ、ありがとうございます」

　さらっとお礼を言ってきた冬ふゆ季きだったが、その顔はほんのり赤らんでいた。

　こういう時に余裕を保てなくなってしまうところも、本当に可か愛わいらしい。

　どれだけ一緒にいても、冬ふゆ季きの魅力は増すばかりだ。

「ぐっ……やりますわね、東とう条じよう冬ふゆ季き」

「あら、意外ですね。あなたに対戦相手を褒めるような度量はないと思っていました」

「見くびらないでくださいまし！　あなたがとてつもない魅力に溢あふれた美人であることくらい私わたくしだって理解していますわ！」

「なっ……」

　想像以上に褒められたせいで、冬ふゆ季きは驚いた様子で後ずさる。

　西さい園おん寺じさん、思ったよりも分かっているな。

「だからといって負けるわけにはいきませんの！　春はる幸ゆき様！　見てくださいまし！　これこそがあなたの好みであるはずですわ！」

「っ!?」

　西さい園おん寺じさんが、己の体を隠していたタオルを剝ぎ取る。

　そうして晒さらされた彼女の姿を見て、俺は目を疑った。

「これこそが西さい園おん寺じグループの力で調べ上げた、稲いな森もり春はる幸ゆき様の好みの水着ですわー！」

「……貝殻？」

　そう、貝殻だ。

　胸と局部に、貝殻が貼ってある。

　どこだったろうか、確か両親に連れられて入った居酒屋の壁に、こんな女性の写真が貼られていたような気がした。

　両親とその友人の談笑を適当に聞き流しながらジュースと唐揚げを楽しんでいた俺は、その女性の姿を見て子供ながらに「擦れて痛そうだなぁ」という感想を抱いた覚えがある。

「ハル君は、この水着が好きなのですか？」

「そんなわけないだろ……！」

「冗談です。もしそうだったとしても、私がそれを把握していないわけがありませんから」

　それはそうだ。

「どうでしょう春はる幸ゆき様！　完璧だと思いませんか！」

「いや、その……大変失礼な評価になってしまうんだけど」

「はい？」

「あんまり、似合ってはいない……かな」

「な、何ですって!?」

　西さい園おん寺じさんは分かりやすくショックを受けた様子で硬直する。

　ショックを受けていること自体俺としては疑問を抱かざるを得ないのだが……。

　まともな水着をつけるだけで、おそらくいい勝負になっていたんじゃなかろうか。

　そう思ってしまうくらい、西さい園おん寺じさんのスタイルは素晴らしい。

　冬ふゆ季きと同じく日本以外の血が混ざっているためか、スタイルにメリハリがある。

　わずかに焼けた肌は張りがあって健康的で、ニキビ跡やシミすら見つからない。

　そう、褒めるべき部分はいくらでもあるのだ。

　貝殻ビキニさえなければ────。

「月つき村むらァ!?　春はる幸ゆき様が貝殻ビキニ好きって確かな情報ですの!?」

「私どもの調べでは確かにそのはず……稲いな森もり様!?　隠しているわけではありませんよね!?」

　月つき村むらさんからの問いかけに対して、首を横に振る。

「生まれてから今に至るまで、一度も貝殻ビキニを好きだって言った覚えはありませんよ」

　どこからの情報なのかは知らないが、おそらくは人違いだと思う。

　仮に俺を知っている人間がそういう情報を漏らしたのだとしたら、それはもはやただの嫌がらせだ。

「……ともかく、これで勝負は決まりましたね」

「くっ……」

　膝から崩れ落ちた西さい園おん寺じさんを、冬ふゆ季きが見下ろす。

　最初からほとんど決まっていたこととはいえ、誰がどう見ても冬ふゆ季きの圧倒的勝利だった。

「ま、また負けましたわ……ですが次こそは！」

「西さい園おん寺じさん、いい加減にしていただけませんか？」

「ふっ！　あなたに何と言われようと！　私わたくしはあなたに勝負を挑み続け────」

「そのことではありません」

「へ？」

「私を負かしたいと思って勝負を挑んでくるのはお好きにどうぞ。ただ、その勝負の理由にハル君を利用してほしくないのです」

「なっ……私わたくしはあなたから春はる幸ゆき様を奪うために……」

「本気でハル君に惚ほれているのだとしたら、私も野暮なことは言わず全力で叩たたき潰つぶしました。しかし、あなたは私が持っている〝ハル君特別〟を羨ましく思っているだけでしょう。もしあの時海で溺れていたあなたを助けていなくても、あなたは理由をつけてハル君に好意を抱くフリをしていたはずです」

「っ……」

「私からハル君を奪うことで自分を満たそうとしていたのでしょう？　もしあなたがハル君を手に入れたとしても、きっと幸せにすることはできない……いや、それどころか飽きて捨てることだってあり得るんじゃないですか？　そんな人に負けるわけには────」

「そんなことはしませんわッ！」

「……」

「私わたくしは……そんな人間では、ありませんわ」

　俺たちに背を向け、西さい園おん寺じさんは走り出す。

　その瞳に、大粒の涙を浮かべながら。

「……少し、言い過ぎました」

「ああ、そうかもしれないな」

　途中から明らかに冷静さを欠いていた冬ふゆ季きの頭を、そっと撫なでる。

　確かに言葉は強かった。

　しかし俺はそれを𠮟ることができない。

　もちろん冬ふゆ季き自身がそれを理解していて、すでに反省しているというところが大きいが、その怒りのトリガーがまたしても俺であるからだ。

　冬ふゆ季きが怒りを覚える原因のほとんどは、俺にある。

　西さい園おん寺じさんからの不純な好意に俺が苦しまなくていいように、冬ふゆ季きは感情を表に出してくれたのだ。

　西さい園おん寺じさんが俺に向ける感情は、冬ふゆ季きや、八や雲くもが向けてくれたものとはまったく違っている。

　物語の中の〝王子様〟。

　自分の中にあるイメージを、たまたま近くにいた俺に重ねただけ。

　そんな感情をぶつけられても、困ってしまうだけだ。

「……なあ、どうして西さい園おん寺じさんは冬ふゆ季きをこんなに目の敵にしているんだ？」

「具体的な理由は分かりません。なので今から話すことはただの憶測でしかないのですが……」

「それでもいいよ」

「では……ハル君も最初感じたと思うのですが、西さい園おん寺じさんは頭があまりよくはありません」

　ストレートに言うなぁ。

「見下しているとかそういう話でもなく、純粋に西さい園おん寺じさんは勉学に弱いのです。そして運動にも、経営学にも、創作にも」

「それは……」

「あらゆることが人並み以下。それが西さい園おん寺じ夏なつ海みという人間なんです」

　言い方からして、冬ふゆ季きと比べて劣っている……というわけでもないようだ。

　テストでは平均点を超えたことはなく、常に赤点か、ギリギリ免まぬがれたかどうかという程度。

　百メートル走は完走することができず、途中で歩いてしまう。

　弟が生まれるまでは跡継ぎのために仕事のことを勉強していたらしいが、あまりにも身につかないためすぐさま断念。

　最終手段として西さい園おん寺じ家は婿を招くために花嫁修業を積ませたが、料理中に火事が起こり練習場にしていた別荘が全焼。

　やることなすことがすべて上う手まくいかない特異体質────。

　そう冬ふゆ季きは俺に語ってくれた。

「……それでもああやって元気に振る舞えるってことは、相当メンタルが強いんだな、西さい園おん寺じさんは」

「ええ、そこはお世辞抜きで私も見習いたい部分です。本当にあの人は強い。だけど、あの様子を見る限り……そろそろ限界が近いようですね」

　あの涙は、心が折れかけているというサインだったのかもしれない。

　いくらメンタルが強くても、何度も何度も壁にぶつかれば無傷ではいられない。

「長男が生まれ、西さい園おん寺じさんは益ます々ます居場所を失いつつあるのかもしれません。そんな自分を守るために……自分を保つために、歳としが同じで、令嬢という立場すらも同じである私に勝とうとしているのかもしれません」

　すべては冬ふゆ季きの憶測。しかし、説得力はひとしおだ。

　同じ立場でありながら、何もかも上う手まくいかずお荷物になりかけている自分と、何でもできて誰からも必要とされる冬ふゆ季き。

　どうして自分はあの人みたいに上う手まくできないのだろう。

　彼女の体は、コンプレックスという水を吸って酷ひどく重くなっているに違いない。

「あの特徴的な口調も昔から変わっていませんし、きっとあれも西さい園おん寺じ夏なつ海みでいるために必要な要素なんでしょう」

「俺から見れば……西さい園おん寺じさんだって十分魅力的なんだけどな」

「むっ、彼女の前で他の女を褒めるとは言い度胸ですねっ」

「あ」

　不機嫌そうに頰を膨らませた冬ふゆ季きを見て、俺は焦あせる。

　しかし弁明しようとする前に、彼女はため息を吐ついて苦笑いを浮かべた。

「怒っていませんよ。私もハル君と同じことを思っていますから」

「……そうか」

「はい。西さい園おん寺じさんの魅力は、目に見える結果にはありません。彼女の本当の魅力は、そのメンタルの強さと、ハル君に匹敵する底なしの優しさだと思っています」

「俺と比べられるのはむず痒がゆいけど……」

　でも、本当に俺と同じことを思っていたようだ。

「……ハル君、西さい園おん寺じさんを追ってもらえませんか？」

「え？」

「私と彼女では、どうしても相性が悪い部分があるみたいなので……ハル君を他の女の下に向かわせるのは本当に嫌ですが……本当に！　嫌ですが！　今日のところは、私が悪いので」

「……分かったよ」

　俺は苦笑いを浮かべ、再び彼女の頭を撫なでる。

「少し話を聞いてくる。西さい園おん寺じさんは、どうにも他人とは思えないからさ」

「……はい、お願いします」

　俺は西さい園おん寺じさんが走っていった方向に駆けだす。

　素直に冬ふゆ季きに頼られたから張り切っているというのももちろんあるが、やはり西さい園おん寺じさんの苦しみは他ひ人と事ごとではなかったのだ。

　冬ふゆ季きや雅まさ也やといった〝持つ者〟と共に過ごしていた俺は、〝持たざる者〟の気持ちが分かってしまうから────。

（……あれ、そういえば）

　月つき村むらさんはどこへ行ったのだろう。

　いつの間にか姿が見えなくなっており、周囲を見渡しても影すら確認できない。

（もしかして、先に西さい園おん寺じさんのところに行っている？）

　それなら俺の仕事はあまりないかもしれないな。





◇◆◇






「……いた」

　プライベートビーチの端っこに、西さい園おん寺じさんはポツンと座っていた。

　その周りに月つき村むらさんの姿はない。

　予想は外れたが、ある意味予定通りではある。

「西さい園おん寺じさん」

「春はる幸ゆき様……」

　泣きべそをかいている彼女の隣に腰掛ける。

　もちろん、それなりの距離は保っているが。

「その……すみませんでした、春はる幸ゆき様」

「え？」

「東とう条じよう冬ふゆ季きに言われた通り、確かに私わたくしはあなたを利用していましたわ。あの人からあなたを奪うことで、自分にも優れている部分があると……そう思いたかっただけ」

　冬ふゆ季きの推測は、ほとんど合っていたようだ。

　こうして素直に謝ることができる人間を、俺は尊敬する。
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　自分の非を認めるというのは、恥ずかしいし、情けないし、苦しい。

　大人になればなるほど、きっと謝るという行為は難しくなるから────。

「俺は気にしてないですよ。冬ふゆ季きは……やっぱりちょっと怒ってましたけど、言い過ぎたって反省もしてました。筋じゃないとは思いますが、代わって謝らせてください」

「そんなっ！　春はる幸ゆき様も……東とう条じよう冬ふゆ季きも、悪いことは何もしていませんわ……」

「……西さい園おん寺じさんは、どうして冬ふゆ季きを負かしたいんだ？」

　それは、答え合わせにも近い質問だった。

「……東とう条じよう冬ふゆ季きは、どこを見ても完璧ですわ。非の打ちどころがない人間……私わたくしとは違う」

「……」

「そんな彼女に何か一つでも勝った部分があれば、私わたくしはずっと自分を肯定して生きていけると思ったのですわ」

　ここも冬ふゆ季きの憶測と一致している。

　しかし、ここから徐々に予想外の方向へと言葉が変わっていった。

「あと、単純に友達に構ってほしいだけですわね」

「……ああ」

　そうか、そういうことか。

「東とう条じよう冬ふゆ季きは私わたくしを鬱陶しい存在だと思っているかもしれませんが、私わたくしは……初めてできた友達だと思っていまして……その、一緒に遊べたらと、思ってしまいますの」

　話はすべて単純だった。

　西さい園おん寺じさんは、似た立場である冬ふゆ季きにシンパシーを感じ、共に遊びたいと思っていただけだったのだ。

　何とも可か愛わいらしい望みではないか。

「こ、これは東とう条じよう冬ふゆ季きには言わないでくださいまし！　恥ずかしいですわ！」

「ははっ、分かりました。今の話は俺の胸の内にしまっておきます」

　俺は他人の秘密をバラして喜ぶような人間ではない。

　だから今の話だって、自分から人に話すことは決してない。

「今この場で言うのは気休めにしかならないかもしれませんが……」

「……？」

「たとえできないことの方が多くとも、西さい園おん寺じさんは十分素晴らしい人だと思いますよ」

「へ!?」

「直接はまだ伝えられてませんでしたけど、沖に流されてしまった女の子を見つけた時、真っ先に体が動いたあなたは誰よりもかっこよかった。危険も伴っていたから手放しに誉ほめることはできないけど……それでも、あの場では一番あなたが勇敢だった」

　その姿に衝撃を受け、自分が落ち込む羽目にもなったけれど────。

「結果はどうであれば、俺は何もしなかった人より、何かをしようとした人に憧れます。だから……少なくとも、俺はあなたを肯定したいです」

「っ……」

「偉そうに言える立場でもないですけどね……すみません」

　途端に恥ずかしくなり、俺は立ち上がる。

　尻についた砂を払い、そして西さい園おん寺じさんの方へ手を伸ばした。

「戻りませんか、西さい園おん寺じさん。勝負とか抜きで、冬ふゆ季きと話しましょう。彼女もあなたのことを心配してるはずなので」

「東とう条じよう冬ふゆ季きが私わたくしを……？」

「自分で言うのもなんですが、俺は冬ふゆ季きからすごく大事にしてもらっています。そんな俺を他の女性の下に行かせるなんて、よほどのことなんですよ。だから冬ふゆ季きにとって、あなたはただの知り合い程度の存在ではないんです」

「ほ、本当に……？」

「はい、俺が保証します」

　西さい園おん寺じさんは、少しの間俺と俺の手を見比べていた。

　そしておそるおそるといった様子で手を取り、立ち上がる。

「し、仕方ありませんわね……東とう条じよう冬ふゆ季きが私わたくしとお話ししたいというのであれば、考えて差し上げますわ！」

　ここに来て素直になれない西さい園おん寺じさんを見て、俺は思わず笑ってしまう。

　俺もいずれちゃんと友人になれたらと、心の底からそう願った。

「────いけませんね、夏なつ海み様」

「ッ!?」

「ちゃんと当初の計画を守りましょう。途中で物事を投げ出す人間は、どこへ行っても好まれませんよ」

　突然後ろから口をふさがれ、俺は身動きを封じられてしまう。

　声からして、俺の後ろに立っているのは月つき村むらさんだ。

　何とか振りほどこうとするが、想像を絶する力で押さえ込まれ身動きが取れない。

「つ、月つき村むら!?　何をしているの！」

「あなたの望みを叶かなえようとしているのです。東とう条じよう冬ふゆ季きに勝ちたいのでしょう？」

「うっ……」

「大丈夫です。このまま私の作戦を実行すれば、あなたは彼女に勝利することができます」

「で、でも……」

「それとも、ここで怖おじ気けづきますか？　このまま一生負け犬として、西さい園おん寺じ家のお荷物として生きていくおつもりですか？」

「……それは」

　西さい園おん寺じさんは悔しげに唇を嚙かんでいる。

　俺はそんな彼女に声をかけようとするが、月つき村むらさんに押さえ込まれているせいで口が開かない。

　おかしい。月つき村むらさんはどこかおかしい。

　すごくまずい方向に話を持っていこうとしているような、気持ちの悪い違和感があった。

「夏なつ海み様、私を信じてください。これまで私は、世話役としてずっとあなたのことを一番に考えておりました。これらもすべてあなたのための行動です」

「う……ううっ……わ、分かりましたわ！　月つき村むら！　春はる幸ゆき様を連れて行って！」

「はい、かしこまりました」

　俺はうめき声しか出せないまま、月つき村むらさんによってビーチの外へと連れ出される。

　スマホを手に取ろうにも、両腕は月つき村むらさんの片腕によってきつく締め付けられており、指が上う手まく動かせない。

（日ひ野のさんは……！）

　情けない話だが、こういう状況で頼りたくなるのは彼女だ。

　しかし助けを求めるように周囲を見渡しても、その姿はない。

　よく考えれば当たり前の話。彼女は冬ふゆ季きの秘書兼護衛なのだから、俺の方にいるわけがないのだ。

　そもそもの話、この状況で俺が拉致されるなんてことを誰が予想できるだろう。

　結局俺は何もできないままビーチの外まで連れ出され、手足の拘束と猿ぐつわを嚙かませられた状態で、車に連れ込まれた。

　運転は月つき村むらさん。そして俺の隣には、西さい園おん寺じさんが座っている。

「申し訳ありません、春はる幸ゆき様……用が済めばすぐに解放いたしますわ」

「……っ」

　無情にも、車は発進してしまう。

　あっという間にホテルの敷しき地ちから出て、外の道路を走りだした。

　ホテルが遠ざかっていく。




　冬ふゆ季きが、遠ざかっていく────。
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「ハル君は見つかりましたか？」

「ホテルの敷しき地ち内ないにはいませんでした。おそらく、すでに連れ出されてしまっているかと」

「……やはりそうですか」

　朝あさ陽ひと共にホテルのロビーに戻った私は、彼女に調べてもらったハル君の行方についての報告を聞いていた。

　ハル君を西さい園おん寺じさんの下に送り出してから、すでに一時間近く経過している。

　さすがに遅すぎると思って確認しにいったところ、そこに彼らの姿はなかった。

　ハル君が私に黙ってどこかへ行ってしまうなんてことは、まずあり得ない。

　仮に避けられない問題が起きてどこかへ避難しなければならない状況になったとしても、最低限スマホにメッセージは飛ばしてくれるはず。

　それがないということは、彼は自分の意思に反する形でどこかへ連れて行かれたということだ。

　……もちろん、ハル君が心変わりをして西さい園おん寺じさんと駆け落ちしてしまった可能性も否定しきれない。

　いつも自信に満みち溢あふれている私も、愛する人に対しては不安になってしまうことだってある。

　しかし、その可能性は極めてゼロに近いという確信があった。

　その根拠は、砂浜にあった三人分の足跡。

　うち二つは西さい園おん寺じさんとハル君のもの。

　残った一つは────。

「足跡の大きさ、深さから体型を予想するのであれば、やはり月つき村むら夕ゆう真まが有力かと。現在ホテル側に監視カメラ映像のチェックを頼んでいますので、すぐに裏付けができるはずです」

「ありがとうございます、朝あさ陽ひ」

　私は口元に手を当てて、考える。

　今日会った月つき村むらさんからは、常によくない気配がしていた。

　何かを企たくらんでいるような、悪意に近い気配。

　こういう時、私の〝人を見る目〟は役に立つ。

　ただ相手が何を考えているのかというところまでは、さすがに分からない。

　分析能力で予想することは容易たやすいけれど、月つき村むらさんのような優秀な人間は心を閉ざして思考を漏れなくすることができる。

　そうなると私にも時間が必要だ。

　長く相手とコミュニケーションを取ることで、ようやく考えが読めるようになる。

　しかし今回は時間が足りな過ぎて、まだ月つき村むらさんの行動は読めていない。

「冬ふゆ季きお嬢様」

「ハワード、来てくれたんですか？」

「当然です。先に日ひ野のの方から連絡を受けて、監視カメラの確認を行ってきました」

「助かります。それで、映像はどうでしたか？」

「敷しき地ち内ないのカメラには稲いな森もり様の姿も、西さい園おん寺じ様も月つき村むら夕ゆう真まの姿も映っておりません。これで月つき村むらが先導しているのは間違いないでしょう」

「ええ、そうですね」

　カメラに映らない。

　そんな芸当ができるのは、ここに居る朝あさ陽ひ、ハワード、そして月つき村むらさんくらい。

　万が一にも別の組織────例えば身みの代しろ金きん目的で西さい園おん寺じさんを襲う誘拐犯などが関わっているのであれば、監視カメラを搔かい潜くぐることは中々難しいはず。

　少人数での犯行ならカメラに映らないよう行動することもできるかもしれないけれど、その人数で月つき村むらさんを何とかできるとも思えない。

　今もっとも有力なのは、西さい園おん寺じさんがハル君を我が物にするため、月つき村むらさんに指示を出して攫さらったという説。

　だけど、そう決めつけるには気になることが多すぎる。

　それに西さい園おん寺じさんがそこまで非道な手段を取れる人間だとは思えない。

　まだ、そう思いたくないだけかもしれないけれど────。

「……一つ気になることとしては」

「？」

「外部からホテル側で認知していない車が一台駐車場に入り、十分も経たたずに出て行きました。運転手の姿は確認できておらず、滞在時間から見てホテルから不審車両登録されています」

「不審車両……」

　断定するには情報が少ないけれど、逆にそれ以外の情報がない以上、間違っていたとしても確認して可能性を潰す他ない。

「冬ふゆ季きお嬢様、念のため確認しておきたいのですが、稲いな森もり様のＧＰＳは反応していないのでしょうか」

「残念ながら、反応はありません。スマホを壊されているか、電波を遮断する何かに入れられてしまったか、それとも電波の届かないところに移動してしまっているか……」

「私としては二つ目が有力に思えます。西さい園おん寺じ様が関わっているのであれば、スマホを破壊するほど犯罪に近い行動は起こさないだろうということと、この周辺で電波が届かない場所が存在しないからです」

「概おおむね同意見ですね」

　やはり情報はホテルから出て行った不審車両しかない。

　ここはつべこべ言って悩んでいないで追いかけるのが吉でしょう。

「朝あさ陽ひ、例の物の手配は済んでいますか？」

「はい。すでにホテルに到着し、メンテナンスも終了しております」

「相変わらず仕事が早いですね。ありがとうございます」

　ハル君に危険が迫っている。

　彼の人生を背負わせてもらっている以上、私はあらゆることから守る義務があるのだ。

「冬ふゆ季きお嬢様、こちらナンバーが写っている車両の写真でございます」

「助かります。ついでと言ってはなんですが……」

「皆まで言わないでください。もちろんお供させていただきます」

「……ありがとうございます」

　私は受け取った写真の中にある黒い車両を睨にらみつける。

　ハル君に────私の大切な人に手を出したこと、絶対に後悔させてみせましょう。
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「降りてください。大丈夫です、手荒なことはしませんから」

「……」

「苦しいでしょうし、猿ぐつわだけは取って差し上げましょう。夏なつ海み様はこの間に車の中でお着替えください。後ろに衣服の用意はございますので」

　猿ぐつわだけ外された俺は、促されるままに西さい園おん寺じさんを残して車から降りた。

　月つき村むらさんに連れてこられた場所は、放置され廃はい墟きよと化したスーパーマーケット。

　火山地帯へと続く道の途中にあり、住宅街からはかなり離れている。

　日本で言う道の駅やサービスエリアのような役割を果たしていたのだろう。

　車がたくさん止められるよう、駐車場はかなり広い。

「さて、奥の方まで進んでいただきましょうか」

　建物の中には、元々は商品だったであろうゴミが散乱していた。

　陳列棚が一部倒れていたり、天井が抜けて欠けていたりと危険な匂いもする。

　足を踏み入れたいとは思えないが、下手に逆らえない空気があった。

　刃物を突き立てられているわけでもない。銃口を向けられているわけでもない。

　それでも、ここから逃げ出そうとした瞬間、瞬またたく間まに足を奪われてしまいそうな予感がしていた。

　いくら日ひ野のさんから護身術を学んでいようとも、たった数ヵ月の訓練ではおそらく月つき村むらさんには敵かなわない。

「着替えてきました……」

「夏なつ海み様、そこのパイプ椅子に稲いな森もり様を縛り付けましょう。身動きを完全に封じるのです」

「わ、分かりましたわ」

　ロープを渡された西さい園おん寺じさんは、それを用いて俺の体を椅子に括くくりつける。

「西さい園おん寺じさん……こんなことをしても何の意味もないですよ」

「ご、ごめんなさい……本当に」

「……？」

　西さい園おん寺じさんの様子がおかしい。

　冬ふゆ季きとの勝負とか、俺への執着とか、そういうものを気にしている様子がない。

　むしろ何かに怯おびえているような、恐怖の色が顔に浮かんでいる。

（……原因は月つき村むらさんか？）

　ちらりと月つき村むらさんの様子を確認する。

　彼はどこかに連絡を取っているようで、少し離れた位置で電話をしていた。

　一体何を企たくらんでいるのか。さすがにこの行動が西さい園おん寺じさんを冬ふゆ季きに勝たせるためではないことくらいは、俺でも分かる。

「……ふぅ、ではそろそろ始めましょうか」

　電話を終え、月つき村むらさんが戻ってくる。

　彼はニコニコと胡う散さん臭くさい笑みを浮かべながら、椅子に縛られた俺を見下ろした。

「夏なつ海み様」

「は、はい」

「東とう条じよう冬ふゆ季きから彼を奪いたいのですよね？」

「それは……」

「もし奪うことができれば、あなたは女として東とう条じよう冬ふゆ季きに勝つことができます。何の才能もないと思われていたあなたが、ついに長所を得ることができるんですよ？」

「うっ……」

「成し遂げましょう、夏なつ海み様。あなたは決して無能なんかじゃありません」

「でも……どうすれば」

「簡単な話ですよ」

　月つき村むらさんは笑みを浮かべたまま、西さい園おん寺じさんの体を指差す。

「既成事実を作ってしまえばいいのです」

「え!?」

「その体を使って、稲いな森もり春はる幸ゆきと肉体関係を結んでしまいましょう。お優しい彼のことです。一度夏なつ海み様と結ばれてしまえば、もう蔑ないがしろにすることはできないでしょうから」

　その発言を聞いて、背筋に寒気が走る。

　この人は、俺たちを人として見ていない。

　まるで獣同士を交配させるかのような────すごく嫌な言い方だ。

「夏なつ海み様、行動はお早めに。東とう条じよう冬ふゆ季きのことです。稲いな森もり春はる幸ゆきのスマホは電源を切って電波を通さないケースの中に保管してありますし、できる限りの証拠は残さずにここまで来ましたが、すぐにこの場所を特定することくらいやってのけても不思議ではありません」

「う……でも、どうすればいいか分かりませんわ」

「……はぁ、そういえば夏なつ海み様は経験がないんでしたね」

　西さい園おん寺じさんの顔が羞恥で赤く染まる。

　月つき村むらさんは一体何者なんだ。

　とてもじゃないが、仕えるべき存在に対する言葉だとは思えない。

「ひとまず彼の上に跨またがってみましょうか。性行為はまずムードが大切ですからね」

「で、でも────」

「でもはもう聞き飽きましたよ、夏なつ海み様。まずは行動、すべてはそれからです」

「っ……」

　西さい園おん寺じさんは俺と月つき村むらさんの顔を見比べた後、おそるおそるこちらに歩み寄ってきた。

　そして俺の太ももの上に跨またがる形で、目と鼻の先まで密着してくる。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　俺に謝罪の言葉をこぼす西さい園おん寺じさんの目からは、今にも涙が溢あふれ出でそうになっていた。

　やはりどう見ても力関係が逆転している。

　きっと今の西さい園おん寺じさんには、月つき村むらさんに逆らえない理由があるのだ。

「こんなことをしても無駄ですよ……俺の気持ちが冬ふゆ季き以外の人に揺らぐことはありません」

「気持ちなど後回しだっていいじゃないですか。肉体関係から始まる恋愛もあるそうですよ？」

「っ、人のことを何だと思っているんですか……！」

「私は夏なつ海み様の願いを叶かなえるべく行動しているに過ぎません。そのためならばあなた一人の自由を奪うことくらい容易たやすくこなしてみせましょう」

　噓うその匂いがする。

　それは月つき村むらさんのこの行動が、西さい園おん寺じさんのためでも何でもないことを意味していた。

　得体が知れな過ぎる。

　下手な行動を取れば、俺は無事なまま冬ふゆ季きの下に帰ることができなくなるかもしれない。

　それは確信にも近い予感だった。

「夏なつ海み様、まずは唇を奪ってしまいましょう。大丈夫です。これから始まる行為に関しては、私がレクチャーしていきますので」

「唇を奪うって……キス、するってことですの？」

　西さい園おん寺じさんの視線が、俺の唇に向けられる。

　それに対し、俺は首を横に振った。

　ここで西さい園おん寺じさんと唇を合わせれば、間違いなく冬ふゆ季きが悲しむ。

　付け加えるのであれば、西さい園おん寺じさんだってこんな形でファーストキスを失うことは避けたいはずだ。

「西さい園おん寺じさん……！　冷静になってくれ！」

「……っ」

「これが逆の立場なら、無理やり唇を奪われて嬉うれしいと思うのか!?　どんな形でも、人から無理矢理何かを奪うことはしちゃいけないんだ！」

　俺の訴えが響いたのか、西さい園おん寺じさんの体がびくっと跳ねた。

「そうですわ……こんな形で春はる幸ゆき様を奪うことができても、何の意味もない……」

「西さい園おん寺じさん……！」

　これなら説得できるかもしれない。

　彼女が正気に戻って月つき村むらさんに命令を出せば、彼だって逆らうわけにはいかないはず。

　しかしこの事態が収束するかもしれないという一筋の光が見えた瞬間、それをかき消すかのように突然西さい園おん寺じさんの体が大きく揺れた。

「はぁ、情けない。やはりあなたは西さい園おん寺じ家の唯一の汚点のようですね」

「つ、月つき村むら……!?」

「仕方ありません、このまま当初の予定を決行しましょうか」

　月つき村むらさんは、主であるはずの西さい園おん寺じさんの髪の毛を摑つかみ、強引に床に引き倒した。

　怪しんではいたものの、この月つき村むらさんの豹ひよう変へんぶりには思わず言葉を失ってしまう。

「Ready」

　月つき村むらさんは首元のネクタイを緩めながら、そう一言つぶやいた。

　すると建物の入口の方から、数名の屈強な男たちが現れる。

　ガタイや顔つきを見る限り、日本人らしき人物は一人もいない。

「月つき村むら……これはどういう」

「夏なつ海み様、あなたにはここで消えていただこうと思いまして」

「ッ!?」

　月つき村むらさんは、そう告げながらジャケットの裏に隠してあったナイフを取り出した。

　素しろ人うと目めでしかないが、あのナイフは本物である気がする。

　ずっと俺たちの周りにまとわりついていた嫌な気配の正体が、やっと分かった。

　これは、死の気配。

　両親がいなくなった時に感じた、息苦しくなるほどの邪悪な気配だ。

「そんな……あなたは、私わたくしを守るために……」

「あなたのお父様からはそう仰おおせつかっています。しかし、いい加減我慢の限界なんですよ」

　ついに胡う散さん臭くさい笑みを消した月つき村むらさん────いや、月つき村むらは、怒りの形相を浮かべて西さい園おん寺じさんの前に立ちはだかった。

「来る日も来る日もダラダラと家柄に甘えて生きるお前の尻拭いばかり。俺は優秀な人間だ。だからそんな仕事だって完璧にこなせる。だけどな、俺はガキのお守りのために西さい園おん寺じグループに入った訳じゃねぇんだよ」

「きゃっ!?」

　正体を現した月つき村むらは、立ち上がろうとした西さい園おん寺じさんの肩を蹴り飛ばし再び床に叩たたきつける。

「お前のせいで俺は出世の道を完全に絶たれてんだよ。だからお前さえいなくなれば、きっと弟様の秘書にしてもらえる……！」

「……こんなことをしたあんたじゃ、秘書にしてもらえるわけないと思うぞ」

「生いけ贄にえは口を挟んでこないでいただけます？」

「……生いけ贄にえ？」

　月つき村むらはナイフを持って縛られた俺の後ろに回り込むと、その柄つかを無理やり握らせてきた。

　その行動で俺は察する。

　こいつは、俺を西さい園おん寺じさん殺害の犯人に仕立て上げるつもりだ。

「俺の指紋は手袋をつけているから当然ついていない。が、これでお前の指紋はべったりとついたな」

「ふざけるな……！　こんなことをしたってあんたの罪は絶対暴かれる！」

「素しろ人うとのガキが……何も分かってねぇな。証拠なんて後からいくらでも作れるんだよ。そこにいる連中は、そういう偽装に関するスペシャリストだ。この日このお嬢様を亡なき者にするため、あらかじめ呼んでおいた」

　入口を塞ぐように立っている男たちは、この状況をニヤニヤとした顔で眺めながら、自分たちの出番を待っていた。

「シナリオはこうだ！　西さい園おん寺じ夏なつ海みは稲いな森もり春はる幸ゆきに惚ほれ込こみ、稲いな森もり春はる幸ゆきも婚約者である東とう条じよう冬ふゆ季きを捨て、西さい園おん寺じ夏なつ海みと共に生きることを選ぶ！　しかし状況は最悪。激怒した東とう条じようグループの追っ手から逃げられないことを悟った二人は、二人きりになれる場所で心中。あの世で永遠に結ばれた────」

「なっ……」

「それともこうか？　西さい園おん寺じ夏なつ海みによって拉致された稲いな森もり春はる幸ゆきは、目の前で婚約者である東とう条じよう冬ふゆ季きを貶けなされ、怒りで我を忘れ隠し持っていたナイフで西さい園おん寺じ夏なつ海みを刺殺。その後我々に取り押さえられ警察に連行。日本で裁判を受け、証拠不十分で無罪判決を得る。しかし稲いな森もり春はる幸ゆきに大事な令嬢を殺された西さい園おん寺じグループの怒りは収まらず、事故死に見せかけ稲いな森もり春はる幸ゆきを処分……うーん、どれも実現できそうなシナリオだ」

　駄目だ、まったくもって理解できない。

　この人は、俺の理ことわりの外にいる人間だ。

「そ、そんなシナリオ……東とう条じよう冬ふゆ季きなら看破できるはずですわ！」

「はっ、確かに東とう条じよう冬ふゆ季きは超人だ。だが、所詮ガキはガキ。できることに限界はある」

　月つき村むらは冷徹に、冷酷に、西さい園おん寺じさんの首を摑つかんで床に押し付けた。

「かっ……は」

「俺なら誰の目だって欺ける。お前のお優しいお父様も、所詮は俺を役立たずのお守りにつけるような無能なゴミだ。どいつもこいつも無能だらけ……この俺の犯行が、そんな奴やつらに暴かれるはずがないんだよ」

　────自分のちっぽけさが嫌になる。

　彼の話は、どう聞いても世よ迷まい言ごとだ。

　上う手まく行くはずのない犯行計画。

　しかし月つき村むらからは、冬ふゆ季きや秋あき本もと先輩のような、選ばれし者に近い気配を感じる。

　彼女らのすごいところは、どんな世よ迷まい言ごとも世よ迷まい言ごとのまま終わらせないところ。

　不可能を可能にしてしまうほどの、存在感の強さだ。

　それをまったく知らない人間からすれば、きっと月つき村むらの言葉も理解できないだろう。

　俺は理解できてしまう。前例を知っているから。

　月つき村むらの中には、確実に自分が罪に問われないようにするプランがあるのだ。

「まあ秘書としての俺の評価が下がることは避けられないが……無能のお守りさえ脱却できれば、後はどうにでもなるからな。別のやり方でじっくり成り上がるとするさ」

「……あんたの目的は、成り上がりなのか？」

「ああ、まあな」

「それならどうして秘書にこだわる必要がある。自分で会社を立ち上げたりした方がよほどいい立場になれるだろ」

「お前も馬鹿だな。そんな簡単なやり方じゃ頂点なんざ取れねぇよ」

「……は？」

「大学時代に創った会社は、今や大企業の仲間入り。死ぬほど稼いだ上で、社長はその時の仲間に一旦譲ってある」

　そう何でもないことのように言い切ってみせる月つき村むら。

　ムキになってついた噓うそなんかじゃない。これもおそらくただの事実だ。

「だが、企業として頂点を取るためには、ただ成功するだけじゃ駄目だ。人脈や時間、築き上げた信頼がものを言う世界なんだよ。それらの条件を手っ取り早く用意するためには、でかい企業を乗っ取っちまえばいい」

「乗っ取る……？」

「跡継ぎの秘書になって、裏から操ってやるんだよ。幼い頃から少しずつ洗脳して、俺の助言なら何でも聞くような傀かい儡らいに仕立て上げるんだ」

「だから跡継ぎになるであろう長男の秘書になりたがっているのか……！」

「そういうことだ。よくできました、ボクちゃんにも花丸をあげまちゅね」

　ケラケラと俺を笑う月つき村むらに、嫌けん悪お感かんが止まらない。

　こいつにとって、すべてはただのゲームに過ぎないのだろう。

　自分がすべてを手に入れるまでの、その名の通りの人生ゲーム。

　そのために人が犠牲になったところで、月つき村むらは何も感じない。

　この男にとって、自分以外の存在はすべてどうでもいいのだ。

「じゃあ……私わたくしに向けてくれていた笑顔も……すべて噓うそだったんですの……？」

「すべてが噓うそ、というわけではありませんでしたよ、夏なつ海み様」

「っ……！」

「まあ────」

　月つき村むらは初めて出会った時と同じ世話好きの優しげな笑みを浮かべた後、それをただの嘲笑へと変えた。

「無能なくせに胸を張って偉そうに道を歩くその姿が、あまりにも滑稽だったからなぁ……頰が緩んで仕方なかったよ。会社の人間はずっと心配していた！　東とう条じよう冬ふゆ季きが東とう条じようグループを継ぐことが決まっているように、あの馬鹿娘が社長になるようなことがあったらどうしよう、自分たちの働きがすべて無駄になってしまうとね！　両親もさぞお前のような娘は疎うとましかっただろうさ！　長男が生まれて大喜びしていた二人の顔が、お前の頭の中にも残ってるだろ！」

「う……ううっ」

「何だったら最さい期ごくらい役に立ってみるか？　この無駄に綺き麗れいな髪と体なら奴やつらも好物だろうしな！」

　月つき村むらが待機中の男たちに声をかけると、彼らは下品な視線を西さい園おん寺じさんに向け始める。

　嫌けん悪お感かんで頭がどうにかなりそうだった。

　しかし、この状況を利用しない手はない。

（この椅子がパイプ椅子で助かった……）

　パイプ椅子の背もたれは、ちょうど腰の辺りが空いている。

　俺は縛られた手でＴシャツの一部をめくり上げ、ズボンのベルトに触れた。

　ここには正面にあるバックルとは違うもう一つの金具がついている。

　これは東とう条じようグループが開発した工具の一つで、俺が何かしらの緊急事態に陥った際、その万が一の状況を打開するために念のため日ひ野のさんに持たされた物だ。

　金具の上下についたポッチを同時に長押しすると、部品がスライドして小さな鋭い刃が飛び出す。

　ここに来る時のボディチェックでスマホや財布などは取り上げられてしまったが、さすがにベルトにこんな物が仕込まれているとは想像もしなかっただろう。

　これがあれば、ロープを切ることも容易だ。

　月つき村むらという存在の前でそれを行おうとすれば、もしかしたら見破られてしまうかもしれない。

　しかし西さい園おん寺じさんに注目が集まっているこの状況なら────。

（……よし）

　わずかな動きで、ロープに切れ込みを入れることができた。

　これならいつでも引きちぎって拘束を解くことができる。

「……ま、それで変に証拠が残っちまったら本末転倒だからな。そろそろお別れの時間だ、夏なつ海み様。せっかくだ、最後にいつもの泣きべそを見せてくれよ。何かで負けるたびに一人でこっそりかいていた、あの無様な泣きべそをさぁ！」

「────いやですわ」

「あ？」

「泣いてなどやるものですか……！　最さい期ごくらい、あなたの思い通りにはさせませんわ！」

　涙の滲にじんだ目で、西さい園おん寺じさんは月つき村むらを睨にらむ。

　あまりにも、あまりにも小さな反撃。

　しかし、それこそが月つき村むらの余裕を崩した。

「……何だよそれ。本当につまらねぇ女だなァ！」

「っ！」

　月つき村むらがナイフを振り上げる。

　彼の血走った目は、その行動がただの威嚇ではないことを示していた。

（……ここまでか）

　俺は切れ込みを入れたロープを引きちぎり、自由になった体でそのまま月つき村むらの体を突き飛ばした。

「なっ……！」

　月つき村むらが体勢を崩して床に転がる。

　その間に俺は西さい園おん寺じさんの体を起こし、少しだけ月つき村むらから距離を取った。

「西さい園おん寺じさん！　立てるか!?」

「え、あ、……え!?」

　動け────るわけもないか。

　見たところ、西さい園おん寺じさんは腰を抜かしてしまっている。

　このままでは担かつがない限り移動させることは難しい。

「お前……！」

　思考を巡らせている間に、月つき村むらが体勢を立て直してしまった。

　目の前にいるのは月つき村むら一人だが、入口の方にはまだ男たちが待機している。

　一応日ひ野のさんから、対複数人戦の護身術は学ばせてもらっていた。

　しかしそれは素しろ人うと相手への対応の仕方であり、おそらく戦闘、喧けん嘩か慣れしているであろう彼らに通じるとは思えない。

（生きてここから出るためには……信じるしかない）

　冬ふゆ季きがこの事態に気づき、ここに援軍を送ってくれることを。

　俺にできることは、そのわずかな可能性にかけて時間を稼ぐことだけだ。

「Hey.Tsukimura! Would you like help?　（おい月つき村むら！　手伝おうか？）」

「No thank you. Wait there.　（問題ない。そこで待機しろ）」

　後ろの男たちは動く様子がない。

　しかし月つき村むらは憎々しげに俺を睨にらみながら、徐々にこちらとの距離を詰めようとしている。

　ただどうやって俺がロープを切ったのかが分からないせいか、むやみやたらに突っ込んでくる様子はなかった。

　正直助かる。体格差に任せて突っ込んでこられれば、すぐに決着がついていたかもしれないから。

「ふー……」

　ゆっくりと息を吐く。

　片腕は背中側に回し、もう片方の手で西さい園おん寺じさんを庇かばう。

　月つき村むらは、ロープを切るために使った凶器を俺がまだ持っていると考えているはずだ。

　そんな物はないが、背中側に腕を回しておくことで凶器を隠しているのではないかと警戒させることができる。

　自分を強く見せる。これも日ひ野のさんから教えてもらった護身術の一つだ。

「……思ったよりも面倒臭いな、お前。あの女秘書から何か習ってるのか？」

「毎日揉もんでもらってるよ。冬ふゆ季きのもっとも側そばにいる男として、護身術は必要だからな」

「へぇ……ってことは、大した練度ではねぇな」

「っ……」

「お前が東とう条じよう冬ふゆ季きと暮らし始めたのは、確か四月末頃だろ？　たった三ヵ月や四ヵ月ごときで、年単位の訓練を積んだ俺を無力化できるのか？」

「……」

　クソ……よく調べられている。

　奴やつの言う通り、無力化することは難しいだろう。

　俺だって、護身術を学んだ後は軽い全能感を覚えた。

　しかしどう足あ搔がいても日ひ野のさんから一本取れる気がしなくて、やがてそんな身の程知らずな感覚は消きえ失うせた。

　俺にできるのは、ちゃんと身の程を弁わきまえること。

　意識を、普段日ひ野のさんと訓練している時のものに切り替える。

「大人しくその女を渡せば、お前の命までは取らねぇよ。ただ、殺人犯にはなってもらうけどな」

「断る。引き渡すのも、殺人犯になるのもごめんだ」

「じゃあ……やっぱりお前にも消えてもらうしかねぇな」

　月つき村むらは狂気的な笑みを浮かべながら、俺たちに向かってくる。

　俺はとっさに近くにあった商品棚を摑つかみ、月つき村むらの方へ向けて引き倒した。

「チッ、こざかしい……！」

　俺の目の前に倒れた商品棚は、月つき村むらの進行を阻はばむことに成功する。

　この隙に西さい園おん寺じさんの体を少し引きずり、さらに奴やつから距離を取った。

「は、春はる幸ゆき様……」

「西さい園おん寺じさん、今から俺ができるだけ時間を稼ぐ。君はとにかく俺の後ろにいてくれ」

「わ……分かりましたわ」

　小声で会話をして、西さい園おん寺じさん自身のやるべきことを明確化させる。

　混乱というのは、緊急事態においてもっとも危険な状態だ。

　だから一旦自分がやるべきことを伝える。

　例えばそれがまったく意味のない行動だったとしても、目的があるだけで人は安心するものだ。

　俺は後ろに隠した腕で落ちていた缶のゴミを拾う。

「……月つき村むらさん、あんたに人の心はないのか？　どうしてこんなことができる」

「はぁ？　お前何か勘違いしているだろ」

「え？」

「俺にとって人っていうのは、俺のような優秀な奴やつらのことを指す。お前らみたいな無能は人間じゃねぇ。そんな奴やつらを痛めつけたところで、俺の良心は何も痛まねぇんだよ」

　思わず言葉を失った。

　根本的にまったく会話が成り立たない恐怖。

　言語が違うわけではない。

　それなのに、月つき村むらと俺はまったく会話ができている気がしなかった。

「優秀なら……何をやってもいいって言うのか」

「当たり前のことを聞くんじゃねぇよ。だからお前らは無能なんだ。優秀な人間は、たとえどんなことをやらかそうが自分で隠すことができるし、もし世に広まったとしても必ず必要としてくれる人間がいる。だがな、お前ら無能がいなくなったところで誰も困らねぇ。むしろ役立たずが減って世界がよくなる可能性すらある」

「っ、ふざけるな……！」

　拾った缶を月つき村むらの顔に向けて投げつける。

　しかし彼はそれをあっさりとかわし、気づけば俺の目と鼻の先にまで迫っていた。

「こんな見え透いた挑発に乗りやがって……あの東とう条じよう冬ふゆ季きが婚約者にした男ってことでどんなもんかと思っていたが、やっぱりお前も無能だったか」

「しまっ────」

　行動を起こそうとする前に、俺は月つき村むらによって床に組み伏せられてしまう。

「お前らは確かに無能だが、俺たちに利用されることでちゃんと価値は生まれるんだよ。だからお前らの〝命〟もちゃんと俺が利用してやる」

　邪悪な笑みを浮かべ、月つき村むらは俺の上でナイフを振り上げる。

　その動きが、俺には妙にゆっくりに感じられた。

（これで……終わりなのか？）

　西さい園おん寺じさんがこちらに向かって叫んでいる声が聞こえた。

　なんと無念な最さい期ごだろう。

　西さい園おん寺じさんはまったく悪くないのだが、このまま死ぬのならせめて冬ふゆ季きの側そばがよかったと思ってしまう。

　この妙に腹に響くエンジン音が、冬ふゆ季きが乗っているバイクの音だったらいいのに────。

（……あれ？）




　────バイクの、エンジン音？




「な、何だ!?」

　月つき村むらが建物の外に視線を向ける。

　それと同時に入口付近にいた男たちが何かに気づいたようで、一斉に建物の中に散らばるようにして逃げ込んだ。

「……まさか」

　月つき村むらがそうつぶやいた次の瞬間、入口のガラスを強引に突き破り、一台のバイクが建物の中に飛び込んでくる。

　バイクは散らばったゴミや商品棚を蹴散らした後、その動きを止める。

　そしてバイクに跨またがっていた〝少女〟は、ヘルメットを外しながら床に足を付けた。

「お待たせしてすみません……ハル君」

「ふゆ、き……？」

「はいっ、あなたの恋人の、東とう条じよう冬ふゆ季きですよ」

　そう告げながら、冬ふゆ季きは俺に笑顔を向けた。











■07：許すわけがないでしょう






「と、東とう条じよう冬ふゆ季き……!?　何な故ぜお前がここに……」

「ここまで来るだけでも、だいぶ苦労しました。ホテルを出て行った不審車両を追ったはいいものの、まさかそれも囮おとりだとは思っていなかったもので」

　冬ふゆ季きはふぅと小さくため息をこぼしながら、ゆっくり俺たちの方へと歩み寄ってくる。

「おそらく途中まではその車で移動し、待機させておいた別の車に乗り換えたのでしょう。店の外に私たちが最初に追った物とは別の種類の車が止まっていましたしね。さすがはあの月つき村むら夕ゆう真ま。用意周到で、事後処理も完璧です」

「完璧だったら、お前にこの場所はバレていなかったはずだ。ただ……百歩譲ってバレたとしても、たどり着くまでにはすべて終わっていたはず……どうしてこんなに早くここへたどり着くことができたんだ……!?」

「今のあなたには使えない手段を利用したんですよ」

「俺じゃ使えない手段……？」

「まずお父様に連絡して、東とう条じようグループが所有する人工衛星の使用許可をいただきました」

　おかしいな、聞き慣れない単語が突然飛び出してきたぞ。

「公道に設置された監視カメラには映らないルートを絞り込み、それに沿って人工衛星で捉えた映像を確認したところ、火山地帯に向かう車を見つけることができたのです」

「そ、そんなのありかよ……！　ＳＦの世界じゃねぇんだぞ!?」

「何を今更。東とう条じようグループの技術力があれば決して難しい話ではないことくらい、あなたも知っていたでしょう？　まあ、まさか最高責任者でもない私が私利私欲のために動かせるとは想像もしていなかったでしょうけど」

「だ、だが！　それだけじゃ俺がその車に乗っていると断定することはできないだろうが！」

「ごもっともですが、こんな辺境にある廃はい墟きよの駐車場に車を止めた時点で、九割ほど断定できました。拉致監禁場所としては、かなり条件のいい場所ですしね。念のために改装予定でもあるのかと土地の権利者に連絡を取りましたが、そんな予定もありませんでした。あとはここに止められた車以外に怪しい車両がなかったことが、一番の決め手でしたね」

「くっ……」

「場所さえ分かれば、次に考えることはどれだけ速くその場所にたどり着けるか。もし私があなたと同じ道を選んでいたら、きっとこの場に間に合うことはなかったでしょう」

　冬ふゆ季きはバイクの収納から何かの書類を取り出すと、それを月つき村むらに見せびらかすように揺らした。

「これ、何だと思います？」
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「……」

「分からないようなので教えて差し上げましょうか。これは、この辺り一帯の土地の権利書です」

「は、ハァ!?」

「道が複雑だからこそ、時間がかかるのです。ならば一直線に突っ切ることができれば、大幅に時間が短縮できるでしょう？　だから買ったのです。必要な土地をすべて」

「ば、馬鹿なことを言うな！　買うことはできたとしても、手続きにはそれなりの時間がかかるはずだ！」

「思ったよりも頭が固いですね、月つき村むらは。権利を買えたということは、直接土地の持ち主に連絡を取ることができたということです。ならばその時点で突っ切る許可をいただけばいいだけの話でしょう」

「そ、それなら……わざわざ買う必要はなかったんじゃ……」

「ああ、購入したのはついでですよ。いつかハワイの土地にハル君と過ごすための別荘を建てようかと思っていたので、どうせなら……と」

　今度は、月つき村むらが言葉を失う番だった。

　俺にとって月つき村むらは、脅威以外の何者でもない。

　どう背伸びしたって敵かなう気がしない────そんな存在だ。

　しかし、冬ふゆ季きはその月つき村むらを圧倒してみせている。

　誰がどう見ても、すでに格が違うことは明らかだった。

「さあ、そろそろ往生してハル君と西さい園おん寺じさんを解放してくださいませんか？　今言うことを聞けば、あなたのことも悪いようにはしません」

「……ははっ、想像以上に優秀だな、お前。だけど一人で来るってのは、さすがに舐なめすぎじゃねぇのか？」

「と言いますと？」

「そもそもこっちには人質がいる。そして人数はこっちの方が圧倒的に有利だ。外で突入の合図を待っているであろうお前の秘書の数を合わせても、こっちの方がまだまだ────」

「はぁ、月つき村むらさん、あなたにはがっかりです」

「あ？」

「朝あさ陽ひが待機していることと、私が今こうして喋しやべっていることがただの時間稼ぎであると見抜いていることは素晴らしいと思いますが、まだまだ詰めが甘いと言わざるを得ません」

「な……何の話を……」

「ヒントを差し上げましょうか。先ほどからあなたのお友達の姿が見えませんね。一体どこへ行ってしまったのでしょう？」

　月つき村むらは慌てた様子で周囲を見渡す。

　彼の視点からは見えないだろうが、床に倒れている俺には見えていた。

　商品棚の隙間で、意識を失っている男たちの姿が────。

「お前ら！　返事をしろ！」

「無駄だと思いますよ。彼らには当分の間眠っていてもらいますから」

「い、いつの間に……」

「だから言ったはずですよ？　私は時間を稼いでいたと」

「かっ!?」

　会話の途中、月つき村むらの声が途切れる。

　彼の首には、腕が巻き付いていた。

「何のためにわざわざ私が派手にバイクで突っ込んできたと思いますか？　まさか、格好つけるためだとか思っていましたか？」

「くっ……か」

「私がガラスを破って突っ込んできたことで、全員の注目は私に集まりました。そのタイミングを見計らって、同時に朝あさ陽ひを店内に忍び込ませたんですよ。そしてまだ私に注目が集まっているうちに、お仲間を無力化してもらいました。残ったのはあなた一人です」

　月つき村むらの首を絞める日ひ野のさんの腕に、さらに力がこもる。

　商品棚の陰と店内の薄暗さを利用して、日ひ野のさんはいつの間にか後ろに回り込んでいた。

　完全に意識を惹ひき付つけていた冬ふゆ季きも冬ふゆ季きだが、ゴミが散乱する店内で一切音を立てず回り込んでくる日ひ野のさんも、相変わらず理ことわりの外に生きている。

「あなたが人質を解放して改心するような人間ではないことは、十分理解していました。そして今、この状況でも心変わりしていないことに大変安あん堵どしています」

「っ!?」

　それまでニコニコとしていた冬ふゆ季きの顔が、一瞬にして怒りの形相に変化した。




「許すわけがないでしょう。私からハル君を奪おうとしたのに」




　その言葉を投げかけられた途端、それまで苦しげな表情をしていた月つき村むらの顔に、恐怖の色が混じった。

　そして次の瞬間、彼は俺を刺そうとしていたナイフを日ひ野のさんの腕に突き立てようとする。

　危ない────そう思った時には、すでに日ひ野のさんは俺を抱えて月つき村むらから距離を取っていた。

　抱えられている身なのに、どうやって抱えられたのかがまったく認識できていない。

　……さすがに人間離れし過ぎていないだろうか。

「ごほっ……はぁ……はぁ……ははっ、これだけ追いつめられたのは久しぶりだな」

「あなたほどの人が、これ以上の抵抗は無駄だと理解できていないのですか？」

「お前ほどの女が、俺が隠し玉を持っていることくらい予想できていないわけがねぇよなァ！」

「……」

　懐ふところから何かを取り出した月つき村むらは、それを床に向かって投げつけた。

　直後、俺たちの視界は閃せん光こうによって塗り潰される。

　いわゆる閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんというものだろう。まさか生きているうちにこの身で経験することになるとは思っていなかった。

「きゃっ……!?」

　小さな悲鳴が聞こえ、俺は振り返る。

　その声は間違いなく西さい園おん寺じさんのもの。

　しかし奪われた視界はすぐには戻らず、状況がまったく分からない。

　しばらく動けないままでいると、徐々に視界は戻ってきた。

　悲鳴が聞こえた時から察してはいたが、やはり西さい園おん寺じさんの姿はなくなっている。

　そして、月つき村むらの姿も。

「……はぁ、煙幕であればまだ対応しようがあったのですが、閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんともなるとさすがの朝あさ陽ひでも反応できませんでしたね」

「申し訳ありません、冬ふゆ季き様」

「責めているわけではありません。すでに私たちの最低限の仕事は終了しましたから」

　そう言いながら、冬ふゆ季きは俺の下に歩み寄ってくる。

　そして俺の体を、とにかく強く強く抱きしめた。

「ハル君、本当に……本当に、無事でよかったです」

「……ああ、心配かけてごめん」

「謝らないでください。ハル君は何も悪くありません」

　状況はまだ完全に解決したわけじゃない。

　冬ふゆ季きもそれを理解しているため、すぐに俺から離れた。

「冬ふゆ季き様、月つき村むらは裏口から西さい園おん寺じ様を連れて外に出たと思われます」

「そのようですね。外で車の音もしました。おそらく待機させていた仲間の車に乗り込み、逃走を図っているのでしょう」

「いかがなされますか」

「……」

　冬ふゆ季きは日ひ野のさんとの会話を一度止めると、俺の方へ向き直った。

「今から私たちで追えば、きっとすぐに追いつくことができるでしょう。もちろん万が一の危険を考慮して、後のことは警察に任せることもできます」

　ハル君は、どうしたいですか────。

　そう問いかけられた時点で、俺の答えは決まっていた。

「助けに、行ってあげたい。きっと今の西さい園おん寺じさんはすごく傷ついてる。それを放っておいたら、多分すごく後悔すると思うんだ」

「……同感です。ハル君ならそう言ってくれると思っていました」

　冬ふゆ季きは笑みを浮かべ、俺の手を取った。

「おそらく月つき村むらは、彼女の身柄を利用して西さい園おん寺じグループに身みの代しろ金きんを要求するつもりでしょう」

「身みの代しろ金きん？」

「大金を手に入れて別の土地でやり直すというのが、彼に残された最後の道です。ただ、どんな人間も自や棄けになってしまう可能性は十分にあります。西さい園おん寺じさんが無事でいられる保証は一切ありません」

「……」

「月つき村むらに時間を与えてはいけない。私たちで、引導を渡してあげましょう」

「ああ、そうだな……！」

　警察に任せることが一般的な最善策であるというのは、俺も理解している。

　だけど冬ふゆ季きの言った通り、西さい園おん寺じさんが無事なまま助かるという保証はない。

　命は助かったとしても、自や棄けになった月つき村むらによって一生消えない傷を残されてしまうかもしれないのだ。

　西さい園おん寺じさんにも、ずっと笑顔でいてほしい。

　あの時、西さい園おん寺じさんが沖に流されてしまった女の子を助けようとした時のように、今度は俺たちが彼女を助ける番だ。

「警察の方にも連絡はしてあるので、しばらくすれば応援に駆けつけてくれるでしょう。それまでは私たちでできる限り追いかけます」

「分かった」

「ハル君は私のバイクの後ろに。朝あさ陽ひはここに来た時と同じように車でついて来てください」

　そういえばすっかり意識の外に追い出されていたが、冬ふゆ季きはここにあるバイクで店内に突っ込んできたんだよな……。

　白の塗装が施された、スタイリッシュなバイク。

　種類などは詳しくないため分からないが、かなりカスタマイズされているような印象を受ける。

「これはお父様が保有するハワイの別荘に保管してもらっていた、私の愛車です。日本だとあまり乗らないので、ハワイの広大な自然の中でツーリングするための物でしかなかったのですが……まさかの活躍ですね」

「へ、へぇ……それにしても、免許を持ってたことに驚いたっていうか……」

「今の年齢で取れる免許や資格は、取れるだけ取ってしまっていますから。大丈夫です、私は運転も完璧ですからっ」

　やたらと張り切っている様子で、冬ふゆ季きは自分の分とは別のヘルメットを俺に手渡した。

　完璧と言った以上、冬ふゆ季きの運転は本当に完璧なのだろう。

　だとしたら俺は絶大な信頼を寄せて、大人しく任せればいい。

「では……行きましょうか、ハル君」

「ああ、行こう」

　ヘルメットをかぶり、バイクに二人乗りする。

　そうして俺たちは、月つき村むらの後を追うために走り出した。











■08：カーチェイス






　風を切って、バイクは道を駆けていく。

　火山地帯からこちらに向かってくる車は少ない。

　おかげで冬ふゆ季きも日ひ野のさんもかなりのスピードを出すことができていた。

　冬ふゆ季き曰いわく、どれだけ月つき村むらがスピードを出したところで、マシンスペックの差でいずれ追いつけるとのこと。

　それを聞く限り、このバイクも日ひ野のさんの車も相当な改造が施されているようだ。

　果たして法律上問題ないのかどうかは、今回においては聞かないでおく。

　今は西さい園おん寺じさんを助け出すことの方が重要だ。

「……すみません、ハル君」

「え？」

「実は、月つき村むらが怪しいことは午前中の時点で分かっていたんです」

　午前中、つまりは俺たちがビーチで初めて会った時からか。

「東とう条じようグループが雇ったライフセーバーは、皆一流です。しっかりとした研修を積ませていますし、注意力や視力も重要視しています。だからこそ、プライベートビーチという限られた空間で、最も注意して見守らなければならないはずの子供が沖に流されている姿を見逃すなんてことは、決してあり得ないのです」

「……まさか」

「はい。あの女の子が沖へと流されたであろうタイミングで、ライフセーバーに対して月つき村むらが話しかけていたことが確認できました」

　あの時冬ふゆ季きがビーチに残ったのは、それを確かめるためだったのか。

「どうして……そんなことを」

「これもただの憶測でしかないのですが……月つき村むらは、西さい園おん寺じさんをあの場で溺れさせようとしていたのではないかと」

「っ！」

「西さい園おん寺じさんの性格を理解している月つき村むらなら、泳げない彼女が人助けのためなら迷いなく海に飛び込むことは容易に想像できるはず。もしそれで事故が起きれば、月つき村むらは自分の手を汚すどころか、責任をホテル側に押し付けることができますからね」

「なるほど……最悪だな」

「ええ、最悪です」

　月つき村むらの理想は、やはりそこで西さい園おん寺じさんが溺れて命を落とすこと。

　そうすれば証拠は一切残らないし、犯罪ではなく事故で処理される。

　計画性もへったくれもない、本来あり得ないはずの殺害方法だが、これが西さい園おん寺じさん相手だと通用してしまうのだ。

　俺はどうしてもそれに怒りを覚える。

　彼女の優しさをそんな風に利用するあの男が、どうしても許せそうになかった。

「おそらくあの二番勝負自体も、月つき村むらの策略だったのでしょう。ハル君の好みを調べ上げたから必ず勝てるなどという噓うそで西さい園おん寺じさんを焚たきつけ、勝負を挑ませたようにしか見えません」

「それは分かるけど……その行動に何の意味があるんだ？」

「敗北した彼女は、あの場から逃げ出しましたよね？　実はあれも〝いつものこと〟だったのです。私が余計なことを言ったせいでさすがに普段とは流れが違いましたが、それでも西さい園おん寺じさんは予想通り一人になった」

「あ……」

「人を事故に見せかけて亡なき者にするなんて方法は、探せば山ほどあります。それだけ人間というのは脆もろいのです……ましてやあの月つき村むらですから、西さい園おん寺じさんが一人になった時点で数百通りの殺害方法を思いついていたでしょう」

「……」

　そう予想できるということは、冬ふゆ季きにもそれだけの殺害方法が思いつくということ。

　表情はヘルメットに遮られ読み取れないが、声色はいつもよりも暗いように感じられた。

　当たり前だ。自分は人を亡なき者にする方法を知っているなんてこと、アピールしたって何にもならない。

「ハル君が追いかけてきたことは予想通りだったのか、それとも想定外だったのかは分かりません。ただあなたの存在を受けて、彼のプランは多少なりとも変わったはず……そしてそれが、この結果を招いています」

「難しい話だな……」

「ふふっ、つまり月つき村むらのミスは────やっぱりハル君を巻き込んでしまったことですね」

　バイクが一気に加速する。

　俺がしがみついている少女の背中は、世界中のどんな人間よりも頼もしい。

　冬ふゆ季きに頼らなければどうにもならないというのは、やはり俺としても悔しいものだ。

　だけどこの〝最善の手〟に乗らないということは、あまりにも身勝手すぎると思う。

　今はただ、自分がどこかで役に立つと信じてついて行くしかない。

「……見えてきました。あれがおそらく月つき村むらの車です」

　冬ふゆ季きの言葉を受けて、俺はその肩越しに覗のぞき込こむようにして前を見た。

　前を走る黒い車は、窓ガラスにスモークがかかっており中を窺うかがうことはできない。

　しかし俺たちから逃げるようにしてスピードを上げた時点で、これが月つき村むらの乗っている車であることは間違いないはずだ。

「っ！　ハル君！　私に合わせて伏せてください！」

「なっ────」

　俺は言われるがまま、冬ふゆ季きに抱き着いたまま姿勢を前に倒す。

　すると突然、近くのアスファルトが爆はぜた。

「チッ……！」

　前を走る車の窓から、月つき村むらが顔を出している。

　その手に握られているのは、黒光りしている〝拳銃〟。

　普通に生きていればほとんど見る機会がないはずの、明確な殺傷能力を持つ実銃だ。

「銃まで持ち出して来るとは……厄介ですね」

「どうするんだ!?　さすがに対処のしようがないんじゃ……」

「いえ、このまま追います。銃への対処法はすでに知っているので」

「え？」

「ハル君は変わらず私にしがみついていてください！　振り落とされないように！」

「う────うわぁぁぁあああ!?」

　視界が突然横にブレる。

　どうやら冬ふゆ季きが急にハンドルを横に切ったらしい。

　そしてその直後、今度は反対側に引っ張られ、俺の視界は何度も何度も左右に揺れ始めた。

「銃は数ミリでも銃口がズレただけで、着弾点が数メートル単位で変わってしまうほど扱いが難しいものです。月つき村むらも扱いには慣れているかもしれませんが、走行中の車の中から左右に揺れるバイクに銃弾を当てることはできません」

「れ、冷静に解説されても……！」

　もはや銃への恐怖よりも、左右に揺らされている今の状況の方が辛つらいかもしれない。

　軽く吐きそうになりながらも、何とか冬ふゆ季きの体にしがみつく。

　ここで振り落とされれば、大おお怪け我がでは済まない。

　足手まといにならないために必死に腕に力を込めていると、視界の端で月つき村むらが憎々しげな表情を浮かべて車の中へと引っ込むのが見えた。

　気づかぬうちに銃をすべて撃ち尽くしてしまったらしい。

「……ハル君、今から起きること、絶対に内緒にしてくれますか？」

「え？　あ、ああ……冬ふゆ季きがそう言うなら絶対黙ってるけど……」

「ありがとうございます。さすがにこれは刺激が強すぎると思うので……」

　冬ふゆ季きの苦笑いが伝わってくる。

　一体何をしようというのだろう。

　ただしがみついていることしかできない俺の前で、冬ふゆ季きは片腕を上げた。

　それは後方を走る日ひ野のさんへの合図。

　無理に振り返って後ろを確認してみると、先ほどの月つき村むらと同じように日ひ野のさんが窓から身を乗り出した。

　拳銃とは比べ物にならない大きさの、武骨なライフルを持った状態で。

「え……えぇ!?」

　思わず驚きよう愕がくの声を漏らす俺をよそに、日ひ野のさんは窓の縁に座るようにして、完全に上半身を外に出した状態で固定した。

　おそらくハンドルとアクセルは何かで固定されているのだろう。

　ブレなく真まっ直すぐに車を進ませておくことによって、車体の揺れを限りなく少なくしているようだ。

　そして、バイクの音すら貫通するような轟ごう音おんが響き渡る。

　刹那、前を走る月つき村むらの車のタイヤが弾はじけ飛とんだ。

「ふふっ、さすが朝あさ陽ひ。お見事ですね」

　コントロールを失った車は、フラフラと揺れながら近くの林の中へと突っ込んでいく。

　冬ふゆ季きもそれを追うようにして、林の中へとバイクを進めた。

　不規則に木々が並ぶ中を進んでいると、一本の太い木にぶつかって完全に動きを止めている月つき村むらの車が見えてきた。

　冬ふゆ季きがバイクを止めると、目の前の車から月つき村むらと運転役の男が転がり出てくる。

　月つき村むらの腕の中には西さい園おん寺じさんの姿があり、驚いた様子で俺たちを見ていた。

「そこまでですよ、月つき村むら。大人しく西さい園おん寺じさんを解放してください」

「馬鹿言うな……！　お前らこそ！　ここで終わりだ！」

　月つき村むらは懐ふところから投げナイフを取り出すと、それを俺たちに向けて振りかぶる。

　しかし再び後方から銃声が響き渡ると、彼の持つそのナイフは弾はじかれるようにして茂みの中へと吹き飛んで行った。

「ぐっ……！」

「無駄です。朝あさ陽ひなら揺れる車の上でも銃を外しません。……あなたと違って」

「チッ！　あんな向上心のない東とう条じようグループの犬に俺が劣ってるっていうのか……!?」

　そう言いつつも、月つき村むらは西さい園おん寺じさんを前に置く。

　この行動の意味は、さすがに俺でも分かった。

　奴やつは、西さい園おん寺じさんを壁にして自分の身を守っているのだ。

　俺たちと歳としの変わらない少女を弾避けにしている奴やつの姿には、怒りを通り越して哀れみすら湧いてくる。

「大人しく、西さい園おん寺じさんを解放してください。あなたはまだ誰も怪け我がさせていない。これ以上は本当に罪が重くなりますよ」

「罪なんぞ知るか……！　俺はこれから西さい園おん寺じグループの金でやり直す！　俺の人生は！　誰にも邪魔させねぇ！」

「……そうですか」

「お前たちこそ、そんなに余裕ぶっこいてていいのか？　俺はこいつの背中にナイフを突き立てることだってできるんだぞ？　大人しくお前たちが乗ってきた車を俺に譲るなら、この女は無事に解放してやるよ。もちろん、身みの代しろ金きんをたんまりともらった後でな」

　悪わる足あ搔がきをする月つき村むらの前で、冬ふゆ季きは盛大にため息を吐ついた。

「……では、どうぞ？」

「は？」

「そのナイフで、彼女の体を刺してください」

「お、お前……何を言って────」




　────ただし。




「それを実行した瞬間、もうあなたを守る盾はなくなります。後ろに控えている朝あさ陽ひは、あなたを生かさず殺さず、的確に行動不能にすることができる……それこそ、あなたの野望は終わってしまうと思いますが」

「なっ……ぐ」

「あなたは勘違いしています。私は東とう条じようグループの人間。西さい園おん寺じグループの人間がどうなろうと、どうだっていいのです」

　冬ふゆ季きに睨にらまれた月つき村むらは、驚きよう愕がくのあまり言葉を失ってしまったようだ。

　この場において、冬ふゆ季きは月つき村むらを何もかも上回っている。

　今彼女が言ったことは、すべてハッタリだ。

　俺たちの優先すべき目的は西さい園おん寺じさんを助け出すことであり、月つき村むらを捕らえることは二の次。

　だから冬ふゆ季きは、今の言葉で月つき村むらのナイフを封じたのだ。

　もちろん激げつ昂こうした月つき村むらがそのまま西さい園おん寺じさんを刺してしまう可能性もゼロではない。

　しかし、冬ふゆ季きには〝人を見る目〟がある。

　彼女はこんなところで間違うような、甘い人間ではない。

　────少し驚いたのは、西さい園おん寺じさんがまったく動揺していないということ。

　西さい園おん寺じさんは強い信頼を孕はらんだ視線を冬ふゆ季きに向けている。

　月つき村むらよりも、西さい園おん寺じさんの方がよほど人を見る目がありそうだ。

「……一つ、助け舟を出しましょうか？」

「あ？」

「朝あさ陽ひとあなたで一騎打ちをして、もしもあなたが朝あさ陽ひを無力化することができれば、この場は見逃して差し上げましょう」

「……何だと？」

「もちろんあなたが敗北すれば、そのまま警察へと突き出します。どうでしょう？　西さい園おん寺じさんを人質にして逃げるよりも、その方が可能性が高いと思いませんか？」

　冬ふゆ季きの言葉を受けて、月つき村むらはにやりと笑う。

「おいおい、それは俺を舐なめすぎじゃねぇか？　終わった後で約束を反ほ故ごにすることはねぇよな？」

「もちろん。東とう条じよう冬ふゆ季きに二言はありません」

「はっ、お優しいことで」

　月つき村むらは仲間の男に西さい園おん寺じさんを預け、着ていたスーツのジャケットを脱ぎ捨てる。

　そして持っていたナイフを地面に落とし、素手になった。

「念のため、この女は仲間に預けさせてもらう。お前たちが複数人でかかってくる可能性もあるからな……その保険だ」

「仕方ありませんね。ただ、あなたが敗北した際は必ず無事に解放してくださいね？」

「ああ、もちろん」

　その言葉は、正直あまりにも疑わしい。

　しかし西さい園おん寺じさんを預かった男は凶器らしき物を所持していないし、月つき村むらも簡単には拾えない位置にナイフを落としている。

　すぐさま西さい園おん寺じさんをどうにかする方法はなさそうだ。

「そうと決まれば、さっさとやろうぜ」

「ええ、時間がもったいないですものね。朝あさ陽ひ、お願いします」

　冬ふゆ季きが日ひ野のさんを呼べば、彼女はすぐに俺たちの背後に現れた。

「命を奪わず、無力化すればいいのですね。他に要望はございますか？」

「そうですね……できる限り圧倒してくれますか？　その方が見ていてすっきりするので」

「かしこまりました。では、そのように」

　日ひ野のさんと月つき村むらが、手を伸ばせば触れられる距離で向かい合った。

　いつも俺のために稽古をつけてくれている時の日ひ野のさんとは、どこか雰囲気が違う。

　相変わらず表情は読みにくいが、瞳の奥に見える優しさが、今は完全に消きえ失うせているように見えるのだ。

「一生歩けない体にしちまったら悪いな」

「どうぞ、お気遣いなく」

　木々の隙間を、夜風が駆け抜ける。

　そして月明かりが二人を照らした瞬間、両者同時に動き出した。

「シッ！」

「……」

　月つき村むらが放つ左ジャブ。

　きっと俺が目の前に立っていたのなら、この一撃でほぼ敗北が決まっていただろう。

　ジャブは相手の体勢を崩すために打つと、日ひ野のさんからそう教わった。

　つまりジャブはジャブだけでは終わらない。

　そこから連続して攻撃を当てるための助走なのだ。

「反射神経はいいみたいだな！」

「……」

　月つき村むらのラッシュを、日ひ野のさんは的確にいなしていく。

　そして奴やつの腕を大きく弾はじいたタイミングで、攻撃へと転じた。

　日ひ野のさんが放ったのは、月つき村むらの初手と同じく左ジャブ。

　俺への稽古の時の手加減したものとはまったく違う目にも留まらぬ拳は、これまた同じく月つき村むらにいなされてしまう。

　しかし、今の一撃をいなしたはずの月つき村むらの足から、突然力が抜けた。

「な、何だ……!?」

「……」

　日ひ野のさんは、膝をついた月つき村むらを無言のまま見下ろしている。

　そんな二人の様子を見て、冬ふゆ季きがくすりと笑った。

「やはり朝あさ陽ひの方が上手ですね。月つき村むらがいなせたのは、二撃目の拳だけ。その前に繰り出された一撃目は、認識すらできていなかったようです」

「……もはやハリウッド映画の世界だな」

　ハワイの道路でカーチェイスをして、今は目の前で達人同士が戦っている。

　あまりにも現実離れした光景に、少し足元がふわふわしてきた。

　しかもスルーしそうになったが、冬ふゆ季きには二人の攻防が見えていたらしい。

　この場における常識人は、俺と西さい園おん寺じさんだけかもしれない。

「続き、やりましょうか」

「チッ……くそっ！」

　立ち上がり様、月つき村むらは日ひ野のさんに向かって摑つかみかかる。

　日ひ野のさんはその腕を簡単に払いのけると、いまだ自分よりも低い位置にあった奴やつの顎を足で蹴り上げた。

「がっ────」

　血を噴き出しながら、月つき村むらの体が跳ね上がる。

　そして一瞬意識が飛んで無防備になった奴やつの側頭部に、日ひ野のさんの肘打ちが直撃した。

　激痛に呻うめきながら地面を転がる月つき村むらを、再び彼女は見下ろす。

　最初は同じだけの存在感を醸かもし出だしていたが、いざ戦闘が始まってみれば何てことはない。

　日ひ野のさんが、圧倒的過ぎる。

「な、何で……どうしてこんな差が……」

「月つき村むら、最初からあなたは朝あさ陽ひに敵かなうわけがなかったのです」

「ッ!?」

「あなたのことは、すでに西さい園おん寺じグループの社長、西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろう様に報告済みです。そして直々にあなたを止めるよう依頼を受けました。その際、あなたが護衛としての資格を得るために受けた訓練内容をすべて提供してもらい、朝あさ陽ひにインプットしてもらったのです」

　日ひ野のさんは、月つき村むらの動きをすべて知っていたということか。

　とはいえ先ほどのジャブを見る限り、たとえ月つき村むらのデータがなかったとしても根本的に日ひ野のさんの方が強いとは思う。

　初めから分かっていたが、やはり月つき村むらに助かる道は最初から用意されていなかった。

「……万が一ここであなたが朝あさ陽ひを無力化したとしても、西さい園おん寺じグループは決してあなたを許さない。どこへ逃げてもすぐに見つけ出して、必ず報復するでしょうね」

「ふ、ふざけるな……！　この女を倒せば、俺を見逃すって……！」

「あなたの頭はどこまでおめでたいのでしょうか。私、言いましたよね？」




　私からハル君を奪おうとしたあなたは、決して許さないと────。




「ひっ……!?」

　冬ふゆ季きの冷たい視線に晒さらされ、ついに月つき村むらの口から悲鳴が漏れる。

　月つき村むらは恐怖に染まった顔で逃げ出そうとするが、その前に日ひ野のさんが立ち塞がった。

「ど────どけぇぇえええ！」

「……」

　がむしゃらに殴り掛かる月つき村むらの拳をかわし、日ひ野のさんは彼の鳩みぞ尾おち目掛け拳を叩たたき込こむ。

　人体の急所を突かれた月つき村むらは悶もん絶ぜつし、その場に膝から崩れ落ちた。

　これで当分は動けないだろう。

　彼が無力化されたことを確認した冬ふゆ季きは、西さい園おん寺じさんを拘束している男に視線を向けた。

「Go f××× yourself」

「Oh shit……」

　冬ふゆ季きに何かを言われた男は、舌打ちを残して走り去っていく。

　その去って行く背中を見る限り、奴やつらと俺たちが再会することは決してないだろう。

「今の言葉、あんまり綺き麗れいな意味じゃない気がしたけど……何て言ったんだ？」

「ふふっ、秘密です。ハル君の前では常に綺き麗れいな私でいたいので」

　冬ふゆ季きがそう言うのであれば、仕方がない。

　いやまあ、さすがに察しはつくけれど。

「東とう条じよう冬ふゆ季き……春はる幸ゆき様……」

　そんな俺たちの下に、ふらふらと西さい園おん寺じさんが歩み寄ってきた。

　かなり疲弊しているようで、その足取りはぎこちない。

「あっ……」

　案の定躓つまずいて倒れかけたところを、俺が支えに入る。

　一瞬体を硬直させた彼女だったが、すぐに安心した様子で力を抜いた。

「大丈夫か？」

「ええ……その、助けていただき、本当に感謝いたしますわ」

　肩を貸せば、西さい園おん寺じさんはかろうじて歩くことができそうだった。

　俺はそんな彼女を冬ふゆ季きの側そばまで連れて行く。

「すみません、西さい園おん寺じさん。先ほどはあなたのことを軽視するようなことを言ってしまって……」

「構いませんわ。あなたが本心で言っていないことはすぐに分かりましたもの」

「はて、そんなに分かりやすかったでしょうか？」

「いいえ。でも、小さい頃から冬季ちゃんはずっと私わたくしのことを見捨てずにいてくれたから……」

「……見捨てられませんよ。だって、夏海ちゃんはいつも危なっかしいんですもの」

　二人のやり取りを聞いて、俺の心に温かいものがじんわりと広がる。

　少しだけ、不思議に思っていたことがあった。

　普段の冬ふゆ季きならば、面倒だと思った相手のことは軽くあしらって関わらないようにするはず。

　俺がトリガーになっていたとはいえ、西さい園おん寺じさんに対してあれだけ怒りを露あらわにしていたのは、今思えばかなり珍しい光景だった。

　それらの違和感が、ようやく解けていく。

　物心ついた時から、二人はちゃんと〝友達〟だったのだ。

「本当は、私わたくしも月つき村むらの様子がおかしいことに気づいていましたの」

「気づいてたって……」

「私わたくしが女の子を助けたくて海に飛び込んだ時、案の定溺れかけてもがいていたら、浜辺にいる月つき村むらの姿が目に入りました」

「……」

「その時の月つき村むらは、私わたくしを助けようともせず、ただ眺めているだけに見えましたわ。でも、ずっと側そばにいてくれた彼が私わたくしを見捨てようとしているなんて……信じられなくて」

　それは当たり前の話だ。

　信じていた人間に裏切られる。

　そんなことをされて、果たして人は傷つかず生きていけるのだろうか。

　俺たちと出会った時の西さい園おん寺じさんは、すでに絶望の底にいた。

「くっ────ははは」

　崩れ落ちたまま動かなかった月つき村むらの口から、笑い声が漏れる。

「俺の人生を壊しておいて……吞のん気きなもんだな」

「月つき村むら……」

「お前の付き人にされたせいで、俺の社長秘書への道は閉ざされたんだぞ……お前さえ、お前さえいなければ……！」

　憎ぞう悪おのこもった視線が、西さい園おん寺じさんに突き刺さる。

　しかしその視線を、冬ふゆ季きが自分の体で遮った。

「先ほど西さい園おん寺じ総そう一いち郎ろう様に連絡を取った際、私がずっと抱えていた一つの疑問に答えてもらいました」

「あ……？」

「どうしてあなたを西さい園おん寺じ夏なつ海みの付き人にしたのか……正直私も、その理由がずっと分からなかったのです。あなたが優秀だということは私も知っていましたので」

　確かに、冬ふゆ季きはずっとそのことが気になっている様子だった。

　自分だったら絶対に考えられない人選だとも言っていた。

「答えは……月つき村むら夕ゆう真まという存在に、少しでも西さい園おん寺じさんの優しさが移ってほしいと、そう思ったから────だそうですよ」

「は、はぁ……？」

「どちらかといえば、私はあなた側の人間です。しかし、ハル君のおかげで私は大切な思いやりを学ぶことができた。総そう一いち郎ろう様はあなたに対して西さい園おん寺じさんを、私にとってのハル君のような存在にしたかったのです。性能や成果でしか人を見ることができないあなたのことを、すでに彼は見抜いていた」

「っ……何だよ、つまり綺き麗れいごとってことか？　そんなもの、虫むし唾ずが走る」

「そうは言いますが、あなたはその綺き麗れいごとに負けたのですよ？」

「……」

「あなたの敗因はたった一つ。私のハル君を巻き込んでしまったことだけです。もしも攫さらわれたのが西さい園おん寺じさんだけだったら、おそらく我々は取り返しのつかないことが起きるまで気づくことはできなかったでしょう。あそこでハル君が西さい園おん寺じさんを気遣って声をかけに行ってくれたからこそ、この状況があるのです」

　あの行動は、もちろん冬ふゆ季き自らが許可を出してくれたからできたことだ。

　しかし本を正せばそれは冬ふゆ季きの思いやりであり、嬉うれしいことに、その思いやりは俺から学んだと言ってくれている。

　さらに遡れば、俺に備わった思いやりの心は、両親が教えてくれたものだ。

　そしてきっと父さんも母さんも、他の誰かからその心を教えてもらったのだろう。

　人への優しさ、思いやりは、こうして繫つながっていく。

「人間の感情を甘く見過ぎていましたね。人間は、大切だと思う人を一人守るために山ほどの土地を買うし、銃弾を浴びる覚悟で追いかけることだってできてしまうんですよ」

「……はっ、そりゃあんただけじゃねぇか？」

　────それはちょっと同意する。

「けど、俺の負けってことは確かみたいだな」

「月つき村むら……」

「夏なつ海み様はよくもまあそんな目で俺を見ることができますね。こんな状況でも俺の心配ですか。俺はあんたを裏切ったんですよ？」

「心配に決まってますわッ！」

「ッ!?」

「どれだけあなたと一緒にいたと思っているんですの……っ！　何度もっ！　何度も何度も何度もっ！　あなたに助けてもらった……！　身みの代しろ金きん目的で誘拐されそうになった時も！　火事に巻き込まれて逃げ遅れてしまった時も！　何をやっても上う手まくいかない私わたくしを、あなたはずっと支えてくれていましたわ……！」

「それは……まだ出世の道に戻れると思い込んでいただけで……」

「そうだったとしても！　私わたくしは受けた恩を一生忘れません！　命がけで私わたくしを助けてくれたあなたを切り捨てるなんて……簡単なことじゃありませんわ」

　涙で顔をぐしゃぐしゃにしながらも、西さい園おん寺じさんは叫んだ。

　甘ったるい────人によってはそう感じてしまうほどに、彼女は優しい。

　そんな彼女の言葉を受けた月つき村むらは、呆あきれた様子で笑みをこぼした。

「甘いなぁ……夏なつ海み様は。甘くて……甘すぎて、心配になる」

「月つき村むら……！」

「そんなんだから、こうやって危険な目に遭うんですよッ！」

　月つき村むらは突然懐ふところに手を突っ込み、あの時車の上から俺たちを撃ってきた銃を取り出した。

　その瞬間、俺たちの動きがぴたりと止まる。

　銃口が向いている方向にいるのは、西さい園おん寺じさん。

　日ひ野のさんはいつでも跳びかかれる体勢を取っているが、下手に動けば先に銃弾の方が西さい園おん寺じさんに命中してしまう。

「月つき村むら、あなたは何がしたいのですか？」

「道連れだよ！　どうせ俺はもう終わりだ！　それならせめて憎いこの女だけでも道連れにしてやる……！」

「そんなことする気もないくせに銃口を向けるだけ向けて、どうする気かと聞いているんです」

「……あ？」

　冬ふゆ季きの澄ました態度に、俺は驚く。

　いつでも銃口を向けられる位置にいるのに、何な故ぜこうも冷静でいられるのか。

　その答え合わせは、次に彼女が口にした言葉たちで行われた。

「その銃に弾は入っていない。もしまだ弾が残っているのであれば、私たちがバイクから降りたタイミングを見計らってすでに撃ってきているはずですし、少なくとも、ナイフを投げつけてくる必要もなかったかと」

「っ……」

「そしてあなたは結局、西さい園おん寺じさんを傷つけるようなことはしない」

「な、何を根拠に……」

「私はどちらかと言えばあなた側の人間であると言いましたよね？　私があなただったら、まず西さい園おん寺じさんを攫さらった段階でその足の腱けんを切るなどの処置を施して自力では動けないようにします。命さえあれば身みの代しろ金きんは請求しやすいですし、本気で殺そうと思っているのであれば、少し傷つけたところで結果は同じですからね」

　冬ふゆ季きはそう淡々と語っているが、顔には嫌けん悪お感かんが浮かんでいた。

　実行することはないにしても、そんな手段を思いついてしまうことが嫌なのだろう。

　しかし冬ふゆ季きはそんな自分を押し殺すようにして、言葉を続ける。

　この状況に置かれた俺たちを、安心させようとして────。

「最初から、あなたのやり方は回りくど過ぎました。わざわざあんな廃はい墟きよにまで連れて行かずとも、もっとスマートな方法はいくらでも思いついたでしょう。それでもこの手段を選んだのは……少しでも殺害するタイミングを先延ばしにしたかったから────違いますか？」

「ち、違う！　俺は……夏なつ海み様を……」

「違うと言う割には、まだ様付けで呼ぶのですね。彼女のことを」

「あ……」

　言われてみれば、月つき村むらは西さい園おん寺じさんのことをフルネームで役者のように扱ったことはあれど、ちゃんと名前を呼ぶ時は必ず夏なつ海み様か、お前と言っていた。

　冬ふゆ季きの言葉によって、月つき村むらの仮面がどんどん剝がれていく。

「さすが総そう一いち郎ろう様といったところでしょうか。西さい園おん寺じさんの心は、あなたにも確かな影響を与えていたようですね」

「ち、違う……」

「月つき村むら、改めて投降してください。今投降するのであれば、今度こそ悪いようにはしません」

「違う……ッ！　違う違う違う！」

　彼は頭を搔かきむしった後、視線を西さい園おん寺じさんに向ける。

　いまだ銃を降ろさない。

　しかしもう、この場にいる誰もがその銃に脅威を感じていなかった。

「……月つき村むら、もう一度私わたくしとやり直しませんか？」

「っ!?」

「私わたくしを恨んでいることは理解しましたわ。そして私わたくしも……彼らをここまで巻き込んだあなたを、簡単には許せません。それでも……たとえあなたがどんな罪を犯したとしても、私わたくしではあなたを切り捨てることはできないみたいですわ」

　いまだ涙を流しながら、西さい園おん寺じさんは月つき村むらに向かって手を伸ばす。

「すべて一からやり直しですわ、月つき村むら。私わたくしもあなたに支えてもらえるよう、仕えてもらえるよう、努力を続けますから……！」

「……」

　月つき村むらの視線が彼女の差し出した手に向けられる。

　そして彼は、誰が見ても清すが々すがしいくらいの笑みを浮かべた。

「どこまでお人ひと好よしなんですか、あなたは……ははっ、ムカつくなぁ。ムカつき過ぎて、逆らいたくなってしまう」

「っ！」

　突如俺の鼻を突いた、濃厚な〝死の匂い〟。

　あの日あの霊安室で感じた、嫌な匂いだ。

「誰がお前たちの思い通りになんてなってやるものか。あばよ無能ども。俺は最さい期ごの最さい期ごまで、お前たちとは別の道を行く……！」

「ッ!?　月つき村むらぁ！」

　月つき村むらの銃口は、すでに自分自身のこめかみに向いていた。

　西さい園おん寺じさんが手を伸ばすが、もう届かない。

　冬ふゆ季きでも、日ひ野のさんでも、もう間に合わない。

　唯一彼の体に跳びつくことができたのは、誰よりも動き出しが速かった俺だけだった。

「なっ……！」

「────っ！」

　月つき村むらともつれるようにして、俺は転がる。

　彼の頭に銃弾はめり込んでいない。

　どうにかこうにか、俺は彼を逃がさずに済んだらしい。

「はぁ……はぁ……」

「チッ……何だよ。自決用に一発だけ残しておいたのに……まさかお前にバレるなんてなぁ」

「人が死ぬ……匂いがした……」

「あ？」

「あんたがどんなに酷ひどい男でも、西さい園おん寺じさんにとってはまだ大切な人なんだ……！　絶対にこんなところで死なせない！」

　死んでしまいたいと願うほどに苦しい現実は、実際に存在する。

　何かに躓つまずいてしまったり、周りから酷ひどい扱いを受けていたり、大切な人を失ってしまったり。

　その苦しみから死をもって逃れようとする人のことを、俺は責められない。

　しかし、こいつは違う。

「あんたの逃げ方は最低だ……！　もうこれ以上、人の心を傷つけるなっ！」

「……っ」

　胸倉を摑つかみ上あげ、俺は思いの丈をそのまま吐き捨てる。

　この行動が、月つき村むらに響いたのかどうかは分からない。

　どういう形にせよ、彼は最後の銃弾を使い果たし、もう抵抗する手段は持っていないだろう。

　力なく項うな垂だれているのが、いい証拠だ。

　俺は月つき村むらから手を離し、ゆっくりと立ち上がる。




　そして────そのまま後ろに倒れ込んだ。




「あ、れ？」

　腹部がじんわりと熱い。

　その熱は徐々に耐えがたいものへと変わり、俺の体を蝕むしばみ始はじめる。

「ハル君っ！」

　冬ふゆ季きの叫ぶ声。

　熱を発している場所に視線を向ければ、そこには〝赤〟が広がっていた。

（ああ、そうか……月つき村むらともつれた時に……）

　奴やつが放った自決用の一発は、不運なことに俺の腹を貫いてしまったらしい。

　ははっ、本当に……ついてないな。

「朝あさ陽ひ！　ハル君を車の中へ！　運転もお願いします！　止血は私が！　西さい園おん寺じさんも一緒に来てください！」

「わ、分かりましたわ！」

　皆の声が騒がしい。

　抱え上げられた俺は、どこかへと運ばれていく。

　すでに腹部の熱さは治まりつつあり、逆に今度は熱が体から逃げていくような感覚に襲われていた。

　自分が体から漏れていく。

　俺の意識が、消えていく────。











■09：いつか、また






　いつか見たものと、似たような夢を見ていた。

　父さんと母さんと、俺。

　前に住んでいた家の中で、まだ小さい俺は、でかけるための準備をする二人をボーっと眺めていた。

　どうして出かけようとしているんだっけ？

　そんな疑問が頭をよぎる。

　しかしどれだけ考えようが答えは出ず、やはり俺にできることは、二人の準備をただ眺めていることだけだった。




　────春はる幸ゆき、そろそろ行くよ。




　母さんのそんな声を聞いて、俺はソファーから立ち上がる。

　そうだ、俺も一緒に行かなければ。

　こうしてまた二人と一緒に出かけることができるのだ。行かない理由がない。




　あれ？　どうして一緒に出かけられなくなったんだっけ？




　再び浮かんできた疑問は、すぐに水泡のように消え去った。

　玄関の扉を開けて、父さんと母さんが待っている。




　────ほら、手を繫つながないと危ないから。

　────そんなに子供じゃないって。

　────えー？　……んー、確かに背は伸びてるみたいだけど。




　いつの間にか、俺は両親の背を追い越してしまったらしい。

　二人がいつもより少しだけ、自分より下の位置に見える。

　そんな自分に、強い違和感を覚えた。




　────せっかく三人で過ごせるんだ。今日はお花見にでも行こうか。

　────そうね。今日くらいゆっくり過ごしたいし。




　二人の会話を聞いている俺の目からは、何な故ぜか涙がこぼれていた。

　どうして自分が泣いているのか分からない。

　急に泣き出した俺を、二人は心配した様子で見ている。

　俺は二人に申し訳なくて、無理に涙を拭い嗚お咽えつを止めた。

　しかしそんな俺とは別にもう一つ、部屋の中にすすり泣く声が響いていることに気づく。

　振り返れば、俺がさっきまでいたソファーの上に、小さな女の子が座っていた。

　その銀髪の女の子は目元を押さえ、嗚お咽えつを漏らしている。

　俺は彼女の様子が気になって、放っておけなくて、部屋の中へと引き返した。




　────行かないの？




　母さんがそう俺に問いかける。




　────うん。ごめん……。

　────いいよ、お母さんたちのことは気にしないで。




　優しく返してくれた母さんたちの姿が、扉の向こうに消えていく。




　────その代わり、その子のこと大切にしなさいよ？

　────……ああ、分かってる。

　────ならよし。それじゃあ……母さんたちは先に行ってるから。







「またね、春はる幸ゆき」







　ああ……いつか、また。





◇◆◇






「……目を、覚ましてくれたんですね」

　瞼まぶたを開いた俺の視界の中には、涙を浮かべた冬ふゆ季きの顔が映っていた。

　白い天井に、点滴の雫しずくが落ちる音。どこからか香る消毒液の匂い。

　いまだぼんやりしている頭でも、ここが病院であることは理解できた。

「眠ってたのか……俺」

「はい、三日ほど」

「三日もか……悪い、旅行の日程を潰しちゃって……」

「そんなこと、ハル君は気にしなくていいんですよ」

　冬ふゆ季きはやはりどこまでも俺に甘い。

「つっ……」

「あ、駄目ですよ。まだ寝ていないと……」

「そうか……俺、撃たれたんだったな」

　ズクンズクンという腹の痛みで、俺の意識ははっきりと覚醒する。

　あの時、月つき村むらの自殺を防いだ際の流れ弾が、俺の腹を貫いた。

　自分の体から温度が逃げていくあの感覚は、まだしっかりとこびりついている。

「銃弾は、ハル君の体の重要な臓器すれすれを貫通していたようです。運よく致命傷には至りませんでしたが、それでも出血は酷ひどく、だいぶ峠をさまよっていたのですが……本当に、よく帰ってきてくれましたね」

「……また、夢を見たんだ」

「夢？」

「父さんと母さんと、一緒に出かけようとする夢。俺が二人について外に出ようとした時、家の中からすすり泣く声が聞こえて……」

　そこまで言って、冬ふゆ季きの顔をじっと見つめる。

　やはり、ソファーの上で泣いていた女の子は────。

「……その先は忘れた。でも、冬ふゆ季きの側そばにいないとって思ったのは覚えてるよ」

「────っ！」

「ありがとう、冬ふゆ季き。君のおかげで、俺は戻ってくることができた」

　冬ふゆ季きの目から、ついに涙が溢あふれ出だす。

　そして彼女はそっと俺に抱き着き、頰や頭に手を添わせてきた。

　まるで、俺が本当にここに存在しているかどうか確かめるかのように。

「目を覚ましてくれて……生きててくれて、本当にありがとうございます……っ！　ハル君がいなくなってしまうかもと……私は……！　私はっ！」

「大丈夫。俺はいなくなったりしない……絶対に」

「ううっ……うぅぅぅううう」

　泣きじゃくる冬ふゆ季きの頭を、俺は優しく撫なでる。

　俺は残された側の人間だ。

　大切な人を失った気持ちは、誰よりも分かっているつもりである。

　その気持ちが分かっているのだから、俺は残す側にはなってはいけない。

　俺と同じ悲しみや苦しみを、与えるわけにはいかないのだ。

「────落ち着いた？」

「はい……すみません、すごく取り乱してしまいました」

　しばらくして落ち着くことができた冬ふゆ季きは、ぽつぽつと俺が眠っている間の出来事を話してくれた。

　ここはハワイの病院。

　日ひ野のさんの車で搬送された俺は、手術の末一命を取り留めることができた。

　しかし出血が酷ひどかったことと、病院まで運ぶのにかなり時間がかかってしまったせいで、目を覚ますかどうかは分からないといった状況だったらしい。

　冬ふゆ季きは俺が目を覚ますまでの間ずっと病室にいてくれたようで、俺が目覚める可能性を少しでも上げるために声をかけ続けてくれていたようだ。

　西さい園おん寺じさんも度々ここを訪れては、冬ふゆ季きが休める時間を作れるように交代で俺に声をかけ続けてくれたという。

　次に会った時は、改めてちゃんとお礼を言おうと誓った。

「そして月つき村むらですが……現在は地元警察の方で拘留してもらっています」

「……そうか」

「故意ではないとはいえ、人を撃ってしまいましたからね。温情を与えるわけにもいきません」

　厳しい口調で、冬ふゆ季きはそう言い放つ。

　自分が撃たれたというのにどこか他ひ人と事ごとに感じてしまう部分はあるのだが、さすがに彼女の言葉は正論でしかないと思った。

「ですが……最後は私たちが突き出すまでもなく、自分から自首しにいきました。そのことに関してだけは、まだ救いがあるのではないかと」

　ああ、よかったと、心の底から安あん堵どした。

　もう少し詳しく聞いてみると、自首した際の月つき村むらは、どこか憑つき物ものが落ちたような顔つきだったらしい。

　俺にもしものことがあったら、その時は今度こそ自分を好きにしてくれ。

　そう言い残したんだと、冬ふゆ季きは語る。

「もしもハル君が目覚めなかったら、私は彼を決して許さなかったでしょう。……まあ、今も許そうとは思っていませんが。それでも、まだ道は残ったのだと、そう思っています」

「ああ、そうだな」

　月つき村むらがこの先どうなってしまうのか、それは誰にも分からない。

　もしかしたら、もう彼の人生は詰んでしまっているのかもしれない。

　それでも、〝彼女〟だけは彼のことを見捨てないのだろう。

　たとえそれが甘さだと罵られたとしても、俺と冬ふゆ季きはそれを尊重する。

　西さい園おん寺じ夏なつ海みが西さい園おん寺じ夏なつ海みであるための、一番の要素だと思っているから。

「……と、ついつい話し込んでしまいましたね。ハル君もまだまだ休んでいなければならないと思いますし、そもそも先生にちゃんと見てもらわないといけません」

　冬ふゆ季きは俺のベッドの側そばに備え付けられていたナースコールのボタンを押し、俺が目覚めたことをナースセンターに伝えてくれた。

「続きは先生の診察が終わって、またゆっくり休んだ後にしましょう」

「分かった。病人は大人しく言うことを聞くよ」

「ふふっ、お利口さんです」

　冬ふゆ季きに頭を撫なでられ、俺は体から力を抜く。

　その後到着した医師に診察してもらったところ、ゆっくり休息を取っていればそう時間もかからずに退院できるだろうと言ってもらえた。

　ホッと一安心したところで、俺が目覚めたという報告をどこからか受信した西さい園おん寺じさんが病室に飛び込んできて小一時間ほど泣きじゃくるという事件が起きたのだが、まあ、またそれは別の話。





◇◆◇






「────しばしのお別れですわね、二人とも」

　俺が目覚めてから、ちょうど一週間後。

　帰国のための手続きを終えた俺と冬ふゆ季きは、まだしばらくハワイに滞在することになった西さい園おん寺じさんと向かい合っていた。

　彼女の下にも明日か明後日あさつてには西さい園おん寺じグループの遣いが到着し、諸もろ々もろ帰国手続きなどを済ませるそうだ。

「春はる幸ゆき様……この度は本当に────」

「もう謝らないでくれ。西さい園おん寺じさんは何も悪くないし、俺はこうして無事に生きている。それだけで十分だから」

　まだ腹の傷は少し痛むけれど。

「何はともあれ、君が無事で本当によかったと思っている。そしてこれからは、友人として仲良くしてくれると嬉うれしい」

「も、もちろんですわ！　むしろ友人に留とどまらず、恋人や妻にだってなって差し上げますわ！」

「それは間に合ってるから大丈夫だ」

「はうっ」

　ショックを受けた様子の西さい園おん寺じさんを見て、俺は思わず笑ってしまいそうになった。

　一々反応が大きくて、見ていて楽しい気持ちになる。

　こういうところは、少しだけ後輩である八や雲くもに似ているかもしれない。

「西さい園おん寺じさん」

「はい？」

「大丈夫ですか？」

「……」

　冬ふゆ季きにそう問われた西さい園おん寺じさんは、これまでのおちゃらけた感じとはまったく違う笑みをこぼした。

「大丈夫ですわ。この西さい園おん寺じ夏なつ海みは、そんなに柔ではないのよ」

「……そうですか。それを聞いて安心しました」

「おーほっほっほ！　まさかあの東とう条じよう冬ふゆ季きが私わたくしのことを心配するだなんて、明日はハワイに雪が降るかもしれませんわね！」

「あら、昔みたいに冬ふゆ季きちゃんとは呼んでくださらないのですね」

「あ、あなたこそ西さい園おん寺じさんって呼んできましたわよね!?　私わたくしはそれに合わせるべきなのかと思って……！」

「なるほど、あなたも夏なつ海みちゃんと呼ばれたかったのですね。それならそうと言ってくださればいいのに……夏なつ海みちゃんはいつも遠慮がちなんですから」

「むきー！　冬ふゆ季きちゃんはいつもそうやって私わたくしをいじめるんですわ！　もういいです！　早く日本にでもどこにでも行ってしまいなさい！」

　そう言って、西さい園おん寺じさんはそっぽを向いてしまう。

　ああ、どうやら機嫌を損ねてしまったらしい。

　不機嫌そうな西さい園おん寺じさんと、ニコニコとした笑みを浮かべ上機嫌そうな冬ふゆ季き。

　これが小さい頃から繰り返された二人なりのコミュニケーションなんだと思うと、見ている側としてはすごく微笑ほほえましい。

「では……そろそろ本当に出発しますね」

「……ええ、また日本で」

「はい、また日本で」

　冬ふゆ季きと挨拶を交わした西さい園おん寺じさんは、続いて俺の方へと向き直る。

「春はる幸ゆき様、あなたにも感謝してもしきれないほどの恩ができてしまいましたわ。あなた達がこの先すごく困るようなことがあった時は、私わたくしは全力でその手助けをさせていただく所存です」

「……その言葉は、ありがたく受け取っておく。もちろん西さい園おん寺じさんの方で何か困ったことがあれば────」

「ええ！　その時は遠慮なく頼らせていただきますわ！」

「あ、ああ……」

　ちょっとテンションが違う気がするんだよなぁ。

　もう少しこうして三人で話していたいけど、冬ふゆ季きの言う通りフライトの時間が迫っている。

　プライベートジェットだからこそ時間はかなり自由が利きくのだが、空港に止めさせてもらっている以上場所的な制約はある。

　だから時間通りに動かなければ、空港に迷惑をかけてしまうことになるのだ。

「次は私わたくしの家に招かせていただきますわ！　絶対に来てくださいませ！」

　楽しそうに手を振る西さい園おん寺じさんに手を振り返し、俺たちは搭乗口へと向かう。

　本当に、元気そうでよかった。

　苦しいことがあれだけ続いたのに決してめげることなく、最後まで変わらないままいられた彼女への尊敬は、さらに強いものへと変わっている。

　────ただ。

「ハル君、どうかしました？」

「え？」

「また少し思い詰めているような顔をしていたので……」

　相変わらず、冬ふゆ季きには何でもお見通しのようだ。

「いや……もう少しくらい、西さい園おん寺じさんのためにできることがあったんじゃないかって思って」

　これはただの俺のエゴでしかなく、妙に煮え切らない自分の感情をスッキリさせるためだけの身勝手な心配でしかない。

　しかしもしあの笑顔が空元気だったとしたら。

　そんな不安がずっと俺の心をぐらぐらと揺らしていた。

「大丈夫ですよ、ハル君。もし西さい園おん寺じさんが負ってしまった傷が私たちの想像するものよりも深かったとしても、彼女はすぐに元気になりますから」

「……そう、か？」

「私たちにできることは、もうないと思います。こうして無事に生きているだけで、立派なものですよ」

「生きてるだけでえらい、ってやつか」

「その通りです！　今回ばかりは、真の意味で生きててえらいと言わざるを得ません」

　俺たちは顔を見合わせ、苦笑いを浮かべる。

　確かに冬ふゆ季きの言う通りだ。

　今回の事件で、俺が命を落としている可能性は十分にあった。

　それがちっぽけな俺の限界。

　これ以上何かを求めるのは、あまりにも強欲過ぎるかもしれない。

　────今は、まだ。

「冬ふゆ季き、ちょっと突拍子もないことを言っていいか？」

「？　何でしょう」

「俺、将来は人の心を癒いやす仕事に就きたいと思う」

　心理カウンセラーや、精神科医。

　詳しい道はまだ何となくしか見えていないけれど、苦しんでいる誰かに寄り添い、少しでもその苦痛を和らげられる人間になりたいと思ったのだ。

「俺が働くことは……冬ふゆ季きとしてはあんまり乗り気になれないかもしれないけれど」

「いえ、私は大丈夫ですよ」

「……本当に？」

「ま、まあ……本当は寂しくてたまらなくなると思いますけど……自分のことよりも、ハル君に将来の夢ができた方が百万倍嬉うれしいので」

　とびっきりの笑みを浮かべ、冬ふゆ季きは俺と腕を組む。

　彼女の存在を直じかに感じた俺は、常々自分は支えられているのだと再認識できた。

「多分ハル君が他の人に優しくしている姿を見たら嫉妬してしまいますが……稲いな森もり春はる幸ゆきという世界の宝をずっと独占し続けてしまうと、いつか罰が当たりそうですしね。少しくらい周りの人にもおすそ分けしないと」

「大おお袈げ裟さだなぁ……」

「それに白衣姿もだいぶ私のツボを押さえているので、まあアリかなと」

　何がアリなんだろうか？

　俺にはよく分からない世界が、冬ふゆ季きの頭の中に広がってしまっている気がする。

「ふふっ、夢を見つけられてえらいですね！　ハル君っ」

「どうした？　今日はやけに褒めてくれるな」

「いつも通りでしょう？」

「……ああ、そうだった」

　俺たちは並んで歩いていく。

　この件を乗り越えた俺たちが引き裂かれることは、きっともうないだろう。

　こうして俺たちの波乱に満ちたハワイ旅行は、終わりを迎えた。











■エピローグ：特別な今日






　地面の出っ張った部分につまずいてぐらついた俺の体を、横から伸びてきた冬ふゆ季きの手が支えた。

　俺の顔を覗のぞき込こむ冬ふゆ季きの目には、明らかに心配の色が浮かんでいる。

「大丈夫ですか？　ハル君……」

「あ、ああ……大丈夫。緊張してるだけだから」

　そう、今の俺はとにかく緊張していた。

　俺たちが立っている場所は、東とう条じよう家の屋や敷しきの前。

　広大な庭。そして呆あきれるほどに大きい三階建ての建物。

　改めて目まの当あたりにした東とう条じようグループの力は、やはり俺の知っている世界からは大きく逸脱していた。

　俺は今日、ここで冬ふゆ季きの両親と顔を合わせる。

　すべての緊張の元凶は、それだ。

「前々から聞きたかったんですけど……ハル君は将来どんな家に住みたいですか？」

「え？」

「こういう大きな家に住みたいということであれば、将来に向けて一流の建築士に依頼を出しておこうかと思いまして。拠点は東京に構えつつ、別荘を海外に建てるというのも面白そうですよね。それこそせっかくハワイの土地を買ったので、そこに建てるのは大いにアリかと」

「待ってくれ冬ふゆ季き。話が飛躍し過ぎている」

「そうですか？　でも、大事なことですよ」

　キョトンとした表情で言ってのける冬ふゆ季きを見て、俺は呆あつ気けに取とられる。

　あれ、もしかすると俺が間違っているのだろうか？

　確かに自分たちが住む家というのは大事だが、まだまだ先の話のような気がしてしまう。

　冬ふゆ季きと俺の価値観は、いまだズレている部分がたくさんある。

　直接聞いたことはないから詳しくは分からないが、冬ふゆ季きの持つ財産は底が知れない。

　俺にとって家というのは人生における一世一代の買い物。

　貯金とかローンとか、色々考えなければならないことだらけだ。

　しかし冬ふゆ季きからすれば、もういつでもマイホームを購入できるだけの財産が手元にある認識なのだろう。

　つまりこれから準備する者と、すでに準備が終わっている者の差だ。

「ほら、少しだけ考えてみましょう。二人で住む夢のマイホームのことを」

「……そうだなぁ」

　何気なく、目の前にそびえ立つ東とう条じよう家の屋や敷しきを見る。

（……難しいだろうなぁ）

　豪邸を否定したいわけではないのだが、きっと俺はこういうところに住んでも落ち着いて生活ができないような気がする。

　できることならもっと落ち着いた────。

「部屋は４ＬＤＫくらいで……二人の子供にそれぞれ部屋を渡せるくらいがいいな。リビングは広めで……キッチンで料理している冬ふゆ季きの姿が見える造りがいい」

「ふふっ……」

「な、何かおかしかったか？」

「いいえ。でも、ハル君が段々欲張りさんになってくれていることが、想像以上に嬉うれしくて。４ＬＤＫはマンションでも一軒家でもかなり広い方ですよ？」

「……それもそうか」

「家族四人で住むなら、そのくらいの方が安心でしょうけどね。分かりました、せっかくいただいた要望ですし、しっかりと反映させていただきますね？」

　幸せそうに笑う冬ふゆ季きの姿を見て、俺の緊張は徐々に解ほぐれていった。

　気づけば、いつも通り落ち着いている自分がいる。

「ありがとう、冬ふゆ季き。おかげでもう緊張しなくて済みそうだ」

「それは何よりです。……では、行きましょうか」

　冬ふゆ季きと共に、屋や敷しきの中に足を踏み入れる。

　広い玄関は綺き麗れいに整えられており、不思議といい香りがした。

　そして目の前には、ロングスカートのメイド服を着た黒髪の女性が立っている。

「お帰りなさいませ、冬ふゆ季きお嬢様。そしてお待ちしておりました、稲いな森もり春はる幸ゆき様」

「ただいま戻りました、お父様たちはもう中に？」

「はい。食堂の方にいらっしゃいます」

「分かりました。あ、ハル君。この家は靴のまま上がれるので、履き替えなくていいですからね」

　外観から何となく想像はできていたが、まさか本当に靴のまま上がれる外国システムだとは────。

「お、お邪魔します」

「ストーップ！」

「え？」

「ハル君、もう〝お邪魔します〟じゃないでしょう？」

「ま、まださすがに早くないか……？」

「早くありません！　もうハル君が家族になることは決まっているんですから。そこはちゃんとしないとっ」

「あ、ああ……」

　こういう時の押しの強い冬ふゆ季きには、きっと一生逆らえない気がする。

　俺は改めて屋や敷しきの中を見渡し、一つ深呼吸した。

「た、ただいま……」

「はいっ、よくできました！」

　まだ一度も入ったことのない屋や敷しきに対して言うのは何とも不思議な気分だったが、冬ふゆ季きが満足そうなら、まあいいか。

　俺と冬ふゆ季きは、メイドさんに先導される形で屋や敷しきの中を進んでいく。

　そうして食堂の方へとたどり着いた俺は、ついに冬ふゆ季きの両親と対面することになった。

「は、初めまして！　稲いな森もり春はる幸ゆきと────」

「「おおおおおおおお！」」

「うえ!?」

　挨拶の途中で、何な故ぜか歓声が上がる。

　それまで椅子に座っていた男性と女性は、いつの間にか俺の眼前へと移動していた。

「ようやく会えたな！　春はる幸ゆき君！」

「ずっと待ってたわぁ！　冬ふゆ季きったら全然連れてきてくれないんだもの！」

　二人の勢いに押され、俺は一歩後ずさる。

　俺が困っていることを察してくれたのか、冬ふゆ季きは間に割り込むようにして二人との距離を保ってくれた。

「お父様、お母様。生のハル君にすごく興奮してしまうのは理解できますが、これ以上はハル君が困ってしまうのでほどほどにしてください」

「お、おお、それは申し訳ない」

「あと、私は早い段階で屋や敷しきに招こうとしていました。予定が合わなかったのはお父様とお母様の方でしょう？」

「「ごめんなさい」」

「よろしい。謝れて偉いです！」

　大の大人が、自分の娘の前で反省している。

　その異様な光景を見て、思わず俺は噴き出してしまった。

「おお！　ママ、春はる幸ゆき君が笑ってくれたぞ！」

「やったわねパパ！　今日はごちそうを用意しなきゃ！」

「おいおい、それは用意してあるだろう？　ママ」

「あ！　そうだったわね、パパ！」

　どうしてアメリカのコメディドラマのようなやり取りになっているのだろう？

　冬ふゆ季きの両親は、父親が日本人で母親が海外の人だったはず。

　ただアメリカの人ではなかったと思うのだが────まあ、見ていて面白いからいいか。

「ごめんなさい、二人とも騒がしくて」

「いや、楽しいよ。この前メッセージのやり取りを見せてもらった時にも思ったんだけど、意外とお二人ともフレンドリーなんだな。冬ふゆ季きの両親っていうくらいだから、正直もう少しとっつきにくいかと……」

「ふふっ、とっつきにくさの欠片かけらもないでしょう？」

　冬ふゆ季きは苦笑いを浮かべているが、どこか得意げにも見える。

　それだけで、この二人が彼女にとって自慢の両親であることが伝わってきた。

「ごほん、すまないね春はる幸ゆき君。少し取り乱してしまった。改めて、私の名前は東とう条じよう雪ゆき成なり。こっちは妻の東とう条じようアリスだ」

「初めまして、春はる幸ゆき君。いつも冬ふゆ季きがお世話になってますっ」

　肩を寄せ合いながら挨拶してくる二人。

　その仲なか睦むつまじい姿は、自然と胸を温かい気持ちにしてくれる。

「……この前のハワイでは災難だったね。話は聞いているよ」

「いえ……確かに危険な目には遭いましたけど、それでも冬ふゆ季きとの旅行は楽しかったです」

「はははっ！　思ったよりもたくましいみたいだね、君は。うむ、元気そうでよかった」

　豪快に笑いながら、雪ゆき成なりさんは俺の肩を軽く叩たたく。

　そして突然真剣な表情を浮かべると、冬ふゆ季きの方を見た。

「冬ふゆ季き、少し春はる幸ゆき君と話してもいいかな？」

「……そういう要求は想定済みでしたよ。では、私は席を外しますね。お父様もお母様も、ハル君に変なことは吹き込まないように！」

「はははっ、分かっているよ」

　俺が事態を吞のみ込こめないでいると、冬ふゆ季きはそそくさと食堂を出て行ってしまった。

　残された俺とご両親の間に、妙な空気が流れ始める。

　いや、これこそが正常な空気なのかもしれない。

　二人のフレンドリーさのおかげで忘れかけていたのだが、俺は冬ふゆ季きの両親に〝挨拶〟をしに来ているのだ。

　俺はこの二人にとって、大事な娘の彼氏。

　受け入れムードを醸かもし出だしてくれるのはありがたいのだが、実際は複雑な感情を抱かれていてもおかしくはない。

「さて、春はる幸ゆき君。申し訳ないのだが、少しの間我々とお話ししてくれるかな？」

「……はい、もちろん」

「ありがとう」

　食堂の椅子に並んで腰かけた二人の正面に、俺は座る。

　冬ふゆ季きのおかげで和らいだはずの緊張が、再び甦よみがえってきた。

「まず、お礼を言わせてほしい。冬ふゆ季きのパートナーになってくれて、私たちは本当に感謝しているんだ」

「そんな……感謝したいのはむしろ俺の方です」

　冬ふゆ季きのおかげで、俺の人生は救われた。

　この身朽ちるまで、俺は冬ふゆ季きへの恩を忘れることはない。

「確かにうちの娘は、苦しみの淵ふちにいる君を救ったかもしれない。しかし最初にあの子を救ったのは、君の方なんだよ」

「え……？」

　疑問符を浮かべる俺のために、アリスさんの方が引き継ぐ形で言葉を続けてくれる。

「私たちは、冬ふゆ季きのことを愛しているわ。これまで、許される限りの愛を注いできたつもり。だけど、私たちには数千人……末端の会社まで含めれば数万人の社員がいる。そんな彼らのことも、私たちは守っていかなければならなかった」

「決して冬ふゆ季きを蔑ないがしろにしたことはない。しかし、温ぬくもりを与えきれなかったことは確かだった」

　どこか悔しそうな様子を浮かべ、二人はそう語る。

「冬ふゆ季きはとにかく優秀な子だ。私たちの持つ才能などとうに超えているし、今すぐ会社を譲ったとしても何の問題もなく勤め上げてくれるだろう。あまりにも優秀過ぎて……逸脱し過ぎて、あの子は自分以外の人間と分かり合えずにいた」

　それは、冬ふゆ季き自身も語っていた話だった。

　ずっと思いやりというものが理解できなかったと、そう言っていた。

「本来なら、冬ふゆ季きに思いやりの心を教えるのは我々の役割だった。日に日に冷たい目に変わっていくあの子をどうにかしなければと、ずっと考えていた」

「……」

「しかし会社と子育ての板挟みは、私たちを苦しめた。情けないことに、ストレスによって日に日に瘦せてしまってね。冬ふゆ季きもそれを察して、いつの間にか私たちにまったく甘えなくなった」

　自分が普通から逸脱していると気づいた時に、肉親とすら距離を取る。

　冬ふゆ季きらしい。そう思ってしまった。

「そんなある日……あの子が突然明るくなったの。何があったのか聞いたら、帰り道ですごく優しい人を見つけたってすごく興奮しててね？　それ以来、あの子は人に優しくできるようになった」

「その優しい人というのが、君だよ。春はる幸ゆき君、君がいてくれたおかげで、冬ふゆ季きは人の枠から外れずに今日まで生きてこれたんだ」

　だから私たちは、君に感謝している────。

　そう告げて、二人は俺に向かって頭を下げてきた。

　その真まっ直すぐな態度に対して、大おお袈げ裟さですとは口が裂けても言えない。

　この人たちにとって俺が恩人だというのなら、俺は胸を張ろう。

　生きていてよかったと、誇りに思おう。

「こちらこそ……冬ふゆ季きさんをこの世に生んでくれて、ありがとうございます。おかげで俺も、今を生きることができています」

　自分の心に素直に従い、俺も感謝を返す。

　そしてやはり、これだけはちゃんと言わなければならない。

「冬ふゆ季きさんは、俺にとってかけがえのない存在です。彼女がいない人生は、もう考えることができません。まだ自分は彼女に支えられてばかりですけど……いつか彼女に見合う立派な人間になってみせます。だから……」

　だから────。

「────娘さんを、俺にください」

　二人が息をのむ気配がした。

　苦しくなってしまうほどの沈黙が、俺たちを包む。

　何十分にも感じられる時間を経て、ついに雪ゆき成なりさんが口を開いた。

「……その、一度お義と父うさんと呼んでみてもらってもいいかね？」

「え？」

「ほら、お義と父うさんと」

「は、はぁ……お、お義と父うさん？」

「うーん────」

　腕を組み、何な故ぜか天井を見上げる雪ゆき成なりさん。

　その横で何な故ぜか興奮した様子を見せるアリスさんは、自分自身の顔を指差しながら机に乗り上げた。

「つ、次は私！　お義か母あさん……お義か母あさんって呼んでみて！」

「……お義か母あさん」

「Fantastic!」

　何な故ぜ英語が飛び出したのだろう。

　二人が天井を見上げて硬直してから、すでに数十秒が経過した。

　自分が何を見せられているのか分からなくなってきた頃、二人の顔の角度が元に戻る。

「ふぅ……春はる幸ゆき君、いくつか条件があるのだが、聞いてくれるか？」

「は、はい。もちろん」

「まず一つ目。私たちのことは常にお義と父うさん、お義か母あさんと呼ぶこと」

「……？」

　条件というか、普通そう呼ぶものだと思っていたのだが……。

「二つ目。冬ふゆ季きのことは君に託すが、できることならば婿入りしてほしい。そしてあわよくば苗みよう字じを東とう条じようにしてほしい」

　それも別に構わない。

　両親との繫つながりである稲いな森もりという苗みよう字じを手放すのは少し寂しいが、社会的にも冬ふゆ季きのモノになれるような気がして喜ばしいとすら思える。

「そして三つ目……私たちもハル君と呼びたいのだが、いいかね？」

「駄目ですっ！」

　雪ゆき成なりさんの要求を遮るようにして、突然冬ふゆ季きが食堂に飛び込んでくる。

　彼女はえらく怒った様子で、俺の隣に腰掛けた。

「ハル君と呼べるのは、私だけの特権です！　いくらお父様とお母様でも、それだけは譲れませんっ！」

「別にいいじゃない！　減るものじゃないのにっ！」

「私の優越感が減るんです！　二人はお義と父うさんお義か母あさんって特別な呼ばれ方をするんですから、それでいいじゃないですか！」

「「うーん、確かに」」

　ああ、納得するんだ。

「もうっ、油断も隙もないですね！」

　そう言いながら、冬ふゆ季きはテーブルの下から何かをべりべりと剝がし始める。

　そこにあったのは、スピーカー状態で通話画面になっているスマホだった。

　確かあのスマホは、冬ふゆ季きの仕事用のスマホだったはず。

「もしかして……全部聞いてたのか？」

「すみません、ハル君。でもどうしてもハル君の〝娘さんを僕にくださいイベント〟を逃すわけにいかなくて……」

　油断も隙もないな────。

　いやまあ、本来は隣に冬ふゆ季きを置いた状態で言うべきだったかもしれないと反省しているところだったため、別に聞かれていたこと自体は構わない。

　ただめちゃくちゃ恥ずかしいというだけで。

「……本当にお似合いね、あなたたち」

「ああ、私もそう思うよ」

　二人────お義と父うさんとお義か母あさんにそう言われて、俺と冬ふゆ季きは顔を見合わせる。

　照れ臭いし、こそばゆい。

　しかしこの二人に祝福してもらえるというのは、本当にありがたいことなのだ。

　この人たちが、俺の新しい家族。

「……改めて、冬ふゆ季きのことを頼むよ、春はる幸ゆき君」

「はい……っ！　これからよろしくお願いしますっ！」

　嬉うれし涙なみだがこぼれてしまわないように堪えながら、俺は彼らに向かって今一度深く頭を下げた。





◇◆◇






　お義と父うさんとお義か母あさん、そして冬ふゆ季きと俺での食事が終わり、今日はこの屋や敷しきに泊まらせてもらうことになった。

　すでに寝る準備を整えた俺たちは、広いベッドの上で顔を見合わせている。

「ありがとうございます、ハル君。お父様たちに挨拶してくれて」

「むしろ会わせてくれてありがとう。ずっと、ちゃんと挨拶したいと思っていたから」

　お互いに感謝の言葉を掛け合いながら、存在を確かめるかのように手を繫つなぐ。

　絡からまった指は、少しだけ冷たい。

　きっとクーラーの設定が強いからだろう。

　布ふ団とんに包くるまれば、すごく快適な環境で眠れる気がする。

「妹さんにも挨拶できればよかったんだけど……」

「すみません、ちょっと今修羅場みたいで」

「仕方ないさ。またタイミングが合った時に挨拶させてもらうよ」

　残念ながら、冬ふゆ季きの妹の真ま冬ふゆさんは漫画の仕事が忙し過ぎて手が離せなかったらしい。

　まだ中学生なのに仕事に追われているというのは心配ではあるものの、冬ふゆ季きたちから楽しんで描いていると聞いて、下手な心配は余計なお世話だと理解した。

「冬ふゆ季きの家族は……みんな素敵な人だな」

「ハル君？」

「ん？」

「これからは、ハル君の家族でもあるんですよ？」

　そうか。ああ、そうだったな。

　俺はあの人たちを、お義と父うさん、お義か母あさんと呼んでいいんだ。

　すべてを失ったはずの俺に、また家族が────。

「ふゆ、き……？」

「私たちは、もう家族です。心配せずとも、あなたを置いていったりはしませんから」

　気づけば、俺は冬ふゆ季きに抱きしめられていた。

　いつの間にか俺の顔は涙で濡れており、冬ふゆ季きのネグリジェの胸元を湿らせてしまっている。

「参ったな……こんなに幸せになったら……もう二度と一人には戻れないじゃないか」

「一人になんてさせません。ずっとずっと、ずっとずっとずっと、私たちは一緒です」

　冬ふゆ季きはさらに腕に力を込めて、俺を抱き寄せてくれる。

　俺もそんな彼女から離れないために、自分の腕に力を込めた。

「ハル君は生きているだけでもすごくえらいですが……この幸せを守り続けることができたら、もーっとえらくなってしまいますね」

「守り続けるよ……絶対に。これからは、ちゃんと家族として」

　俺たちは一度体を離し、唇を重ねた。

　あの観覧車の中でファーストキスを経験して以来、俺たちは今日まで何度も何度も同じように唇を重ねている。

　しかし何度経験したところで、この感覚に慣れてしまうなんてことはなさそうだった。

　俺にとって冬ふゆ季きとの触れ合いは、それだけ特別なことだから。

「いつもこうして寝ているはずなのに、何だか初めて冬ふゆ季きと一緒に寝た日のことを思い出すな」

「ふふっ、私も同じことを思っていました。きっとどちらも特別な日だからこそ、似たような感覚を覚えるのでしょうね」

　冬ふゆ季きの手が、俺の頰を撫なでる。

　これまで何度もこうして触れられてきたはずなのに、何な故ぜか今日はこの仕草さえも特別に感じられた。

[image: ]

「……こんな特別な日こそ、相応ふさわしいと思いませんか？」

「相応ふさわしい？」

「私たちの〝初めて〟を飾る日に、です」

　その言葉で、俺はすべてを察した。

　頰に置かれた冬ふゆ季きの手を絡からめ取とり、再び手を繫つなぐ。

「お義と父うさんとお義か母あさんに迷惑じゃないかな？」

「私の部屋は壁も分厚いので、外には何も聞こえませんよ」

「初めからそのつもりだった？」

「ふふっ、ちょっとだけ、期待はしてました」

　悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべながら、冬ふゆ季きは繫つないだ手ににぎにぎと力を込める。

　その感触はすごくこそばゆいが、同時に彼女への愛いとおしさが溢あふれ出だした。

「期待されてたなら……応えないわけにもいかないな」

「こんな我わが儘ままな私でも、許してくれますか？」

「むしろそんな我わが儘ままな冬ふゆ季きが好きだよ」

「……そんな風に言われたら、もう我慢できなくなっちゃいます」

　潤んだ冬ふゆ季きの瞳が可か愛わいくて、綺き麗れいで、愛いとおしくて。

　俺は再び彼女の唇に自身の唇を合わせながら、その体を強く抱きしめた。

「ハル君、愛してます」

「俺も……冬ふゆ季きを愛してる」

　二人の体温が解けていく。

　幸せな夜が、ゆっくりと流れていく────。










　あとがき




　ご無沙汰しております。作者の岸本和葉です。

　この度は今日も生きててえらいの三巻を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　まさか三巻まで続けられるとは……自分で言うのもなんですが、ただの願望から始まったこの作品がここまで来れたことに驚きを隠せません。

　すべては購入してくださった皆様、作品に携わってくださった皆様のおかげです。

　この場を借りて、改めて感謝させていただきます。

　いやぁ、それにしてもやりたい放題でしたね、この巻は。

　一巻二巻ときて、まだまだ冬ふゆ季きのハイスペックさが表現できていないなと思った結果、舞台が海外になってしまいました。

　自分の中にいる冬ふゆ季きの魅力はまだまだこんなものではないのですが、ひとまず一番書きたかったバイクを乗り回すシーンが入れられたので、満足度は高いです。

　いいですよね、バイク。

　私が乗ったら絶対に事故るので免許を取る気にもなれないのですが、いつか春はる幸ゆきのようにカッコいい女性の後ろに乗せてもらいたいものです。

　あと英語を喋しやべれるのもいいですよね。

　私は学生時代に英語で赤点を取りまくっていたので、眺めていると頭痛がしてきますが。

　でもカッコいい英単語とか、技名になりそうな言葉を見つけるとテンション上がるんですよね。不思議です。

　とまあ、当あたり障さわりのない話であとがきの文章を稼ぎつつ……。

　作者のことを語ったところで興味がある方は少ないと思いますので、今回はこの辺りにしておこうと思います。

　何度も繰り返すことになりますが、二巻に引き続き本作に携わってくださった担当様、イラストレーターの阿あ月づき唯ゆい先生、そして購入してくださった皆様に、最大限の感謝を。

　またいつかどこかでお会いできることを、楽しみにしています。





































今日きょうも生いきててえらい！３




～甘あま々あま完かん璧ぺき美び少しょう女じょと過すごす3LDK同どう棲せい生せい活かつ～
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